


障害者雇用助成金障害者雇用助成金

助成対象となる措置
①障害者用トイレを設置すること
②拡大読書器を購入すること
③就業場所に手すりを設置すること　等
助成額 支給対象費用の2/3

　障害特性による就労上の課題を
克服し、作業を容易にするために
配慮された施設等の設置・整備を
行う場合に、その費用の一部を助成
します。

障害者作業施設設置等助成金

助成対象となる措置
①職場介助者を配置または委嘱すること
②職場介助者の配置または委嘱を継続すること
③手話通訳・要約筆記等担当者を委嘱すること
④障害者相談窓口担当者を配置すること
⑤職場支援員を配置または委嘱すること
⑥職場復帰支援を行うこと
助成額
①③支給対象費用の3/4
②　支給対象費用の2/3
④　1人につき月額1万円　外
⑤　配置：月額3万円、委嘱：1回1万円
⑥　1人につき月額4万5千円　外

　障害の特性に応じた適切な雇用管理に必要
な介助者の配置等の措置を行う場合に、その
費用の一部を助成します。

障害者介助等助成金

助成対象となる措置
①訪問型職場適応援助者による支援を行うこと
② 企業在籍型職場適応援助者による支援を行うこと
助成額
①1日1万6千円　外 ②月12万円　外

　職場適応に課題を抱える障害者に対して、
職場適応援助者による支援を行う場合に、そ
の費用の一部を助成します。

職場適応援助者助成金

助成対象となる措置
①住宅を賃借すること
②指導員を配置すること
③住宅手当を支払うこと
④通勤用バスを購入すること
⑤通勤用バス運転従事者を委嘱すること
⑥通勤援助者を委嘱すること
⑦駐車場を賃借すること
⑧通勤用自動車を購入すること
助成額 支給対象費用の3/4

　障害の特性に応じた通勤を容易にするため
の措置を行う場合に、その費用の一部を助成
します。

重度障害者等通勤対策助成金

※各助成金制度の要件等について、詳しくはホームページ（https://www.jeed.go.jp）をご覧ください。
※お問合せや申請は、当機構の都道府県支部高齢・障害者業務課（65頁参照　東京、大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願いします。

6565歳超雇用推進助成金歳超雇用推進助成金

助成金のごあんない助成金のごあんない

高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは (a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、
(b) 作業施設・方法の改善、(c) 健康管理、安全衛生の配慮、(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を
活用できる配置、処遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化のいずれか
生産性要件（※2）の詳細については、以下をご覧ください。 
厚生労働省
ホームページ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000137393.html

主な支給要件
●労働協約または就業規則で定めている定年年齢
等を、過去最高を上回る年齢に引上げること
●定年の引上げ等の実施に対して、専門家へ委託
費等の経費の支出があること。また、改正前後
の就業規則を労働基準監督署へ届け出ること
●1年以上継続して雇用されている60歳以上の雇
用保険被保険者が1人以上いること
●高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇用
管理に関する措置（※1）の実施
支給額
●定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上の対
象被保険者数、定年等の引上げ年数に応じて
10万円から160万円
受付期間
●当コースの受付期間は変更となりました
　 定年の引上げ等の措置の実施日が属する月の翌
月から起算して４か月以内の各月月初から５開
庁日までに、必要な書類を添えて、申請窓口へ
申請してください。

　令和4年4月1日以降に65歳以上への定年
の引上げ、定年の定めの廃止、希望者全員
を対象とする66歳以上の継続雇用制度の導
入、他社による継続雇用制度の導入のいず
れかの措置を実施した事業主の皆様を助成
します。

措置（注1）の内容
高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、労
働時間等の雇用管理制度の見直しもしくは導
入、法定の健康診断以外の健康管理制度（人間
ドックまたは生活習慣病予防検診）の導入
（注1） 措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働

協約または就業規則に規定し、1人以上の支給対
象被保険者に実施・適用することが必要。

支給額
支給対象経費（注2）の60%《75%》、ただし中小
企業事業主以外は45%《60%》
（注2）措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサル

タントとの相談経費、措置の実施に伴い必要とな
る機器、システム及びソフトウェア等の導入に要
した経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限
り50万円の費用を要したものとみなします。）

【《》内は生産性要件（※2）を満たす場合】

　高年齢者の雇用管理制度を整備するた
めの措置（高年齢者雇用管理整備措置）を
実施した事業主の皆様を助成します。

主な支給要件
① 高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇
用管理に関する措置（※1）を実施し、無期雇用
転換制度を就業規則等に規定していること

② 無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労働者
に転換していること

③ 無期雇用に転換した労働者に転換後6カ月分
の賃金を支給していること

④ 雇用保険被保険者を事業主都合で離職させて
いないこと
支給額
●   対象労働者1人につき48万円（中小企業事業
主以外は38万円）
●生産性要件（※2）を満たす場合には対象労働
者1人につき60万円
　（中小企業事業主以外は48万円）

　50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約
労働者を無期雇用労働者に転換した事業
主の皆様を助成します。

助成対象となる措置
① 休憩室・食堂等の施設を設置または整
備すること
② ①の施設に附帯するトイレ・玄関等を
設置または整備すること
③ ①、②の付属設備を設置または整備す
ること　等
助成額 支給対象費用の1/3

　障害者の福祉の増進を図るうえ
で、障害特性による課題に対する配
慮をした福祉施設の設置・整備を行
う場合に、その費用の一部を助成し
ます。

障害者福祉施設設置等助成金

助成対象となる措置
重度障害者等の雇用に適当な事業施設等（作業施設、
管理施設、福祉施設、設備）を設置・整備すること
助成額 支給対象費用の2/3（特例3/4）

　重度障害者を多数継続して雇用するために
必要となる事業施設等の設置または整備を行
う事業主について、障害者を雇用する事業所と
してのモデル性が認められる場合に、その費用
の一部を助成します。 ※事前相談が必要です。

重度障害者多数雇用事業所
施設設置等助成金

65歳超継続雇用促進コース 高年齢者評価制度等雇用管理改善コース 高年齢者無期雇用転換コース

障害者雇用助成金に係る
説明動画はこちら

65歳超雇用推進助成金に係る
説明動画はこちら
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1990（平成２）年に富士電機株式会社に入社。
人事部人事課長、富士電機マニュファクチャリ
ングタイランド社（タイ）管理部長、産業イン
フラ事業本部人事部長、パワエレシステム事業
本部人事部長などを経て、2020年より現職。

わかばやし・まさひと

　

日
本
を
代
表
す
る
重
電
機
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
２
０
２
３
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
富
士
電
機
株

式
会
社
。
高
齢
者
雇
用
先
進
企
業
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ち
早
く

65
歳
雇
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

２
０
２
０（
令
和
２
）
年
か
ら
は

「
75
歳
雇
用
」
を
掲
げ
、
高
齢
者
の

活
躍
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
社
人
事
・
総
務
室
人
事

部
長
の
若
林
正
倫
さ
ん
に
ご
登
場
い

た
だ
き
、
同
社
の
高
齢
者
雇
用
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

富
士
電
機
株
式
会
社
人
事
・
総
務
室
人
事
部
長

若
林
正
倫
さ
ん

65
歳
ま
で
の
雇
用
・
処
遇
制
度
を
刷
新

多
様
な
働
き
方
で
75
歳
ま
で
活
躍
で
き
る
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富士電機株式会社 人事・総務室 人事部長

若林正倫さん

レ
ー
ド
」に
基
づ
い
て
再
雇
用
を
行
う
仕
組
み
で
、

２
０
０
0
年
以
来
制
度
を
運
用
し
て
き
ま
し
た
。
定

年
前
の
役
割
グ
レ
ー
ド
は
１
〜
10
の
グ
レ
ー
ド
に
分

か
れ
て
お
り
、
再
雇
用
で
A
・
B
・
C
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
ま
す
。
A
コ
ー
ス
は
ラ
イ
ン
職
に
と

ど
ま
り
62
歳
ま
で
定
年
延
長
さ
れ
、
処
遇
は
以
前
の

グ
レ
ー
ド
の
報
酬
が
１
０
０
％
保
障
さ
れ
ま
す
。
B

コ
ー
ス
は
グ
レ
ー
ド
３
〜
10
の
人
が
対
象
、
C
コ
ー

ス
は
グ
レ
ー
ド
１・２
の
人
が
対
象
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

業
務
・
役
割
に
応
じ
て
処
遇
の
見
直
し
を
行
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。
な
お
、
A
コ
ー
ス
の
社
員
は
、
62

歳
を
上
限
年
齢
と
し
、
そ
の
後
は
再
雇
用
と
な
っ
て

B
コ
ー
ス
に
移
り
ま
す
。
B
コ
ー
ス
の
社
員
は
、

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
に
な
る
と
自
動
的

に
C
コ
ー
ス
に
移
る
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
か
ね
て
か
ら
一
般
社
員
向
け
、
幹
部

社
員
向
け
の
二
つ
の
制
度
で
高
齢
者
雇
用
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
で
す
が
、
２
０
２
０
年
に
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
た
の
で
す
。

―
見
直
し
を
行
っ
た
理
由
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

―
貴
社
で
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
、
一
般
社
員
向

け
、
幹
部
社
員
向
け
の
2
種
類
の
高
齢
者
雇
用
制

度
を
整
備
し
て
65
歳
ま
で
の
雇
用
に
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
、
こ
れ
ら

の
高
齢
者
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
そ
う
で
す

ね
。

若
林
　
当
社
で
は
、
２
０
０
０（
平
成
12
）年
に
一

般
社
員
向
け
の
「
選
択
定
年
延
長
制
度
」
と
幹
部
社

員
向
け
の
「
再
雇
用
制
度
」
を
導
入
し
、
２
０
０
６

年
に
選
択
定
年
延
長
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。選

択
定
年
延
長
制
度
導
入
当
初
は
、
55
歳
時
に
60

歳
・
65
歳
の
二
択
で
定
年
を
選
択
す
る
制
度
で
し
た

が
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
定
年
を
60
〜
65
歳
の
各
年

齢
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
55
歳
時

に
制
度
説
明
、
57
歳
時
に
定
年
年
齢
を
選
択
、
59
歳

時
に
最
終
確
認
と
い
う
３
段
階
方
式
と
し
、
社
員

個
々
の
事
情
を
反
映
し
や
す
い
制
度
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幹
部
社
員
向
け
の
再
雇
用
制
度
に
つ
い
て

は
、
定
年
60
歳
を
原
則
と
し
、
定
年
前
の「
役
割
グ

若
林　

幹
部
社
員
を
対
象
と
し
た
再
雇
用
制
度
で

は
、
本
人
の
意
欲
と
能
力
に
関
係
な
く
60
歳
時
点
の

グ
レ
ー
ド
で
一
律
的
に
コ
ー
ス
が
決
定
し
、
し
か
も

報
酬
が
下
が
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、制
度
が
年
金
支
給
年
齢
と
も
連
動
し
て
お
り
、

一
定
の
年
齢
に
な
る
と
コ
ー
ス
変
更
で
処
遇
が
低
く

な
る
こ
と
も
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。
高
齢
社
員
の
な
か
に
は
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
期
待
で
き
る
人
材
も
当
然
い
る
わ
け
で
す
が
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
の
可
能
性
が
あ
る
制
度
設
計

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
実
際
に
私
も
「
処
遇
が
一

律
に
下
が
る
こ
と
で
意
欲
が
な
く
な
る
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
す
る
人
に
は
、
60
歳
以
降
も
仕
事
の
価

値
や
難
易
度
に
応
じ
て
処
遇
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
２
０
２
０
年
に
新
た
に
導
入
し
た
幹
部
社
員
向
け

の
再
雇
用
制
度
「
シ
ニ
ア
タ
ス
ク
制
度
」
は
、
従
来

と
同
様
、
ラ
イ
ン
職
継
続
者
は
62
歳
ま
で
定
年
延
長

す
る
こ
と
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
る
の
は
そ

れ
以
外
の
人
材
で
、
タ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
重
さ
を
Ⅰ
〜

Ⅳ
の
４
段
階
に
設
定
し
、
１
年
ご
と
に
タ
ス
ク
と
成

果
に
応
じ
て
処
遇
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。例
え
ば
、

レ
ベ
ル
Ⅰ
は
「
本
部
長
・
事
業
部
長
の
指
示
に
基
づ

き
業
務
を
遂
行
」、
Ⅳ
は
「
課
長
の
指
示
に
基
づ
き

タ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
処
遇
の
見
直
し
で

高
齢
社
員
の
働
く
意
欲
が
向
上
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す
れ
ば
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
運
用
と
し
て
い
ま
す
。

―
シ
ニ
ア
タ
ス
ク
制
度
を
導
入
し
て
か
ら
の
部
門

や
社
員
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

若
林　
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
例
え
ば
一
律
の
待
遇
の

場
合
、
研
究
開
発
部
門
の
よ
う
に
価
値
の
高
い
業
務

に
従
事
し
て
い
る
人
の
な
か
に
は
「
会
社
に
と
ど
ま

る
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
相

応
の
待
遇
で
報
い
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
場
サ
イ
ド
か
ら
も
新
制
度
を
歓
迎
す
る
前

向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
も
と
も
と
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
が
延
び
る
に
し
た
が
い
雇
用
延
長
を
希
望

す
る
人
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
シ
ニ
ア

タ
ス
ク
制
度
の
導
入
以
降
、
対
象
者
の
９
割
以
上
が

再
雇
用
を
希
望
し
、
２
０
２
３
年
度
は
94
・
８
％
の

幹
部
社
員
が
再
雇
用
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

―
9
割
以
上
の
幹
部
社
員
が
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と

な
く
働
き
た
い
と
希
望
す
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。

若
林　
他
社
で
は
55
歳
で
役
職
定
年
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
62
歳
ま
で
継
続
で
き
ま

す
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
能
力
の
あ
る
人
に
は
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
文
化
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
他
社
の
よ
う
に
社
員
層
の
若
返
り
を
し
た
く

て
も
人
材
面
な
ど
の
事
情
か
ら
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
。

―
シ
ニ
ア
タ
ス
ク
制
度
の
導
入
と
同
時
に
、
75
歳

ま
で
の
雇
用
を
見
据
え
た
「
65
歳
以
降
雇
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
制
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

若
林　
制
度
上
は
一
般
社
員
・
幹
部
社
員
の
い
ず
れ

も
雇
用
の
上
限
年
齢
を
65
歳
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
は
部
門
ご
と
の
判
断
で
65
歳
以
降
も
働
い
て
い
る

社
員
が
、２
０
１
９
年
時
点
で
２
６
１
人
い
ま
し
た
。

た
だ
、
統
一
の
雇
用
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
ら
ず
、
処

遇
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
65
歳
以
降
の
健
康
維
持
な
ど
も
取
り
入

れ
た
全
社
共
通
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
の
で

す
。
適
用
対
象
者
は
一
般
社
員・幹
部
社
員
問
わ
ず
、

知
力
・
体
力
に
問
題
な
く
、
気
力
十
分
で
、
豊
富
な

ス
キ
ル
・
経
験
を
有
し
、
会
社
と
し
て
高
い
ア
ウ
ト

業
務
を
遂
行
」
の
よ
う
に
基
本
定
義
を
定
め
る
と
と

も
に
、
業
務
に
立
脚
し
た
41
の
細
か
い
定
義
を
作
成

し
、
こ
の
定
義
に
照
ら
し
て
一
人
ひ
と
り
の
タ
ス
ク

レ
ベ
ル
を
決
定
し
ま
す
。
給
与
は
レ
ベ
ル
Ⅰ
が
ラ
イ

ン
部
長
、
Ⅱ
は
課
長
、
Ⅲ
は
係
長
、
Ⅳ
は
一
般
社
員

と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。
賞
与
に

つ
い
て
は
、
以
前
は
あ
ま
り
差
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
成
果
・
評
価
に
応
じ
て
20
％
前
後
の
幅
を
設

け
、
同
じ
タ
ス
ク
レ
ベ
ル
で
も
差
が
つ
く
仕
組
み
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ス
ク
レ
ベ
ル
は
年
に
１
回
見

直
し
を
行
い
、
担
当
業
務
の
重
み
が
増
し
た
と
判
断

75
歳
ま
で
雇
用
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定

統
一
ル
ー
ル
の
も
と
高
齢
人
材
の
活
躍
を
目
ざ
す
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プ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
雇
用
を
継
続

し
ま
す
。
直
接
雇
用
を
原
則
と
し
、
業
務
委
託
契
約

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。
処
遇
に
つ
い
て
は
仕
事
の
内

容
、
難
易
度
、
ス
キ
ル
、
影
響
範
囲
な
ど
の
視
点
か

ら
五
つ
の
ラ
ン
ク
を
設
定
し
、
賞
与
は
成
果
に
応
じ

て
３
段
階
で
支
給
し
ま
す
。
ど
の
ラ
ン
ク
に
入
る
か

は
基
本
的
に
各
部
門
に
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

―
「
75
歳
雇
用
」
を
掲
げ
た
制
度
の
検
討
に
あ
た

り
、
社
内
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
。

若
林　
各
部
門
の
課
長
で
構
成
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
織
し
、
社
内
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。
ラ
イ
ン
長
か
ら
は
「
後
進
指
導
や
技
術
支
援

の
役
割
と
し
て
期
待
し
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
れ

ば
、「
研
究
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
分
野
で
は
経
験
を
活

か
せ
る
領
域
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
方
、
当
事
者
で
あ
る
高
齢

社
員
か
ら
は
「
健
康
な
う
ち
は
年
齢
に
関
係
な
く
働

き
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
れ
ば
、「
65
歳
の
節
目
で

引
退
し
た
い
」、「
細
か
い
解
析
な
ど
は
視
力
の
面
か

ら
困
難
」
な
ど
、
部
門
や
職
種
に
よ
っ
て
実
に
多
様

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
一
律
的
な
運
用
で
は
な
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
短
日
勤
務
や
短
時
間
勤
務

も
可
能
で
、
週
３
日
勤
務
、
１
日
4
〜
6
時
間
勤
務

の
人
も
い
ま
す
。
あ
る
い
は
発
電
部
門
で
は
工
事
の

期
間
に
限
定
し
、
１
年
に
１
〜
３
カ
月
だ
け
ス
ポ
ッ

ト
的
に
勤
務
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
65
歳

以
降
の
人
材
に
つ
い
て
は
約
７
割
が
こ
う
し
た
多
様

な
働
き
方
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
に
つ

い
て
も
、
月
給
制
だ
け
で
は
な
く
、
時
給
、
日
給
で

の
支
払
い
を
可
能
と
し
、
基
本
的
に
上
司
が
承
認
す

れ
ば
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
れ
ぞ
れ
の
働
く
価
値
観
や
事
情
に
対
応
し
た

柔
軟
な
働
き
方
で
す
ね
。
職
種
や
年
齢
の
違
い
は
あ

り
ま
す
か
。

若
林　
２
０
２
２
年
10
月
時
点
で
、
５
０
０
人
強
の

65
歳
を
超
え
た
人
材
が
働
い
て
い
ま
す
。
職
種
別
に

み
る
と
、
製
造
職
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
職
と
い
っ

た
、も
と
も
と
高
齢
社
員
が
多
か
っ
た
部
門
に
加
え
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
た
こ
と
で
高
齢
社
員
を
活
用

す
る
部
門
や
拠
点
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
年
齢

別
に
み
る
と
66
〜
70
歳
ま
で
が
約
４
０
０
人
で
、
71

歳
以
降
は
徐
々
に
減
り
ま
す
が
、
75
歳
の
人
材
が
15

人
働
い
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
に
関
し
て
は
就
業
可

否
判
断
基
準
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
加
齢
と
と

も
に
体
力
の
低
下
や
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た

め
、
70
歳
の
節
目
で
改
め
て
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
70
歳
超
雇
用
を
目
ざ
す
企
業
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
林　
今
後
社
員
に
占
め
る
シ
ニ
ア
層
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
ま
る
こ
と
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
わ
か
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
シ
ニ
ア
層
を
い

か
に
活
性
化
す
る
か
と
い
う
、
全
体
の
人
材
戦
略
を

描
き
な
が
ら
制
度
改
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
そ
う
し
た
認
識
は
他
社
も
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
年
齢
に
よ
っ
て
能
力
が
決
ま
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
自
社
に
適
し
た
施

策
に
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
し
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
、
会
社
や
社
員
に
と
っ
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
文
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

部
門
や
職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
多
様
な
ニ
ー
ズ

多
様
な
働
き
方
に
対
応
可
能
な
仕
組
み
を
整
備

富士電機株式会社 人事・総務室 人事部長

若林正倫さん
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6いまだからこそ「学び直す」
7 総    論 いま「学び直し」が必要な理由とは

トレノケート株式会社 国家資格キャリアコンサルタント　田中 淳子

11 解 説 ① 企業に求められる「学び直し」と
中高年人財のキャリア形成支援の取組み
株式会社ターンアラウンド研究所 共同代表 主席研究員　小寺 昇二

15 解 説 ② 従業員の「学び直し」を支援する
特定社会保険労務士　坂本 直紀

19 事 例 ① 双日プロフェッショナルシェア株式会社（東京都千代田区）
社員が自由で多様な働き方を自ら選択
学び直しや副業などによるキャリア自律を支援

23 事 例 ② ライフシフト大学（株式会社ライフシフト）（東京都港区）
80歳現役時代の活躍を目ざし
新しい人生の手段を講じるための学び直し

特  

集

42 生涯現役時代の高齢社員活躍支援のポイント
【第5回】 退職金制度の見直しを検討しよう！森中謙介

46 知っておきたい労働法Q&A《第55回》
自動車通勤の年齢制限、
飲食方法に起因した懲戒処分の可否 家永 勲

50 新連載 活き活き働くための高齢者の健康ライフ
【第1回】 あなたはポックリ型？ それともジックリ型？
 坂根 直樹

52 いまさら聞けない人事用語辞典 第30回
「終身雇用」　吉岡利之

54 令和5年度 高年齢者活躍企業コンテストのご案内
56 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.322
厳選した竹と「火入れ」で
よく釣れて丈夫な竿をつくる
和竿師　早坂良行さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第66回］ 写真の内容を記憶する　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.91
富士電機株式会社 人事・総務室 人事部長 若林正倫さん
65歳までの雇用・処遇制度を刷新
多様な働き方で75歳まで活躍できる

27 日本史にみる長寿食  vol.349
やっぱり鯛ですよ　永山久夫

28 集中連載  マンガで学ぶ高齢者雇用
教えてエルダ先生！こんなときどうする？
《最終回》 高齢社員が介護を理由に

「辞めたい」といっています

34 江戸から東京へ   第121回

義経とイルカたち　源義経 作家  童門冬二
36 高齢者の職場探訪  北から、南から　第126回 

島根県　社会福祉法人静和会
40 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは 第77回
オークマプラス株式会社　パート従業員
小須賀ミイ子さん（71歳）
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い
ま
、「
学
び
直
し
」
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
。
高
齢
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
若
手
も

ミ
ド
ル
世
代
の
社
員
も
、
会
社
の
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
は
、
常
に
知
識
や
技
術
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
り
、
変
化
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
「
学
び
直
し
」
で
す
。
学
び
直
し
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
企
業
だ
け
で
も
な
く
、
労
働
者
だ
け
で

も
な
く
、
双
方
が
一
体
と
な
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
今
回
は
取
組
み
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
学
び
直
し
は
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
も
大
き
く
関
係
し
て
き

ま
す
。〝
生
涯
現
役
〞を
見
す
え
た
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
、
ぜ
ひ

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。



特集 いまだからこそ「学び直す」

は
じ
め
に

は
じ
め
に

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く

の
企
業
、
労
働
者
が
緊
急
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
短
期
間
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
移
行
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
そ
の
就
業
形
態
に
だ
れ
も
が
慣
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
内
だ
け
で
な
く
、
商

談
な
ど
顧
客
と
の
接
点
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
る
と

I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

Ｄ
Ｘ(D

igital Transform
ation)

の
流
れ
も
加

速
し
て
い
ま
す
。

業
界
、
業
態
を
問
わ
ず
、
Ｄ
Ｘ
あ
る
い
は
、
そ
の
手

前
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
し
進
め
て

い
く
な
か
で
、
今
後
数
年
で
、
自
分
た
ち
の
"
仕
事
"

の
あ
り
方
が
相
当
変
化
す
る
、
あ
る
い
は
現
在
進
行
形

で
、
仕
事
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ

し
と
実
感
し
て
い
る
、
と
い
う
人
が
増
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
経
営
層
が
「
こ
れ
か
ら
仕
事
は
大
き
く
変
化

す
る
。
会
社
も
社
員
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
」
と
考
え
て
い
る
と
い
う
段
階
は
過
ぎ
、
す
で
に
労

働
者
一
人
ひ
と
り
が
「
い
ま
の
ま
ま
で
よ
い
わ
け
は
な

い
な
」
と
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
間
に
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
じ

わ
じ
わ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
く
変
化
を
遂
げ
る

で
あ
ろ
う
と
多
く
の
人
が
想
像
し
て
い
る
の
で
す
。

行
政
も
掲
げ
始
め
た
「
学
び
直
し
」

行
政
も
掲
げ
始
め
た
「
学
び
直
し
」

そ
ん
な
な
か
で
、
２
０
２
２
年
3
月
、
経
済
産
業
省

が
、「
Ｄ
Ｘ
リ
テ
ラ
シ
ー
標
準ver.1.0

※1
」、
5
月
に

は
同
じ
く
経
済
産
業
省
が
「
未
来
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
※2
」、

6
月
に
な
る
と
厚
生
労
働
省
が
、「
職
場
に
お
け
る
学
び・

学
び
直
し
促
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
※3
」（
以
下
、「
学
び
・

学
び
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
発
表
し
ま
し
た
。

ど
れ
を
読
ん
で
も
、「
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て
い
き
、

そ
の
変
化
に
堪
え
う
る
人
で
な
い
と
こ
の
流
れ
を
乗
り

切
れ
な
い
」
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
資

料
を
無
理
や
り
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
い
え
ま
す
。

「
今
後
仕
事
は
大
き
く
変
化
す
る
。
Ｄ
Ｘ
は
労
働
者

一
人
ひ
と
り
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

変
化
に
対
応
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
職
場
の
O
J
T
だ
け
で

は
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、
O
F
F
ー
J
T
や
自
己
啓
発
な

ど
に
よ
り
能
力
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
労
働
者
一
人
ひ
と
り
が
自
律
的
、
自
発
的
に

学
ぶ
必
要
性
は
高
く
、
そ
れ
を
企
業
な
ど
組
織
は
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
」

世
代
に
よ
る

世
代
に
よ
る

「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」の
違
い

「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」の
違
い

私
は
企
業
の
人
材
育
成
支
援
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま

す
。
特
に
２
０
２
２
年
は
、
多
く
の
企
業
か
ら
「
キ
ャ

リ
ア
研
修
」
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
述
の

通
り
、「
社
会
が
変
化
し
て
い
る
な
か
で
、
自
社
の
業

総 論総 論

ト
レ
ノ
ケ
ー
ト
株
式
会
社
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

田た

中な
か

淳じ
ゅ
ん

子こ

い
ま「
学
び
直
し
」が
必
要
な
理
由
と
は

※1　経済産業省「ＤＸリテラシー標準 ver.1.0」https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/DX_Literacy_standard_ver1.pdf
※2　経済産業省「未来人材ビジョン」https://www.meti.go.jp/press/2022/05/20220531001/20220531001-1.pdf
※3　厚生労働省「職場における学び・学び直し促進ガイドライン」https://www.mhlw.go.jp/content/11801000/ 000957888.pdf
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務
も
変
化
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。従
業
員
に
は
、

そ
の
変
化
に
堪
え
う
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
変
化
を
つ

く
り
出
そ
う
と
す
る
人
材
で
い
て
ほ
し
い
。
会
社
の
指

示
に
従
っ
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
学
び
、
成
長

し
続
け
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
起
こ
り
う
る
変

化
に
備
え
て
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
た
め
に

も
、
ま
ず
は
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
在
り
方
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

「
学
び
・
学
び
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
な
か
に
は
、

こ
う
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。

「
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
多
様
化
も
進
ん
で
く
る
。

能
力
・ 

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
た
め
に
必
要
な
学
び
・

学
び
直
し
の
内
容
も
個
々
に
異
な
る
も
の
と
な
り
う
る

こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
学
び・学
び
直
し
に
お
い
て
は
、

自
律
的・主
体
的
な
取
組
が
益
々
重
要
と
な
る
。」（
同・

3
頁
）

「
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
し
を
行
い
、
自
社
に
お
け
る
自

身
の
あ
る
べ
き
姿
・
あ
り
た
い
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
今

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
、
経
験
か
ら
得
た
こ
と

や
活
か
せ
る
能
力
・
強
み
な
ど
を
整
理
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
労
働
者
自
身
が
今
後
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を

歩
み
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
向
で
何
を

学
ぶ
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」（
同
・

10
頁
）

学
ぶ
こ
と
、
学
び
直
す
こ
と
と
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
は
セ
ッ
ト
で
重
要
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
特
に
、
ミ

ド
ル
や
シ
ニ
ア
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
経
験
が
長

い
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
活
か

す
か
と
い
う
観
点
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
し
の
効
果
が
一
層
期
待
で
き
る
。」

（
同
・
10
〜
11
頁
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
い

う
キ
ャ
リ
ア
研
修
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
研
修

で
出
会
っ
た
方
た
ち
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
率
直

に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
20
ー
30
代
は
、
学
生

時
代
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
」
に
つ
い
て
学
ん
で
き
て
い
ま

す
し
、
失
わ
れ
た
30
年
※4
の
な
か
で
成
長
し
て
き
た
こ

と
も
あ
っ
て
、「
会
社
依
存
」
の
気
持
ち
は
ほ
と
ん
ど

見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
職
の
意
思
の
有
無
は
個
々
に

異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
た
だ
、「
い
つ
ま
で
も
同
じ
会

社
に
い
ら
れ
る
と
も
、
自
分
の
力
が
通
用
す
る
と
も
思

え
な
い
。
そ
も
そ
も
50
年
以
上
も
働
く
こ
と
に
な
る
現

代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
能
力
開
発
を
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
常
に
模
索
し
て
い
る
と
い
う
印
象
で

し
た
。

一
方
、40
ー
50
代
以
上
の
ミ
ド
ル・シ
ニ
ア
層
に
な
っ

て
く
る
と
、
少
し
会
話
の
内
容
が
変
化
し
て
き
ま
す
。

「
会
社
の
仕
事
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
と
い
う

実
感
は
あ
る
。
だ
か
ら
、『
い
ま
の
自
分
の
持
つ
能
力

だ
け
で
今
後
も
大
丈
夫
か
？
』
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
不

安
だ
。
5
年
後
、
10
年
後
ま
で
い
ま
の
ま
ま
で
よ
い
わ

け
は
な
い
だ
ろ
う
、と
い
う
こ
と
は
何
と
な
く
わ
か
る
。

し
か
し
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

こ
う
話
す
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
が
、
そ
れ
で
は
、
こ

れ
ま
で
ま
っ
た
く
学
ば
な
か
っ
た
の
か
？
と
い
え
ば
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
発
言
か
ら
も

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
、
会
社
が
や
る
と
い
っ
た
業
務
、
仕
事

に
合
わ
せ
て
、
勉
強
し
て
き
た
。
会
社
の
指
示
に
合
わ

せ
て
、
担
当
す
る
業
務
に
沿
っ
て
懸
命
に
勉
強
し
て
き

た
。
そ
れ
で
評
価
も
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
そ
う
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
た
し
か
に
そ
う

だ
ろ
う
。
会
社
だ
っ
て
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
か
、
こ

れ
を
学
べ
ば
よ
い
、
と
明
示
で
き
な
い
こ
と
も
想
像
は

で
き
る
。
し
か
し
、
で
は
、
い
ま
、
何
を
学
べ
ば
よ
い

か
を
考
え
る
と
、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
」

つ
ま
り
、「
会
社
の
業
務
」
に
特
化
し
た
学
び
は
し

て
き
た
が
、
そ
れ
が
他
社
で
も
通
用
す
る
か
と
問
わ
れ

れ
ば
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
で
も
、
他
社
で

も
通
用
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る

で
あ
ろ
う
変
化
に
堪
え
う
る
た
め
に
、「
何
を
ど
う
学

ぶ
か
、
ど
こ
か
ら
着
手
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
途
方
に
暮
れ
る
人
が
多
い
の
で
す
。

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
が
苦
手
な

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
が
苦
手
な

「「W
ILL, CAN

, M
U

ST
W

ILL, CAN
, M

U
ST

」
の
明
確
化

」
の
明
確
化

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

明
確
に
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
す
。
何
を
ど
う
学

ぶ
か
以
前
に
、「
自
分
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、
何
が

し
た
い
の
か
」（W

ILL

）、「
い
ま
、
何
が
で
き
る
の
か
、

得
意
な
の
か
」（C

A
N

）、「
何
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の

か
」（M

U
ST

）と
い
っ
た
、キ
ャ
リ
ア
で
い
う「W

ILL, 
CAN

, M
U

ST

」を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
※4　失われた30年……30年間の経済低迷を表す言葉。日本においては平成時代があたるとされる

2022.12 8



特集 いまだからこそ「学び直す」

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
は
こ
れ
が
苦
手
で
す
。

「W
ILL

（
あ
り
た
い
姿
、
や
り
た
い
こ
と
）
は
何

で
す
か
？
」
と
問
う
と
、
何
分
も
黙
り
込
ん
で
し
ま

う
人
、
口
に
し
た
も
の
が
、「
自
分
のW

ILL

」
で
は

な
く
、「
会
社
のW

ILL

」
で
あ
る
人
な
ど
、「
自
分

自
身
のW

ILL

」
が
明
確
に
言
語
化
で
き
な
い
人
も

大
勢
い
ま
す
。

「
学
び
・
学
び
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
、
こ
の

よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

「
労
働
者
本
人
の
や
り
た
い
こ
と
・
あ
り
た
い
姿

（W
ILL

）、
で
き
る
こ
と
・
得
意
な
こ
と
（C

A
N

）、

や
る
べ
き
こ
と
・
周
囲
か
ら
の
期
待
（M

U
ST

）
の
三

者
が
重
な
り
合
う
状
態
が
、理
想
的
な
状
態
と
さ
れ
る
。

こ
の
３
点
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
確
認
・
改
善
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
の

棚
卸
し
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。」（「
学
び
・
学
び

直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 10
頁
）

今
後
、
変
化
の
波
に
乗
れ
る
よ
う
な
人
材
で
あ
ろ
う

と
し
た
と
き
、
自
分
が
何
を
学
ぶ
か
、
何
を
学
び
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
る
以
前
に
、「
そ
も
そ

も
、
自
分
は
ど
う
い
う
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
き
た
い

の
か
」、
を
考
え
、
言
語
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ミ
ド
ル
や
シ
ニ
ア
に
な
る
と
、
な
ん
と
な
く
、「
こ

の
ま
ま
で
逃
げ
切
ろ
う
」
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ま
、
45
歳
だ
と
す
れ
ば
70
歳

ま
で
四
半
世
紀
、55
歳
だ
と
し
て
も
15
年
は
あ
り
ま
す
。

い
ま
の
能
力
の
ま
ま
、
最
後
ま
で
走
り
切
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
2
年
だ
け
で
も

実
感
し
た
は
ず
で
す
。

２
０
２
０
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
導
入
さ
れ
、
各

社
で
広
ま
っ
た
な
か
で
、
２
０
２
２
年
に
な
っ
て
も
、

「
画
面
共
有
は
ど
う
や
る
の
？
」
と
聴
い
て
い
る
シ
ニ

ア
が
い
た
ら
、
周
囲
は
助
け
て
は
く
れ
る
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、「
い
い
加
減
に
学
ん
で
覚
え
よ
う
よ
」
と
、
思

う
は
ず
で
す
。

い
つ
ま
で
も
覚
え
な
い
と
い
う
の
は
、
年
齢
に
よ
る

記
憶
力
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
真
剣
に
覚
え
よ
う

と
し
て
い
な
い
と
い
う
態
度
の
表
れ
に
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。若
い
方
た
ち
も
仕
事
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

覚
え
れ
ば
す
む
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
何
度
も
時
間
を

取
ら
せ
る
の
は
酷
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
職
場
に
は
起
こ
り

ま
す
。
そ
こ
か
ら
逃
げ
て
い
て
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
そ
れ

に
慣
れ
親
し
み
、
そ
の
新
し
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
使
っ

て
変
化
し
て
い
く
仕
事
に
余
裕
を
も
っ
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
だ
っ
て
楽
し
い
は
ず
で
す
。

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
と

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
と

会
社
の
方
向
性
の
す
り
合
わ
せ
を

会
社
の
方
向
性
の
す
り
合
わ
せ
を

経
営
者
や
人
事
な
ど
組
織
を
運
営
す
る
立
場
の
方
に

も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
※5
」
で
す
。

経
営
者
自
身
が
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
あ
る
い
は
、

学
び
直
し
を
し
て
い
る
姿
勢
を
示
す
。
そ
の
こ
と
を
社

員
に
も
伝
え
る
。
社
内
報
な
ど
で
、
経
営
者
が
学
ん
だ

※5　隗より始めよ……「何かを始めるには、自ら率先してやらなければならない」の意

こ
と
を
語
っ
て
い
る
姿
を
配
信
す
る
だ
け
で
も
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
強
化
の
た
め
人
事
や
人
材
育

成
担
当
に
、
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

資
格
を
取
得
さ
せ
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
室
の
よ
う
な

場
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
際
の
伴
走
者
と
し
て
社
内
に

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
る
と
わ
か
れ
ば
、
社

員
は
い
つ
で
も
気
軽
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
話

し
、
考
え
を
整
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。経

営
者
は
、
個
々
が
キ
ャ
リ
ア
を
自
分
で
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
、
個
々
が
考
え
た
キ
ャ
リ
ア
と
会
社
が
目

ざ
す
方
向
性
を
す
り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

理
解
し
て
、
時
間
的
、
経
済
的
な
支
援
を
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
9
月
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
「
令

和
４
年
版
労
働
経
済
の
分
析
」（
労
働
経
済
白
書
）で
は
、

「
労
働
者
が
自
己
啓
発
を
行
う
上
で
感
じ
て
い
る
課
題

（
正
社
員
）」に
以
下
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す（
図
表
１
）。

・
仕
事
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な
い

・
家
事
・
育
児
が
忙
し
く
て
自
己
啓
発
の
余
裕
が
な
い

・
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る

・
自
分
の
目
指
す
べ
き
キ
ャ
リ
ア
が
わ
か
ら
な
い

・�

ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
自
分
の
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
に

適
切
な
の
か
わ
か
ら
な
い

こ
れ
ら
は
、
社
内
で
気
軽
に
対
話
の
相
手
に
な
っ
て

く
れ
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
る
こ
と
で
カ
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バ
ー
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
時
間
的
、
経
済
的

支
援
を
組
織
と
し
て
行
う
こ
と
で
解
消
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

実
際
、
図
表
2
の
よ
う
に
、
支
援
を
行
う
ほ
う
が
自

己
啓
発
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

時
間
と
お
金
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、そ
し
て
、

社
員
の
学
び
直
し
が
企
業
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で

あ
れ
ば
、
早
急
に
支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。以

前
、あ
る
企
業
の
部
長
が
こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
人
は
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
と
き
に
も
っ

と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
し
、
実
力
も
発
揮
で

き
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
能
力
開
発
に
も
労
を
惜
し

ま
な
い
は
ず
。
だ
か
ら
、
ま
ず
、
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
事
。

会
社
が
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
す
る
こ
と
に
は
、
そ
う
い
う

ね
ら
い
が
あ
る
の
で
す
」

こ
れ
は
若
手
だ
け
で
な
く
、
ミ
ド
ル
や
シ
ニ
ア
に
も

通
じ
る
話
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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図表１　労働者が自己啓発を行う上で感じている課題（正社員）

図表２　事業所における各種支援の実施状況別労働者の自己啓発を実施した割合（正社員）

出典：厚生労働省「令和４年版 労働経済の分析」

出典：厚生労働省「令和４年版 労働経済の分析」
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特集 いまだからこそ「学び直す」

学
び
直
し
の
必
要
性

学
び
直
し
の
必
要
性

中
高
年
の
学
び
直
し
に
関
し
て
は
、
ミ
ド
ル
層
と
シ

ニ
ア
層
は
、
企
業
に
お
け
る
状
況
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
共
通
の
こ
と
と
、
分
け
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
書

き
分
け
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

■
ミ
ド
ル
層
の
企
業
内
で
の
状
況

①
こ
れ
ま
で
の
ミ
ド
ル
層

ミ
ド
ル
層
と
い
う
の
は
、
通
常
は
あ
る
程
度
の
経
験

を
積
み
、
肩
書
き
も
つ
い
て
「
会
社
の
中
堅
=
働
き
盛

り
」
と
し
て
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
し
て
い
く
時
期
で
す
。

20
代
を
経
て
、
脂
の
乗
っ
た
状
態
で
思
う
存
分
仕
事

に
専
念
す
る
、
も
っ
と
も
忙
し
い
時
期
で
あ
る
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
を
「
順じ

ゅ
ん

風ぷ
う

満ま
ん

帆ぱ
ん

、
右
肩

上
が
り
に
ス
キ
ル
も
ア
ッ
プ
し
て
処
遇
も
ど
ん
ど
ん
よ

く
な
る
⋮
⋮
」
と
い
っ
た
、
一
様
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら

え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で

の
会
社
の
あ
り
方
で
は
、こ
の
ミ
ド
ル
層
の
時
期
に「
幹

部
層
へ
の
昇
進
・
昇
格
」
に
つ
い
て
大
概
の
決
着
が
つ

い
て
し
ま
う
と
い
う
、
出
世
競
争
の
分ぶ

ん

水す
い

嶺れ
い

の
時
期
だ

か
ら
で
す
。

ま
た
、ミ
ド
ル
層
の
キ
ャ
リ
ア
は
、こ
れ
ま
で
は
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
や
地
位
、
報
酬
と
い
っ
た
処
遇
に
よ
っ
て

「
自
然
に
」
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

目
先
の
仕
事
を
こ
な
し
、
昇
進
・
昇
格
を
目
ざ
す
た
め

に
ス
キ
ル
を
磨
く
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
自
分
自
身
の
「
キ
ャ
リ
ア
」
を
固
め
て
い
く
、
あ

る
い
は
キ
ャ
リ
ア
を
変
え
て
い
く
と
い
っ
た
、「
キ
ャ

リ
ア
」
に
関
す
る
意
識
は
転
職
希
望
者
を
除
い
て
は
薄

か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

②
こ
れ
か
ら
の
ミ
ド
ル
層

し
か
し
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
る
変
化

の
時
代
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
ミ
ド

ル
層
の
社
員
も
意
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
で
し
ょ
う
。
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
慣
行
と
い
っ
た

昭
和
の
日
本
企
業
の
躍
進
を
支
え
た
企
業
内
の
形
が
、

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
今
後
こ
の
傾
向

は
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
て
い
く
か
ら
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、ヤ
ン
グ
↓
ミ
ド
ル
↓
シ
ニ
ア
と
い
う
、

業
務
の
経
験
年
数
に
応
じ
た
発
展
段
階
の
イ
メ
ー
ジ

や
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
企
業
内
の
人
財
育
成
、
登
用
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
分

水
嶺
を
勝
ち
抜
き
、
会
社
の
幹
部
層
へ
の
道
が
見
え
て

き
た
よ
う
な
ミ
ド
ル
層
で
さ
え
、
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し

て
社
長
就
任
が
「
ゴ
ー
ル
」
で
あ
る
よ
う
な
、「
マ
ラ

ソ
ン
の
よ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
」
に
代

わ
っ
て
、
企
業
の
幹
部
登
用
に
つ
い
て
も
社
外
か
ら
の

登
用
も
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
も
そ
も
転
職
と

い
う
も
の
自
体
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

労
働
移
動
が
進
ん
で
い
く
時
代
は
、
ど
の
よ
う
な
会

社
の
状
況
、
自
分
の
処
遇
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
シ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
ミ
ド
ル
も
、
そ
し
て
も
っ

と
い
う
と
、
だ
れ
も
が
常
に
学
び
続
け
る
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

エルダー11

解説 1解説 1

株
式
会
社
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
研
究
所
共
同
代
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主
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研
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員　

小こ

寺て
ら

昇し
ょ
う

二じ

企
業
に
求
め
ら
れ
る「
学
び
直
し
」と

中
高
年
人
財
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
取
組
み



■
シ
ニ
ア
層
の
企
業
内
で
の
状
況

①
こ
れ
ま
で
の
シ
ニ
ア
層

こ
れ
ま
で
は
、
ミ
ド
ル
層
が
会
社
の
出
世
競
争
の
分

水
嶺
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
シ
ニ
ア
層
は
、
そ
の
決
着
が

す
で
に
つ
い
て
し
ま
い
、
一
部
の
幹
部
層
以
外
は
、
専

門
職
な
ど
で
会
社
や
職
場
で
居
場
所
を
確
保
し
て
い
く

人
と
、
会
社
に
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
な
形
で
定
年
を
迎
え

る
人
に
分
か
れ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
有
り
様
で
し

た
。そ

れ
は
、
社
内
に
波
風
を
立
て
ず
に
新
陳
代
謝
を
進

め
て
い
く
非
常
に
賢
い
合
理
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
も
い

え
ま
し
ょ
う
し
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い
わ
れ
よ
う

と
も
、
何
と
か
企
業
収
益
を
確
保
し
て
き
て
、
そ
う
し

た
余
裕
が
企
業
側
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。そ

の
結
果
と
し
て
「
働
か
な
い
中
高
年
社
員
問
題
」

が
話
題
と
な
り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
と
も

な
っ
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
済
ま
な
い
」、「
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
気
運
が
、
も
ち
ろ
ん
企
業

ご
と
に
濃
淡
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
い
ま
、
出
現
し

始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

役
職
定
年
制
と
い
う
も
の
が
広
く
普
及
す
る
現
在
の

日
本
企
業
で
は
、
肩
書
き
だ
け
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
層
自
身

も
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
か
け
声
に
動
か
さ
れ

る
よ
う
に
、
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
く
、
ま
さ
に
い
ま
の

状
況
は
そ
う
し
た
過
渡
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
層

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
層
に
対
し
て
企
業
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
人
的
資
本
」
と
い
う
考
え
方
で
向
き
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
で
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
持
つ
正
に
貴
重
な
「
人
的
資
本
」
で
あ
る
シ
ニ
ア
層

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
社
会

に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
も
、
単
に
過
去
の
成
功
体
験
や
ス
キ
ル
を
そ
の

ま
ま
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学
び
直
し
」

に
よ
り
、「
V
Uブ

Cー

Aカ

の
時
代
」※1
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

変
化
の
激
し
い
時
代
に
も
適
応
し
た
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
に
貢
献
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
抜
く
本

人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

学
び
直
し
に
取
り
組
み
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
を
活
性

化
す
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
「
一
挙
両
得
」
の

も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
で
す
。

こ
れ
ま
で「
学
び
直
し
」が
進
ん
で

こ
れ
ま
で「
学
び
直
し
」が
進
ん
で

こ
な
か
っ
た
理
由
と
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
方
法

こ
な
か
っ
た
理
由
と
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
方
法

■�

企
業
主
導
の
学
び
直
し
が
根
づ
か
な
か
っ
た�

基
本
構
造

学
び
直
し
が
企
業
に
と
っ
て
も
社
会
全
体
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
は
自

明
の
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
学
び
直
し
」
は
、

ま
だ
ま
だ
端た

ん

緒し
ょ

に
つ
い
た
段
階
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

で
し
ょ
う
。
学
び
直
し
と
い
う
も
の
が
本
来
的
に
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ

る
の
に
、実
際
に「
行
動
」を
起
こ
し
て
い
る
シ
ニ
ア
は
、

ま
だ
少
数
派
が
現
状
で
す
。「
定
年
直
前
・
直
後
に
慌
て

て
、
次
の
こ
と
を
考
え
る
」
と
い
っ
た
人
々
の
方
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
な
ぜ
、
い
ま
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
が
主
体
的

に
学
び
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
多
く
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
の
前
の
時
代
を
知
っ
て
い
る
世
代
、
す
な
わ
ち
企
業

と
社
員
が
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
て
成
長
の
階
段
を
駆

け
上
が
っ
て
い
く
喜
び
を
知
っ
て
い
る
世
代
で
す
。

「
会
社
」
と
い
う
も
の
が
生
活
の
な
か
で
大
き
な
位
置

を
占
め
、
と
も
す
る
と
「
会
社
に
つ
い
て
い
け
ば
何
と

か
な
る
」
と
い
う
期
待
が
ま
だ
心
に
刻
印
さ
れ
て
い
る

世
代
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
を
こ
れ
ま

で
の「
企
業
が
主
語
」の
み
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
社

員
自
ら
が
主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
図
る
」
こ
と
で
、
自
分
の
能
力
、
可
能
性
に
向
き

合
い
、
仕
事
や
会
社
に
改
め
て
向
き
合
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
は
「
社
員
」

と
「
会
社
」
が
協
力
し
て
、
学
び
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
企
業
、
社
員
双
方
の
意
識
改
革
の
必
要
性

①
社
員
の
意
識
改
革

前
述
の
よ
う
に
、
企
業
が
学
び
直
し
を
推
進
し
て
も
、

学
ぶ
当
事
者
は
社
員
な
の
で
す
か
ら
、
社
員
自
ら
が
そ
※1　�VUCAの時代……Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の頭文字を組み合わせたもので、「将来の

予測が困難で不確実性の高い時代」をあらわす言葉
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特集 いまだからこそ「学び直す」

の
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
、
会
社
に
長
年
ぶ
ら
下
が
っ
て
き
た
社
員
が
、
意
識

を
変
え
、
多
大
な
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
う
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
も
支
援
し
つ
つ
、社
員
自
ら
が
「
定
年
後
の
キ
ャ

リ
ア
」
あ
る
い
は
「
転
職
」
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
視
野

に
入
れ
、
社
員
が
「
意
識
的
に
」
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
う
し
た
仕
組
み
が
重
要
な

の
で
す
。

②
企
業
の
意
識
改
革

学
び
直
し
に
つ
い
て
、
企
業
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

・�

社
員
の
学
び
直
し
は
、
「
会
社
の
利
益
に
つ
な
が
る

も
の
」
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
時
代
の
現
在
、
貴
重

な
「
人
的
資
本
」
で
あ
る
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
学

び
直
し
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

・�

し
か
し
な
が
ら
、
社
員
の
自
発
的
な
学
び
直
し
の
多

く
は
、
企
業
が
コ
ス
ト
を
か
け
、
具
体
的
な
取
組
み

を
提
示
す
る
努
力
を
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。

・�

学
び
直
し
を
は
じ
め
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
を
企
業
が
親
身
に
な
っ
て
支
援

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
会
社

へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
向
上
し
、
職
場
の
雰
囲

気
も
改
善
、
若
い
人
た
ち
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
も

向
上
す
る
。

・�

企
業
の
支
援
に
よ
る
学
び
直
し
に
よ
っ
て
、
他
社
へ

の
転
職
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
よ
い
会
社

で
あ
れ
ば
、
逆
に
、
他
社
か
ら
同
じ
く
優
秀
な
人
財

を
採
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

企
業
支
援
こ
そ
が

企
業
支
援
こ
そ
が

学
び
直
し
進
展
の
ポ
イ
ン
ト

学
び
直
し
進
展
の
ポ
イ
ン
ト

■
企
業
支
援
の
考
え
方

そ
も
そ
も
日
本
企
業
が
社
員
の
人
財
育
成
に
か
け
る

費
用
が
、
ほ
か
の
先
進
国
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
い
こ

と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

O
J
T
中
心
に
行
っ
て
き
た
た
め
、
い
ま
と
は
違
う
業

務
、
領
域
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
乏
し
く
、

そ
の
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
後
れ
の
原
因
の
一
つ

に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
O
J
T
や
個
々
の
社
員
の
努
力
に
依

存
し
す
ぎ
ず
、
学
び
直
し
を
含
め
た
研
修
な
ど
に
も
お

金
を
振
り
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
社
員

を
「
人
的
資
本
」
と
と
ら
え
直
し
、
人
財
育
成
を
コ
ス

ト
で
は
な
く
、「
投
資
」
と
み
な
す
こ
と
で
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
業
務
時
間
中
の
支
援
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
外
の
「
自
己
啓
発
」
と
く
く
ら
れ
る
範
囲
に

お
い
て
も
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

へ
の
支
援
を
企
業
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
（
図
表
）。

■
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
学
び
直
し
の
方
法

企
業
に
よ
る
支
援
が
契
機
と
な
っ
て
、
社
員
が
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
学
び
直
し
に
目
覚
め
、
具
体
的
な
企
業
の

支
援
に
よ
っ
て
学
び
直
し
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
、
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
よ
り
具
体
的

に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、筆
者
は
、「
学
び
直
し
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い

る
「
ス
キ
ル
」（
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
）
だ
け
で
は
な

く
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」（
行
動
特
性
）
も
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
い
う

行
動
特
性
は
、
そ
の
人
の
能
力
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
強
化
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図表　キャリア・能力の向上において今後企業で強化すべき三つの項目

※ 筆者作成

スキルアップ コンピテンシー向上

キャリアカウンセリング
の実施



さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
（
以
下
の
プ
ロ
セ
ス
は
主
に

ス
キ
ル
が
中
心
で
す
）。

①
ミ
ド
ル・シ
ニ
ア
層
の
意
識
改
革
を
う
な
が
し
、「
キ
ャ

リ
ア
の
棚
卸
」
の
手
法
を
学
ぶ
研
修
な
ど
の
実
施

②
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
人
事
面

談
の
な
か
に
組
み
込
む
（
「
1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
な
ど
の
一
環
）

③
社
員
自
ら
が
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
学
び
直
し
を
主
体

的
に
実
行
し
て
い
く
支
援
制
度
の
創
設

支
援
策
の
具
体
例
と
し
て
は
、

・
社
外
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
導
入
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
受
講
制
度
の
創
設

・
S
N
S
、
プ
ロ
ボ
ノ
※2
、
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
社
外
勉
強
会
な
ど
に
よ
っ
て
社
外
と
の

交
流
を
深
め
て
い
る
好
事
例
の
紹
介
、
費
用
の
一

部
支
援

・
社
会
人
大
学
院
、
通
信
講
座
の
受
講
に
関
す
る
費

用
補
助
、時
間
確
保
な
ど
の
支
援
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
無
料
講
座
（
M
O
O
C
※3
）
な
ど
の
紹
介

・
資
格
取
得
ほ
か
、
自
己
啓
発
学
習
へ
の
補
助

・
副
業
従
事
の
奨
励
、
時
間
確
保
な
ど
の
支
援

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
企

業
に
よ
る
取
組
み
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
と
い
う
局
面
で
す
。

「
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
学
び
直
し
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
企
業
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ド
ル
・
シ

ニ
ア
層
が
活
性
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
場
も
活
性
化

し
、社
員
の
会
社
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
ま
る
」、

「
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
が
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
意
識
を
変

え
、
主
体
的
に
学
び
直
し
を
行
う
こ
と
は
十
分
可
能
」

と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
懐
疑
的
な
方
々
も
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

「
そ
も
そ
も
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
な
ん
て
、
扱
い
が

む
ず
か
し
く
て
、
学
び
直
し
な
ん
て
﹃
夢
の
ま
た
夢
﹄、

無
理
な
こ
と
に
お
金
を
か
け
て
も
意
味
が
な
い
」
と
感

じ
る
方
々
の
気
持
ち
も
、
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

た
だ
、
筆
者
は
、「
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
、
学
び
直
し
は
十
分
可
能
で
あ
る
」
と
考
え
ま

す
。な

ぜ
な
ら
、
筆
者
自
身
が
、
45
歳
と
い
う
ミ
ド
ル
世

代
の
真
っ
只
中
で
最
初
の
転
職
を
経
験
し
、
計
10
回
の

転
職
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
し
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
い
き
、
そ
の
成
果
と
し
て
公
募
で
「
大

学
教
授
」
に
な
る
こ
と
も
で
き
、
い
ま
は
人
財
育
成
や

経
営
改
革
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
フ
に
お
け
る
成
功
・
失
敗
と
い
っ
た
こ
と
は
さ
て

お
き
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
時
期
の
20
年
以
上
の
間
学
び

続
け
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

筆
者
が
特
別
な
才
能
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
45
歳
ま
で
は
目
先
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て

い
て
真
剣
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
、
平
凡
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な
筆
者
で
も
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
時
代
、
常

に
「
学
び
続
け
て
」
来
ら
れ
た
の
で
す
し
、
い
ま
も
学

ぶ
こ
と
を
止
め
て
い
な
い
つ
も
り
で
す
。
40
代
半
ば
の

意
識
改
革
が
あ
っ
て
、
い
ま
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
痛

感
し
ま
す
。

本
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、

企
業
経
営
者
、
人
材
育
成
担
当
者
の
方
々
に
は
声
を
大

に
し
て
再
び
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
は
み
ん
な
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ
け

ば
、
自
然
と
学
び
続
け
る
よ
う
に
な
る
の
だ
」
と
。

筆
者
の
言
葉
が
信
じ
ら
れ
な
い
方
々
に
対
し
て
は
、

日
本
中
ど
こ
に
で
も
飛
ん
で
い
っ
て
筆
者
の
具
体
的
な

経
験
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

と
し
て
の
価
値
、
可
能
性
に
気
づ
き
、
行
動
を
起
こ
し

て
自
ら
の
価
値
を
上
げ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
が

栄
え
、
日
本
全
体
が
栄
え
る
、
そ
ん
な
未
来
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

※2　プロボノ……職業上持っている知識やスキルを活かして行うボランティア活動のこと
※3　MOOC……Massive�Open�Online�Course の略で、オンラインを通じて教育機関が提供する講座を受講できる仕組みのこと
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解説 2解説 2

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

坂さ
か

本も
と

直な
お

紀き

は
じ
め
に

は
じ
め
に

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
~
２
０

２
０
年
に
「
今
後
の
人
材
開
発
政
策
の
在
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」
を
開
催
し
、
２
０
２
０
年
10
月
に
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
報
告
書
で
は
、Socie

ty
5.0

※1
の
実
現
に
向
け
、
第
４
次
産
業
革
命

（
I
o
T
、
セ
ン
シ
ン
グ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
A
I
、
ロ

ボ
ッ
ト
等
）
に
と
も
な
う
技
術
革
新
の
進
展
な
ど
に
対

応
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
活
用
可
能
な
人
材
育
成

の
重
要
性
と
と
も
に
、「
労
働
者
は
、
自
身
の
職
業
能

力
開
発
の
必
要
性
を
継
続
的
に
意
識
し
な
が
ら
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
10
月
の
臨
時
国
会
で
、
岸
田
文
雄
首
相

は
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
、
成
長
分
野
に
移
動

す
る
た
め
の
学
び
直
し
へ
の
支
援
策
の
整
備
や
、
年
功

制
の
職
能
給
か
ら
、
日
本
に
合
っ
た
職
務
給
へ
の
移
行

な
ど
、
企
業
間
、
産
業
間
で
の
労
働
移
動
円
滑
化
に
向

け
た
指
針
を
、
来
年
６
月
ま
で
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。　

特
に
、
個
人
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
対
す
る
公
的
支
援
に

つ
い
て
は
、
人
へ
の
投
資
策
を
、﹃
５
年
間
で
１
兆
円
﹄

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
拡
充
し
ま
す
。」

こ
の
よ
う
に
政
府
も
学
び
直
し
に
注
力
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
、
学
び
直
し
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
業
員
の
「
学
び
直
し
」
を
企

業
が
支
援
す
る
う
え
で
有
効
な
取
組
み
を
導
入
す
る

た
め
の
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

国
に
お
け
る
支
援
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
①

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
①

学
び
直
し
の
た
め
の
休
暇
制
度

学
び
直
し
の
た
め
の
休
暇
制
度

自
社
の
従
業
員
が
積
極
的
に
学
び
直
し
を
進
め
る
う

え
で
は
、
会
社
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
学
び
直
し
を
自

主
的
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

休
暇
に
は
、年
次
有
給
休
暇
な
ど
の
「
法
定
の
休
暇
」

と
会
社
が
独
自
に
付
与
す
る
「
法
定
外
の
特
別
休
暇
」

が
あ
り
ま
す
。

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
原
則
と
し
て
、
労
働
基
準
法
に

よ
り
、
年
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る

労
働
者
に
対
し
て
、
付
与
日
数
の
う
ち
年
５
日
の
時
季

指
定
義
務
※2
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
は
、
こ
の
時
季
指
定
義
務
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
年
次
有
給
休
暇
は
、
勤
続
年
数
が
長

い
社
員
に
は
法
定
に
お
い
て
最
大
で
年
20
日
が
付
与
さ

れ
ま
す
。
高
齢
従
業
員
の
な
か
に
は
、
年
20
日
の
有
給

休
暇
が
付
与
さ
れ
て
い
て
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
学
び
直
し
の
実
効
性
を
高
め

る
う
え
で
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
う
な
が
し
て

い
く
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
法
定
外
の
特
別
休
暇
の
活
用
を
推
奨
し
、
学

び
直
し
の
機
会
を
増
や
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
法
定
外
の
特
別
休
暇
で
す
が
、
年
次
有
給
休
暇

従
業
員
の﹁
学
び
直
し
﹂を
支
援
す
る

※1　Society 5.0……仮想空間と現実を融合したシステムにより経済発展と社会課題の解決を図る新たな未来社会のこと
※2　時季指定義務…… 年次有給休暇の日数のうち年5日について、使用者が時季を指定して取得させること。5日以上取得ずみの労働者に対しては、

使用者による時季指定は不要
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と
異
な
り
、
会
社
側
で
基
本
的
に
自
由
に
設
計
で
き
る

性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
、「
学
び
直
し
を
目
的
と
し

た
制
度
」
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
事
例
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
※3
。

●�
事
例
１　
従
業
員
の
資
格
取
得
を
後
押
し
す
る
休
暇　

［
高
齢
者
施
設
の
開
業・運
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
］

会
社
が
定
め
る
資
格
の
取
得
に
向
け
た
準
備
を
目
的

と
し
て
、
年
間
に
有
給
で
最
大
10
日
間
取
得
で
き
る
特

別
休
暇
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
１
年
目
に
不
合
格
と

な
り
、
２
年
目
以
降
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
合
で
も

特
別
休
暇
が
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、 

試
験
に
合
格
し
て
資
格
を
取
得
し
た
従
業
員

に
は
、
報
奨
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

休
暇
を
取
得
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
試
験
直 

前
期
が
多
い
状
況
で
す
。

●
事
例
２　
自
己
啓
発
休
暇
［
製
本
業
］

「
仕
事
の
質
を
あ
げ
る
た
め
に
、
研
修
や
学
習
の
機

会
が
ほ
し
い
」
と
い
う
社
員
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で

す
。
休
暇
取
得
日
数
の
制
限
は
、
自
己
啓
発
内
容
に
応

じ
て
社
内
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
人
間
的
能
力
を
高
め
、
創
造
力
や

実
行
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
投
資
の
休
暇
制

度
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

取
得
例
と
し
て
は
、
就
業
後
に
大
学
院
で
経
済
動
向

を
ふ
ま
え
た
労
働
環
境
と
社
会
制
度
の
研
究
を
し
て
い

た
従
業
員
が
、自
己
啓
発
休
暇
を
取
得
し
、ア
メ
リ
カ
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
労
働
お
よ
び
社
会
制
度
を
研
究

し
に
行
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
②

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
②

時
間
外
労
働
の
抑
制

時
間
外
労
働
の
抑
制

時
間
外
労
働
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
業
時
間

後
に
学
び
直
し
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
過
重
労
働
の
抑
制
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

時
間
外
労
働
を
削
減
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
は
、

次
の
内
容
を
進
め
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

①
ト
ッ
プ
の
方
針

ト
ッ
プ
が
、時
間
外
労
働
削
減
を
経
営
方
針
に
掲
げ
、

社
員
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ト
ッ
プ
が
会
社
の
方
針
と
し
て
、
遅
く
ま
で
残
っ
て

い
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
、
所
定
労
働
時
間
内
に
業

務
を
完
遂
す
る
社
員
を
評
価
す
る
旨
を
伝
え
ま
す
。

ま
た
、
方
針
に
は
、「
早
く
帰
宅
し
、
家
族
と
の
団
ら

ん
や
学
び
直
し
な
ど
の
時
間
に
あ
て
て
く
だ
さ
い
」と
し
、

学
び
直
し
に
つ
い
て
も
触
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
人
事
部

時
間
外
労
働
に
関
し
て
現
状
把
握
を
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
全
従
業
員
の
労
働
時
間
数
を
エ
ク
セ
ル
な
ど

の
ソ
フ
ト
で
集
計
し
、
現
在
ど
こ
に
問
題
が
生
じ
て
い

る
の
か
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。図
表
１・

２
は
、
問
題
部
署
お
よ
び
問
題
社
員
の
把
握
例
で
す
。

問
題
部
署
に
つ
い
て
は
、
時
間
外
労
働
が
多
い
部
署

に
焦
点
を
あ
て
て
、
い
か
に
そ
の
部
署
に
内
在
し
て
い

る
問
題
点
を
顕
在
化
し
て
時
間
外
労
働
を
削
減
す
る
か

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
落
と
し
て
、
時
間
外
労
働

削
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
特
定
の
社
員
に
仕

事
が
集
中
し
て
い
な
い
か
」
な
ど
の
確
認
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
是
正
を
図
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
意
外
な

社
員
が
長
時
間
労
働
し
て
い
る
な
ど
、
人
事
部
の
担
当

者
が
驚
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の

会
社
で
も
実
施
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
職
場

ト
ッ
プ
に
よ
る
時
間
外
労
働
削
減
の
方
針
に
基
づ

き
、
実
際
に
時
間
外
労
働
削
減
に
取
り
組
む
の
は
、各

職
場
に
な
り
ま
す
。

次
に
示
す
の
は
、
各
職
場
で
の
時
間
外
労
働
の
削
減

事
例
※4
で
す
。
ほ
か
の
業
種
で
も
応
用
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
例
1 

〔
食
料
品
製
造
業
〕

従
業
員
は
、残
業
を
行
う
場
合
に
、毎
日
事
前
に
「
時

間
外
労
働
申
請
書
」
を
管
理
職
に
提
出
。
管
理
職
は
、

残
業
内
容
を
確
認
し
、
残
業
を
し
て
で
も
実
施
す
る
必

要
の
あ
る
業
務
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
、
不
要

と
判
断
す
れ
ば
、
翌
日
に
回
す
よ
う
指
導
し
ま
す
。

こ
の
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
は
、「
残
業
申
請
理
由
」、「
残

業
予
定
時
間
」、「
残
業
内
容
」
な
ど
を
記
入
し
ま
す
。

管
理
職
は
、
申
請
書
が
あ
が
っ
て
き
た
機
会
を
と
ら
え

て
、
部
下
の
業
務
の
内
容
や
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
事
例
2 

〔
飲
食
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
）〕

店
長
業
務
の
よ
う
に
正
社
員
し
か
で
き
な
い
業
務
を
絞

り
込
む
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
に
可
能
な
か

※3　厚生労働省「働き方・休み方改善ポータルサイト　特別な休暇制度導入事例」https://work-holiday.mhlw.go.jp/
※4　厚生労働省「時間外労働削減の好事例集」https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/kinrou/120703_01.html
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ぎ
り
広
い
業
務
を
に
な
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
能
力
向
上

意
欲
を
高
め
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
に
な
う
作

業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
作
業
ご
と
の
習
熟
度
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
教
育
す
る
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
の
業
務
改
善
の

提
案
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
提
案
例
と
し
て
は
、
店

舗
の
在
庫
管
理
で
は
、
資
材
の
置
き
方
を
工
夫
し
て
、

一
目
で
在
庫
数
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
内
容

に
よ
っ
て
は
、
会
社
全
体
で
採
用
さ
れ
て
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
業
務
改
善
で
、
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
た
り
、
ミ
ス
が
減
り
、
探
し
物
や
片
づ
け
、
作

業
の
や
り
直
し
な
ど
の
余
計
な
手
間
を
削
減
し
、
労
働

時
間
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
③

実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
③

経
済
的
な
支
援

経
済
的
な
支
援

社
員
の
学
び
直
し
を
促
進
す
る
う
え
で
は
、
必
要
に

応
じ
て
経
済
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

「Society 5.0
時
代
を
切
り
拓
く
人
材
の
育
成
ー

企
業
と
働
き
手
の
成
長
に
向
け
て
ー
」（
一
般
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会
）
に
よ
る
と
、「
会
社
が
承
認
し

た
研
修
等
」
を
対
象
に
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る

企
業
（
55・2
％
、
２
０
２
社
）
の
う
ち
、
65・8
％
が
、

現
在
の
職
務
に
直
接
関
係
し
な
い
も
の
も
対
象
と
す
る

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
自
己
啓
発
を
支
援
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
施
さ
れ
て
い
る
支
援
例
と
し
て
は
、
大
規

模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
M
O
O
C
）
の
提
供
、
資

格
試
験
な
ど
の
受
験
料
補
助
、
社
外
研
修
や
通
信
教
育

の
受
講
費
補
助
、
書
籍
購
入
費
の
補
助
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
国
に
お
け
る
支
援
策
「
人
材
開
発
支
援
助
成
金
」

国
に
お
い
て
は
、
人
材
開
発
に
関
す
る
助
成
金
と
し

て「
人
材
開
発
支
援
助
成
金
」制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
労
働
者
に
対
し
て
訓
練
を

実
施
し
た
場
合
に
、
訓
練
経
費
や
訓
練
期
間
中
の
賃
金

の
一
部
等
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
最
近
で
は
、
人
材

開
発
支
援
助
成
金
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
要
件

の
変
更
や
提
出
書
類
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
岸
田
首
相
の
表
明
も
あ
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
こ
う
し
た
制
度
の
活
用
を
検
討
さ

れ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※5
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
助
成
金
の
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
１
）�

人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス 

（
２
０
２
２
年
4
月
1
日
新
設
）

次
の
五
つ
の
訓
練
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
訓
練
／
成
長
分
野
等
人
材
訓
練

高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
訓
練
や
、
大
学
※5　人材開発支援助成金  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html
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図表２　ある会社の社員の1カ月の時間外・休日労働（例） 図表１　ある会社の部署ごとの1カ月の時間外・休日労働（例）

※ 筆者作成 ※ 筆者作成
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�

図
表
３
は
、Ｉ
Ｔ
分
野
未
経
験
者
に
Ｉ
Ｔ
関
連
の
訓

練
を
行
っ
た
場
合
の
助
成
例
で
す
。

（
２
）
特
定
訓
練
コ
ー
ス

労
働
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
訓
練
、
若
年
者
に
対

す
る
訓
練
な
ど
、効
果
が
高
い
10
時
間
以
上
の
特
定
の

訓
練
や
、O
J
T
と
O
F
F
ー

J
T
を
効
果
的
に
組
み

合
わ
せ
た
訓
練
と
し
て
認
定
を
受
け
た
場
合
に
助
成
す

る
コ
ー
ス
で
す
。
活
用
事
例
は
図
表
４
の
通
り
で
す
。

（
３
）
一
般
訓
練
コ
ー
ス

職
務
に
関
連
し
た
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め

の
20
時
間
以
上
の
O
F
F
ー

J
T
訓
練
を
行
っ
た
場
合

（
特
定
訓
練
コ
ー
ス
に
該
当
す
る
も
の
以
外
）
に
支
給

さ
れ
る
助
成
コ
ー
ス
で
す
。
活
用
事
例
は
図
表
５
の
通

り
で
す
。

（
４
）
教
育
訓
練
休
暇
等
付
与
コ
ー
ス

３
年
間
に
５
日
以
上
の
取
得
が
可
能
な
有
給
の
教
育

訓
練
休
暇
を
導
入
し
、
適
用
し
た
事
業
主
に
助
成
（
制

度
導
入
に
対
し
て
30
万
円
支
給
）
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

（
５
）
特
別
育
成
訓
練
コ
ー
ス

正
社
員
経
験
の
少
な
い
パ
ー
ト
な
ど
の
有
期
契
約
労

働
者
等
の
正
社
員
転
換
ま
た
は
処
遇
改
善
を
目
的
と
し

て
、
事
業
主
が
、
有
期
契
約
労
働
者
に
対
し
、
計
画
に

沿
っ
て
訓
練
を
実
施
し
た
場
合
に
、
訓
練
経
費
や
訓
練

期
間
中
の
賃
金
の
一
部
等
を
助
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

■
教
育
訓
練
給
付
制
度

従
業
員
が
厚
生
労
働
大
臣
指
定
の
教
育
訓
練
を
修
了

し
た
際
、
教
育
訓
練
受
講
に
支
払
っ
た
費
用
の
一
部
を

従
業
員
に
支
給
す
る
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

院
で
の
訓
練
を
行
う
事
業
主
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

②
情
報
技
術
分
野（
I
T
分
野
）認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練

　
�

Ｉ
Ｔ
分
野
未
経
験
者
の
即
戦
力
化
の
た
め
の
訓
練
を 

実
施
す
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

③
定
額
制
訓
練

　

�

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
研
修
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る 

訓
練
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

④
自
発
的
職
業
能
力
開
発
訓
練

　

�

労
働
者
が
自
発
的
に
受
講
し
た
訓
練
費
用
を
負
担
す

る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

⑤
長
期
教
育
訓
練
休
暇
等
制
度

　

�

働
き
な
が
ら
訓
練
を
受
講
す
る
た
め
の
休
暇
制
度
や

短
時
間
勤
務
等
制
度
を
導
入
す
る
事
業
主
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。
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※ �厚生労働省「デジタル分野などの社員教育に人材開発支援助成
金をご活用ください」

助成内容
（中小企業
の場合）・
成果

●●助成率・額助成率・額
　経費助成：60％　　賃金助成：１時間あたり760円　経費助成：60％　　賃金助成：１時間あたり760円
　OJT実施助成：200,000円　OJT実施助成：200,000円
●●助成額（上記の訓練内容の場合の例）助成額（上記の訓練内容の場合の例）
　経費助成：450,000円（資格試験料を含む）　経費助成：450,000円（資格試験料を含む）
　賃金助成：608,000円　賃金助成：608,000円
　OJT実施助成：200,000円　OJT実施助成：200,000円
●●成果成果
　�IT未経験者にも、基本的な言語の習得や、実際に顧客か　�IT未経験者にも、基本的な言語の習得や、実際に顧客か
ら発注を受けたシステムの構築を、自社の従業員から丁ら発注を受けたシステムの構築を、自社の従業員から丁
寧にレクチャー。未経験者から一人前のSEに成長させる寧にレクチャー。未経験者から一人前のSEに成長させる
ことができた。高額で手が出せない資格も、助成金があことができた。高額で手が出せない資格も、助成金があ
ることで、取得させることができた。ることで、取得させることができた。

図表3　�「人材開発支援助成金 人への投資促進コース�
〈長期教育訓練休暇等制度〉」の助成例

株式会社A社（情報・通信技術業）

課題 IT未経験の従業員にも、ITの内容を覚えてもらい、即戦力
として働いてほしい

訓練

●●訓練コース プログラミング（１名）訓練コース プログラミング（１名）
●● ��訓練内容／スマート端末上の開発に必要なプログラミング言訓練内容／スマート端末上の開発に必要なプログラミング言
語の習得など、OJTで実際に発注を受けたシステムの構築。語の習得など、OJTで実際に発注を受けたシステムの構築。
　OFF-JT時間：800時間　OJT時間：200時間　OFF-JT時間：800時間　OJT時間：200時間
　訓練経費：70万円　訓練経費：70万円
●● ITSSレベル２に相当する資格試験の受験ITSSレベル２に相当する資格試験の受験
　訓練経費：５万円　訓練経費：５万円

※ �厚生労働省「人材開発支援助成金 （特定訓練コース・一般訓練
コース）のご案内（詳細版）」より筆者作成

助成内容・
成果

●●助成率・額助成率・額
　経費助成：45％　　賃金助成：１時間あたり760円　経費助成：45％　　賃金助成：１時間あたり760円
●●助成額（上記の訓練内容の場合の例）助成額（上記の訓練内容の場合の例）
　経費助成：16,200円　経費助成：16,200円
　賃金助成：13,600円　賃金助成：13,600円
●●成果成果
　�電気工事の仕事には、電気工事士の資格が必要となるた　�電気工事の仕事には、電気工事士の資格が必要となるた
め、講習を受講させることで即戦力となる人材の育成にめ、講習を受講させることで即戦力となる人材の育成に
役立った。役立った。

図表4  「人材開発支援助成金 特定訓練コース」の助成例
株式会社B社（電気工事業）

課題
新卒者は資格を有していないため、資格取得のための知
識・技能を習得させる必要があった。ベテラン社員の退職
により有資格者が少なくなり、即戦力が必要となった。

訓練

●●受講コース：第二種電気工事士研修受講コース：第二種電気工事士研修
●●訓練目標：第二種電気工事士資格取得訓練目標：第二種電気工事士資格取得
　外部訓練機関の受講料：36,000円　外部訓練機関の受講料：36,000円
　OFF-JT訓練時間：18時間　OFF-JT訓練時間：18時間

※ �厚生労働省「人材開発支援助成金 （特定訓練コース・一般訓練
コース）のご案内（詳細版）」より筆者作成

助成内容・
成果

●●助成率・額助成率・額
　経費助成：30％　　賃金助成：１時間あたり380円　経費助成：30％　　賃金助成：１時間あたり380円
●●助成額（上記の訓練内容の場合の例）助成額（上記の訓練内容の場合の例）
　経費助成：29,100円　経費助成：29,100円
　賃金助成：17,200円　賃金助成：17,200円
●●成果成果
　�訓練受講の支援を積極的に行うことで職員が資格を取得　�訓練受講の支援を積極的に行うことで職員が資格を取得
しやすくなり、それにともなって会社への愛着心も芽生しやすくなり、それにともなって会社への愛着心も芽生
えた。定着率が高くなり離職を防ぐことにつながった。えた。定着率が高くなり離職を防ぐことにつながった。

図表5  「人材開発支援助成金 一般訓練コース」の助成例
株式会社C社（福祉業）

課題

介護職員の離職を防止するため、段階ごとのスキルアップ
のための教育訓練を行う必要があった。人材不足や早期離
職を防止するための人材育成を図り、人材確保につなげて
いく必要があった。

訓練

●●受講コース：介護福祉士実務者研修受講コース：介護福祉士実務者研修
●●訓練目標：介護福祉士国家資格の受験訓練目標：介護福祉士国家資格の受験
　外部訓練機関の受講料：97,200円　外部訓練機関の受講料：97,200円
　OFF-JT訓練時間：45.5時間　OFF-JT訓練時間：45.5時間
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丸山優敏取締役

いまだからこそ「学び直す」

総
合
商
社
・
双
日
か
ら
生
ま
れ
た

総
合
商
社
・
双
日
か
ら
生
ま
れ
た

多
様
性
を
活
か
す
た
め
の
「

多
様
性
を
活
か
す
た
め
の
「
S
P
S

S
P
S
」」

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
3
月
に
設
立
さ
れ
た
「
双

日
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ェ
ア
株
式
会
社
」（
以
下
、

「
S
P
S
」）。
大
手
総
合
商
社
「
双
日
株
式
会
社
」（
以

下
、「
双
日
」）
の
子
会
社
で
、
双
日
の
「
中
期
経
営
計

画
２
０
２
３
」
で
掲
げ
た
「
事
業
や
人
材
を
創
造
し
続

け
る
総
合
商
社
」
を
実
現
す
る
人
事
施
策
と
し
て
、
双

日
本
社
か
ら
の
転
籍
者
を
受
け
入
れ
、
柔
軟
な
働
き
方

を
双
日
社
員
に
提
供
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

双
日
の
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
３
」
で
は
、「
多

様
性
と
自
律
性
を
備
え
る
『
個
』
の
集
団
」
を
目
ざ
す

姿
に
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
人
材
戦
略
と
し
て
、
①
多
様

性
を
「
活
か
す
」
仕
組
み
、
②
挑
戦
を
「
促
す
」
仕
組

み
、
③
成
長
を
「
実
感
で
き
る
」
仕
組
み
―
―
の
三
つ

の
人
材
育
成
基
本
方
針
を
実
現
す
る
柱
を
策
定
。

S
P
S
の
設
立
は
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。

今
回
お
話
を
う
か
が
っ
た
S
P
S
の
丸ま

る

山や
ま

優ま
さ

敏と
し

取

締
役
は
、「
多
様
性
と
自
律
性
を
備
え
る
『
個
』
の
集

団
と
し
て
、
変
化
を
機
会
に
変
え
る
人
材
を
創
造
し
続

け
る
こ
と
が
、
双
日
の
強
み
で
あ
り
、
双
日
ら
し
さ
を

形
づ
く
る
重
要
な
要
素
で
す
。
多
様
な
価
値
観
や
キ
ャ

リ
ア
志
向
を
持
っ
た
人
材
、女
性
の
積
極
活
用
も
含
め
、

多
様
な
人
材
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
材

が
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
の
事
業
領
域

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
双
日
の
基
本
的
な
考

え
方
を
説
明
す
る
。

こ
の
多
様
性
を
活
か
す
施
策
と
し
て
、
双
日
本
社
で

の
業
務
を
続
け
な
が
ら
、
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る

S
P
S
を
設
立
し
た
と
い
う
。

同
時
に
、
双
日
の
退
職
者
同
士
や
双
日
役
職
員
と
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
「
双

日
ア
ル
ム
ナ
イ
」
と
い
う
仕
組
み
も
つ
く
っ
た
。
双
日

事例1事 例1
双そ

う

日じ
つ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ェ
ア
株
式
会
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）

社
員
が
自
由
で
多
様
な
働
き
方
を
自
ら
選
択

社
員
が
自
由
で
多
様
な
働
き
方
を
自
ら
選
択

学
び
直
し
や
副
業
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
支
援

学
び
直
し
や
副
業
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
支
援

と
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
仲
間
を
結
ぶ
、
ゆ
る
や
か
な

双
日
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
と
い
う
発
想
だ
。
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
双
日
ア
ル
ム
ナ
イ
に

登
録
し
た
人
材
間
の
交
流
を
深
め
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

週
３
日
相
当
の
勤
務
＋
多
様
な
選
択
肢

週
３
日
相
当
の
勤
務
＋
多
様
な
選
択
肢

自
由
度
の
高
い
働
き
方
で
仕
事
満
足
度
を
高
め
る

自
由
度
の
高
い
働
き
方
で
仕
事
満
足
度
を
高
め
る

S
P
S
の
事
業
内
容
の
柱
は
、
①
双
日
本
社
業
務

エルダー19



の
受
託・出
向
者
派
遣
、②
グ
ル
ー
プ
外
企
業
と
の
ジ
ョ

ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
③
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
支
援
―
―
の
三
つ
だ
。

S
P
S
設
立
は
、
個
人
の
働
き
方
や
価
値
観
が
多

様
化
し
、
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
双
日
本
社
で
は
な
か
な
か

実
現
で
き
な
い
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
働
き
方
を
、
別

会
社
を
つ
く
る
こ
と
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。

多
様
な
働
き
方
を
通
じ
て
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
構
築

を
支
援
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
に

な
っ
て
い
る
。
よ
り
自
由
度
が
高
く
、
自
律
的
な
働
き

方
に
よ
っ
て
、
社
員
の
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
持
っ
た
社
員
を
育
み
、
組

織
の
成
長
や
企
業
価
値
の
向
上
に
結
び
つ
け
た
い
考
え

だ
。S

P
S
の
社
員
は
双
日
本
社
か
ら
の
転
籍
と
な
る

が
、
双
日
本
社
で
の
勤
務
を
継
続
し
つ
つ
、
他
社
、
他

分
野
で
の
副
業
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
の
幅
出
し
と
と

も
に
、
学
び
直
し
を
会
社
が
支
援
す
る
こ
と
で
、
新
領

域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
起
業
家
精
神
を
育
て
た
い
と
し

て
い
る
。
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
で
、
変
化
し

て
い
く
個
々
人
の
キ
ャ
リ
ア
に
沿
っ
た
、
例
え
ば
介
護

や
起
業
し
た
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
仕

事
環
境
が
提
供
で
き
る
。

S
P
S
で
は
メ
イ
ン
の
仕
事
と
し
て
、
転
籍
前
に

双
日
本
社
で
所
属
し
て
い
た
部
署
の
業
務
を
出
向
と
い

う
形
で
週
3
日
程
度
続
け
る
（
図
表
）。
週
20
時
間
以

上
の
勤
務
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
適
用
を
維

持
す
る
こ
と
を
考
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
働
き
方

で
い
う
と
、
3
日
間
フ
ル
で
出
社
し
て
働
く
ケ
ー
ス
も

あ
れ
ば
、
フ
ル
リ
モ
ー
ト
で
の
勤
務
も
可
能
。
多
様
な

働
き
方
に
対
応
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
3
日
間
相
当

の
勤
務
を
5
日
間
で
行
い
、
そ
の
分
、
一
日
の
勤
務
時

間
を
調
整
す
る
と
い
う
働
き
方
も
可
能
だ
。
週
の
残
り

の
日
を
、
双
日
の
グ
ル
ー
プ
企
業
や
地
方
の
中
小
企
業

な
ど
で
の
副
業
や
、
学
び
直
し
、
起
業
や
家
業
、
家
族

の
介
護
な
ど
に
も
、
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
双
日
本
社
以
外
で
働
く
こ
と
で
、
双
日
で
つ

ち
か
っ
て
き
た
ス
キ
ル
・
経
験
を
広
く
社
会
に
還
元
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
社
名
に
も
な
っ
て
い
る「
シ
ェ
ア
」

は
、
つ
ち
か
っ
て
き
た
ス
キ
ル
を
社
会
と
「
分
か
ち
合

う
（
シ
ェ
ア
）」
と
い
う
発
想
か
ら
き
て
い
る
。

働
き
方
に
つ
い
て
は
、
出
向
日
数
に
応
じ
て
業
務
を

切
り
出
し
、
転
籍
前
の
役
割
・
ス
キ
ル
に
基
づ
い
た
業

務
内
容
を
明
確
に
す
る
ジ
ョ
ブ
型
の
働
き
方
と
な
る
。

仕
事
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
も
と
も
と
所
属
し
て
い
た
部

署
に
出
向
し
、そ
こ
で
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
※

を
作
成
す
る
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
か
を
明
確
に

し
て
、
S
P
S
で
も
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
本
人
と

働
く
部
署
と
の
間
で
も
し
っ
か
り
確
認
・
同
意
を
取
っ

て
い
る
。

働
く
本
人
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

働
く
本
人
が
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

明
確
に
描
け
て
い
る
こ
と
が
重
要
に

明
確
に
描
け
て
い
る
こ
と
が
重
要
に

S
P
S
へ
の
転
籍
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
る
手
あ

げ
式
で
、
か
つ
所
属
部
署
が
同
意
し
た
社
員
と
い
う
の

が
大
前
提
と
な
る
。
対
象
者
は
35
〜
55
歳
の
双
日
の
総

合
職
と
し
て
い
る
。

S
P
S
へ
の
転
籍
に
あ
た
っ
て
は
、「
自
律
的
な
キ
ャ

リ
ア
構
築
へ
の
意
欲
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
ま

す
。
勤
務
日
設
定
の
自
由
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

副
業
を
行
う
場
合
は
、
外
部
か
ら
の
仕
事
を
請
け
負
う

こ
と
に
な
り
、
成
果
も
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
び
直
し
な
ど
を
含
め
、
S
P
S
と
し
て
も

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
が
、
自
分
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
※　ジョブディスクリプション……職務記述書。社員の職務を明確にするため、職務内容を記述した文書のこと
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図表　双日社員とSPS社員との主な相違点

※資料提供：双日プロフェッショナルシェア株式会社

項目 双日 双日プロフェッショナルシェア（SPS）

業務内容 ・社内所属組織の業務・社内所属組織の業務
・主要業務：所属部署からの提供ジョブ
・  その他業務：社内外での受託業務
（個人受託も可）

勤務体系
・ フルタイム勤務、・ フルタイム勤務、
フレックス就業フレックス就業

・ 副業・兼業原則禁止、・ 副業・兼業原則禁止、
出社中心出社中心

・ 週 3日相当の勤務をベースに個別設定、
フレックス就業
・副業・兼業可能、フルリモート勤務可能

定年 /
再雇用

・ 60 歳・ 60 歳（再雇用で 65歳まで（再雇用で 65歳まで
延長あり）延長あり） ・70歳

報酬 ・ 人事制度に基づく給与・・ 人事制度に基づく給与・
賞与賞与

・ 個人の能力と業務内容に応じて個別に
設定

リカレント
教育支援

・ 教育訓練給付における支・ 教育訓練給付における支
給対象の資格は、取得費給対象の資格は、取得費
用の 20％を補助（最大用の 20％を補助（最大
10万円）10万円）

①  会社が取得を認める資格：
取得費用の 80%補助（最大 100万円）

②  上記以外の個人で選択する資格：
取得費用の 50％補助（最大 20万円）



特集 いまだからこそ「学び直す」

プ
ラ
ン
を
自
ら
が
描
け
る
人
で
な
い
と
、
S
P
S
で

働
く
の
は
む
ず
か
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き

ち
ん
と
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

理
解
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
双
日
で
の
勤
務
を

通
じ
て
、外
部
企
業
に
対
し
貢
献
で
き
る
能
力
、経
験
、

ス
キ
ル
が
つ
ち
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

心
身
の
健
康
面
に
お
い
て
、
業
務
遂
行
に
問
題
が
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
」（
丸
山
取
締
役
）

実
際
の
転
籍
実
績
は
、
ス
タ
ー
ト
の
昨
年
度
と
今
年

度
の
２
年
間
で
７
人
と
い
う
実
績
だ
が
、
立
ち
上
げ
時

の
目
標
と
し
て
20
人
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。「
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
の
制
度
な
の
で
、『
様
子
見
』
と
い
う

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
、
S
P
S
と
い
う
会
社

を
認
知
し
て
も
ら
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
興
味
が
あ
っ
て
、
手
を
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
人
で
も
、
家
族
の
反
対
で
決
断
し
か
ね
て
い
る
社
員

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
双
日
本
社
か
ら

離
れ
る
の
に
は
、抵
抗
が
あ
る
社
員
も
い
る
で
し
ょ
う
」

（
丸
山
取
締
役
）
と
分
析
し
て
い
る
。

ベ
ー
ス
と
な
る
双
日
本
社
へ
の
出
向
以
外
の
仕
事

が
、
き
ち
ん
と
確
保
で
き
て
い
る
の
か
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
。

「
S
P
S
に
転
籍
し
た
社
員
の
な
か
に
は
、
起
業
し

て
、自
分
の
会
社
を
立
ち
上
げ
て
い
る
社
員
も
い
ま
す
。

双
日
時
代
の
人
脈
を
通
じ
て
、
地
方
の
企
業
で
、
社
長

補
佐
と
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
社

員
や
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
活
用
し
て
、
地
方

企
業
の
人
事
制
度
づ
く
り
や
助
成
金
申
請
を
含
め
た
経

営
補
佐
を
し
て
い
る
社
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
で

の
経
験
を
活
か
し
て
、
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
講
座
を
請
け
負
っ
て
い
る
社
員
も

い
ま
す
。
商
社
の
日
ご
ろ
の
仕
事
の
な
か
で
、
お
つ
き

あ
い
の
あ
る
企
業
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
集
ま
り
ま

す
の
で
、
外
部
か
ら
の
仕
事
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
丸
山
取
締
役
）

一
方
、
双
日
本
社
で
の
仕
事
と
の
か
か
わ
り
方
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
3
年
間
は
双
日
で
の
仕
事
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

3
年
と
い
う
区
切
り
で
、
そ
の
後
も
双
日
の
仕
事
を
続

け
て
い
く
か
ど
う
か
、
出
向
先
と
本
人
が
面
談
を
し
て

決
め
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
3
年
経
た
ず
と
も
、
例
え
ば

自
分
が
立
ち
上
げ
た
事
業
や
副
業
が
忙
し
く
な
り
出
向

先
の
仕
事
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
調
整
す
る
社
員
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
当
然
な
が
ら
、
出
向
先
に
お
い

て
も
求
め
ら
れ
る
成
果
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
丸

山
取
締
役
）

キ
ャ
リ
ア
自
律
を
う
な
が
す
こ
と
は

キ
ャ
リ
ア
自
律
を
う
な
が
す
こ
と
は

企
業
・
個
人
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

企
業
・
個
人
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
支
援
が
手
厚
い
の
も
S
P
S
の

特
徴
で
、
会
社
が
取
得
を
認
め
る
資
格
で
あ
れ
ば
最
大

１
０
０
万
円
、
そ
れ
以
外
の
個
人
で
選
択
す
る
資
格
に

関
し
て
も
最
大
20
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
補
助

に
つ
い
て
は
、
申
請
内
容
を
見
て
、
そ
の
資
格
を
使
っ

て
今
後
ど
の
よ
う
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
て
て
い

く
の
か
、
申
請
の
内
容
を
確
認
し
て
か
ら
補
助
の
可
否

を
判
断
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
で
は
、
S
P
S
が
考
え
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
違
う

仕
事
に
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
す
る
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
や
は
り
、
い
ま
ま

で
つ
ち
か
っ
て
き
た
ス
キ
ル
を
コ
ア
と
す
る
考
え
方
が

基
本
で
す
。
こ
れ
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
業
務
の
ス

キ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、本
制
度
を
利
用
す
る
社
員
が
多
い
」（
丸

山
取
締
役
）
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
S
P
S
に
移
籍
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の

時
間
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
た
め

に
、転
籍
対
象
の
上
限
年
齢
を
55
歳
に
設
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
60
代
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、

50
代
の
う
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
考
え
る
ほ
う

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ

の
55
歳
を
目
途
に
、
自
身
の
60
歳
以
降
の
働
き
方
を
ど

う
す
る
の
か
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
い
ま
す
」

（
丸
山
取
締
役
）

自
律
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
そ
の
た
め
の
学
び
直
し
を

進
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ま
で
は
、
ど

の
企
業
で
も
基
本
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
で
、
社
員
は

会
社
か
ら
与
え
ら
れ
た
業
務
に
対
し
成
果
を
出
す
こ
と

で
会
社
に
貢
献
し
、
そ
れ
に
対
し
て
評
価
さ
れ
、
給
料

を
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
人
た
ち
に
、
い
き
な
り
『
自
律

的
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
な
さ
い
』
と
い
う
の
は
、
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
、
自
律
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
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そ
の
た
め
の
学
び
直
し
の
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は
、

か
な
り
て
い
ね
い
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
社
員
個
人
個
人
が
、

自
分
の
専
門
性
や
強
み
に
気
づ
け
る
よ
う
に
、
経
験
や

ス
キ
ル
の
棚
卸
し
に
よ
る
『
自
己
理
解
』
を
、
時
間
を

か
け
て
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
」（
丸

山
取
締
役
）
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
う
な
が
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
、
独
立
や
転
職
を
招
く
リ
ス
ク
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。「
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
社
員
が
増
え
て
き
て
お

り
、
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
人
材
の
流
動
化
は
、
今

後
も
進
ん
で
い
く
と
想
定
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

企
業
は
よ
り
魅
力
的
な
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

社
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
た
社
員
と
双
日
グ

ル
ー
プ
が
、
双
日
ア
ル
ム
ナ
イ
な
ど
を
通
じ
て
ゆ
る
や

か
な
関
係
を
築
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
」（
丸
山
取
締
役
）

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け

細
く
長
く
働
く
た
め
の
仕
掛
け
が
必
要

細
く
長
く
働
く
た
め
の
仕
掛
け
が
必
要

定
年
年
齢
を
双
日
と
同
じ
60
歳
で
は
な
く
、
70
歳
と

10
歳
も
延
長
し
て
い
る
こ
と
も
S
P
S
の
特
徴
の
一

つ
だ
。
シ
ニ
ア
社
員
に
と
っ
て
の
S
P
S
の
意
味
合

い
に
つ
い
て
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
て
お

り
、
細
く
長
く
と
い
う
働
き
方
も
選
択
肢
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
の
自
由
度
が
高

く
、
体
力
や
気
力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
る
の
は
、

シ
ニ
ア
社
員
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
体
力

や
気
力
が
あ
る
う
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
て
働
く
こ
と
で
、
収
入
面
も
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

一
時
的
に
収
入
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、
70
歳
ま
で
働

く
こ
と
で
、
生
涯
年
収
で
考
え
れ
ば
、
60
歳
定
年
を
上

回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
細
く
長
く
働
く
選
択
肢
が
あ

る
こ
と
を
、
社
内
で
も
伝
え
て
い
き
た
い
」（
丸
山
取

締
役
）
と
話
す
。

S
P
S
や
双
日
ア
ル
ム
ナ
イ
な
ど
で
形
づ
く
る
、
双

日
の
ゆ
る
や
か
な
グ
ル
ー
プ
連
携
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
双
日
に
役
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。「
い
ま
ま
で
は
、

会
社
に
入
っ
て
、
そ
の
ま
ま
定
年
ま
で
を
ま
っ
と
う
す

る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
。し
か
し
最
近
は
、

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
、
成
長
機
会
が
あ
る
の
か
ど

う
か
に
価
値
を
置
く
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
転
職
に
抵
抗
が
な
く
な
る
な
ど
、
価
値
観
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に

対
応
す
る
う
え
で
は
、
会
社
に
残
り
つ
つ
も
、
外
部
で

挑
戦
で
き
る
と
い
う
選
択
肢
を
示
す
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

双
日
は
現
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、『
事
業
と
人

材
を
創
造
し
続
け
る
総
合
商
社
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

双
日
を
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
縁
が
切
れ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
双
日
の
D
N
A
を
持
っ
た

人
材
が
世
の
中
に
出
て
、『
共
創
』
と
『
共
有
』
と
い

う
形
で
ゆ
る
や
か
に
広
が
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
」

（
丸
山
取
締
役
）

実
際
に
、
S
P
S
や
双
日
ア
ル
ム
ナ
イ
な
ど
の
新

し
い
取
組
み
が
、
双
日
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
実
感
は
得
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
双
日
の
管
理
職
研
修
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
『
S
P
S
』
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、

社
内
で
の
知
名
度
も
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

S
P
S
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
話
も
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
S
P
S
の
機
能
が
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ

て
き
て
お
り
、双
日
の
組
織
活
性
化
と
い
う
こ
と
で
は
、

こ
れ
か
ら
目
に
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

社
員
の
受
け
と
め
方
も
、
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
相

談
件
数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
」（
丸
山
取
締
役
）
と
、

効
果
を
感
じ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。

最
後
に
丸
山
取
締
役
は
S
P
S
に
つ
い
て
、「
双
日

社
員
の
能
力
や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
キ
ル
を
広
く

社
会
と
シ
ェ
ア
を
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
双
日
に
と
っ
て
も
双
日
以
外
の
仕
事

で
つ
ち
か
っ
た
経
験
な
ど
を
双
日
に
還
元
し
て
も
ら
う

こ
と
で
『
社
会
に
還
元
す
る
価
値
』
と
『
双
日
が
得
る

価
値
』
の
二
つ
の
価
値
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
当

然
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
自
分
が
目
ざ
す
働
き
方
・
生

き
方
を
実
現
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
い
う
、
W
i
n
ー

W
i
n
の
形
を
目
ざ
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。
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特集

藤田英樹学長 徳岡晃一郎理事長

いまだからこそ「学び直す」

人
生
１
０
０
年
・

人
生
１
０
０
年
・
8080
歳
現
役
時
代
を

歳
現
役
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
の
学
び
直
し
の
場

生
き
抜
く
た
め
の
学
び
直
し
の
場

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
は
「
人
生
１
０
０
年
・
仕
事
人

生
80
年
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
学
び
直
し
の
場
」
と

し
て
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
層
の
キ
ャ
リ
ア
再
設
計
に
専

門
特
化
し
た
教
育
機
関
で
あ
る
。
多
摩
大
学
大
学
院
教

授
お
よ
び
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
の
運
営
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
C
E
O
で
、『
40
代
か
ら
の

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
東
洋
経
済
新

報
社
）
の
著
者
で
あ
る
徳と

く

岡お
か

晃こ
う

一い
ち

郎ろ
う

理
事
長
の
構
想
か

ら
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
10
月
に
開
校
し
た
。
開

校
か
ら
３
年
が
経
ち
６
期
が
終
了
。
受
講
生
延
べ
１
０
０

人
が
卒
業
し
た
。

藤ふ
じ

田た

英ひ
で

樹き

学
長
は
、
同
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
た
長
寿
国
で
、
健
康
寿
命
が

伸
び
、
仕
事
を
す
る
年
齢
は
80
歳
ま
で
が
視
野
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。『
人
生
１
０
０
年
、
80
歳
現
役
』
が
わ

れ
わ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

60
歳
定
年
の
時
代
か
ら
、
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
雇

用
へ
、
そ
し
て
２
０
２
１
年
の
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
の
施
行
に
よ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
が
企
業

の
努
力
義
務
と
な
り
、
今
後
は
80
歳
ご
ろ
ま
で
元
気
で
、

仕
事
が
で
き
る
と
い
う
人
生
を
、
わ
れ
わ
れ
は
求
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
必
然
的
に
な
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。
仕
事
を
せ
ず
と
も
元
気
で
活
き
活
き
と

生
活
で
き
る
な
ら
よ
い
の
で
す
が
、
現
実
的
に
は
定
年

後
、
家
に
い
て
不
健
康
な
生
活
を
し
て
し
ま
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
で
も
趣
味
で
も
、
新
し
い
手

段
を
持
っ
て
、
残
り
の
人
生
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願

い
、
そ
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
わ
れ
わ
れ
は
し
た
い
。

こ
れ
が
当
校
の
根
底
に
あ
る
想
い
で
す
」

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
で
は
、
年
に
２
回
、
４
月
と
９

月
に
新
期
生
が
入
学
す
る
。
卒
業
ま
で
の
期
間
は
通
常

５
カ
月
間
（
１
２
０
時
間
程
度
）
で
あ
る
。
校
舎
は
社

会
人
の
学
び
の
場
と
し
て
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
品
川
駅

直
結
の
ビ
ル
に
設
置
し
、
開
校
当
時
か
ら
オ
フ
ラ
イ
ン

事例2事 例2
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
（
株
式
会
社
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
）（
東
京
都
港
区
）

8080
歳
現
役
時
代
の
活
躍
を
目
ざ
し

歳
現
役
時
代
の
活
躍
を
目
ざ
し

新
し
い
人
生
の
手
段
を
講
じ
る
た
め
の
学
び
直
し

新
し
い
人
生
の
手
段
を
講
じ
る
た
め
の
学
び
直
し
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て
る
た
め
の
術
を
得
た
い
」
と
将
来
の
不
安
を
理
由
に

あ
げ
る
人
が
目
立
つ
。

50
代
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
見
つ
め
直
す
機
会

に
し
た
い
」、「
残
り
の
50
年
で
何
を
し
よ
う
、
何
が
で

き
る
か
、
何
が
し
た
い
の
か
。
準
備
を
し
た
い
」
と
人

生
の
棚
卸
し
を
し
て
今
後
に
つ
い
て
考
え
た
い
人
、

「
新
た
な
機
会
、
気
づ
き
、
価
値
観
を
得
た
い
」
と
視

座
（
視
点
よ
り
空
間
的
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る
）・

視
野
を
広
げ
た
い
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
。
あ
る
い

は
「
会
社
に
尽
く
し
て
き
た
が
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
は
二
の
次
に
な
っ
て
い
た
」
と
仕
事
人
生
を
顧か

え
り

み
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
学
び
直
し
を
決
め
た
人

も
い
る
。
60
代
か
ら
は
「
新
た
な
知
識
と
経
験
を
積
み

重
ね
た
い
」、「
若
い
人
た
ち
に
刺
激
を
受
け
た
い
」
と

い
う
声
が
あ
る
そ
う
だ
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で「
変
身
資
産
」を
洗
い
出
し

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で「
変
身
資
産
」を
洗
い
出
し

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
科
目
を
選
択

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
科
目
を
選
択

入
学
後
５
日
間
で
受
講
す
る「
基
礎
コ
ー
ス
」で
は
、

自
分
の
市
場
価
値
や
強
み
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
移
行

す
る
た
め
の
原
動
力
と
な
る
「
変
身
資
産
」（
後
述
）

を
洗
い
出
す
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
進
み
た
い
道
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
長
期
の
ラ
イ
フ
シ
フ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、大
ま
か
な
方
向
づ
け
を
行
う
。

「
基
礎
コ
ー
ス
」
を
終
え
る
と
、「
専
門
コ
ー
ス
」
で
の

科
目
群
の
学
び
が
待
っ
て
い
る
。「
専
門
コ
ー
ス
」
は
、

大
き
く
三
つ
の
専
門
分
野
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
知
の
再
武
装
分
野
」
…
…
い
ま
勤
め
て
い
る
組
織
で

長
く
活
躍
す
る
「
社
内
活
躍
」、「
社
内
成
長
」
を
想
定

し
た
科
目
群
で
構
成
し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
を
学
ぶ
。

「
市
場
価
値
向
上
分
野
」
…
…
定
年
を
待
た
ず
に
社
外

へ
の
転
身
な
ど
に
挑
戦
し
、
80
歳
現
役
を
目
ざ
し
て
活

躍
す
る
た
め
の
「
社
外
活
躍
」
を
想
定
し
た
科
目
群
で

構
成
し
て
い
る
。
問
題
解
決
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
（
批
判
的
思
考
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対

人
関
係
な
ど
を
学
ぶ
。

「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
分
野
」
…
…
人
生
１
０
０
年
を
見

す
え
た
、
仕
事
だ
け
で
は
な
い
安
心
し
た
人
生
設
計
を

支
援
す
る
科
目
群
で
構
成
し
て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
ど
を

学
ぶ
。

三
つ
の
専
門
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
と
同

時
に
受
講
す
る
「
教
養
コ
ー
ス
」
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
主
体
に
長
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
足
元

を
固
め
て
い
く
。

「
そ
も
そ
も
『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
』
と
は
、
リ
ン
ダ
・

グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
氏
が
著

し
た
『
L
I
F
E
S
H
I
F
T
（
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
）

１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）

に
由
来
し
ま
す
。
同
書
で
は
、
三
つ
の
生
産
性
資
産
が

必
要
だ
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
生
産
性
向
上

資
産
＝
ス
キ
ル
（
生
産
性
が
上
が
る
）、
二
つ
目
は
活

力
資
産
＝
健
康
、
気
力
、
三
つ
目
は
変
身
資
産
で
す
。

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
で
は
三
つ
目
の
変
身
資
産
を
大
き

く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
立
で
開
講
し
て
い
た
が
、
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
全
面

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
切
り
替
え
て
い
る
。
開
講
日

は
土
曜
日
だ
。

受
講
生
は
１
期
あ
た
り
10
〜
20
人
。
男
女
比
は
７
：

３
で
、
平
均
年
齢
は
49
・
８
歳
、
年
齢
分
布
は
33
〜
65

歳
と
幅
広
い
が
、
40
〜
50
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。
受
講
生
が
所
属
す
る
企
業
は
、
メ
ー

カ
ー
、
商
社
、
金
融
、
物
流
、
外
資
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
り
、
会
社
で
の
役
割
は
人
事
担
当
者
が

や
や
多
く
、
総
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
グ
ル
ー
プ
統
括
と

い
っ
た
管
理
職
層
も
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
海
外
の
赴

任
先
か
ら
受
講
し
て
い
る
人
も
い
る
。

修
了
要
件
は
、
必
修
科
目
69
時
間
、
選
択
科
目
54
時

間
の
合
計
１
２
３
時
間
以
上
の
修
得
で
あ
る
。
多
摩
大

学
大
学
院
の
単
科
を
１
講
座
受
講
で
き
る
コ
ー
ス
を

毎
期
５
人
ほ
ど
が
受
講
し
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学

び
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
で
学
び
直
し
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
受
講
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
と
、
30
代
は
「
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
」、「
営
業
職
に
お
け
る
自
分
の
弱
い
部
分
で
あ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
た
い
」、「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
学
び
た
い
」
と
実
学
的
・
実
践
的
な
学
び
を

求
め
る
人
が
い
る
一
方
、
40
代
は
「
終
身
雇
用
モ
デ
ル

を
漠
然
と
期
待
し
て
働
い
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
学

び
直
す
機
会
を
得
よ
う
と
思
っ
た
」、「
将
来
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
具
体
的
な
人
生
設
計
を
立
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特集 いまだからこそ「学び直す」

『
変
身
資
産
』
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
必
要
な

マ
イ
ン
ド
、
仲
間
、
評
判
、
知
恵
、
健
康
の
五
つ
の
要

素（
図
表
）で
す
。
で
き
る
か
ぎ
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
こ

れ
ら
の
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
80
歳
ま
で
現
役
で
働

く
力
を
蓄
え
ま
す
」（
藤
田
学
長
）

受
講
生
は
自
分
の
「
変
身
資
産
」
の
状
態
を
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
コ
ー
ス
の
初
め
に
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
現
状
を
見
え

る
化
す
る
。
50
項
目
の
質
問
に
答
え
、
点
数
を
入
力
す

る
と
五
角
形
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
で
き
あ
が
る
。

ど
の
要
素
が
足
り
な
い
か
を
自
覚
で
き
、
講
師
や
ほ
か

の
受
講
生
と
も
見
せ
合
っ
て
共
有
し
、
必
要
な
強
化
策

を
伝
授
し
合
う
。

５
カ
月
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
終
講
義
で
も
う
一

度
同
じ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
、
受
講
生
は
自

身
の
変
化
に
気
づ
く
そ
う
だ
。

「
仲
間
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
意
識
・
マ

イ
ン
ド
が
変
化
し
、
い
ま
ま
で
一
つ
だ
っ
た
視
点
が
複

数
に
な
り
、
視
座
が
広
が
っ
て
高
ま
り
ま
す
。
講
義
の

な
か
で
自
身
の
潜
在
的
な
能
力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
表

に
出
し
て
記
述
し
た
り
、
話
し
た
り
、
見
せ
た
り
し
て

隠
れ
て
い
た
能
力
に
光
を
当
て
て
、
自
分
を
変
え
て
い

く
の
で
す
」（
藤
田
学
長
）

中
小
企
業
が
実
際
に
抱
え
る
事
業
課
題
を

中
小
企
業
が
実
際
に
抱
え
る
事
業
課
題
を

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
テ
ー
マ
演
習
し
企
業
に
提
言

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
テ
ー
マ
演
習
し
企
業
に
提
言

同
校
の
特
徴
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
自
分
の
言
葉
で
語
り
、
言
語
化
に
よ
り
定
着
さ
せ

る
こ
と
と
、
仲
間
同
士
が
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
に

あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
、
講
師
が
出
し
た
テ
ー
マ
、
問
い
か
け
た
内
容
に

つ
い
て
議
論
し
、
互
い
の
意
見
、
思
い
を
披
露
し
て
グ

ル
ー
プ
内
で
共
有
し
た
り
、
ま
と
め
た
り
し
て
い
く
。

特
に
、
複
数
の
中
小
企
業
の
実
際
の
事
業
課
題
を
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
諸
問
題
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
取

り
組
み
、
解
決
提
案
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
演
習
は
、
非

常
に
具
体
的
か
つ
実
践
的
だ
。

受
講
生
た
ち
と
ま
っ
た
く
か
か
わ
り
の
な
い
他
業
界

の
企
業
の
課
題
解
決
に
、
約
１
カ
月
半
を
か
け
て
５
〜

10
人
の
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
く
り
返

し
、
最
後
の
講
義
で
行
う
提
言
に
は
対
象
企
業
の
経
営

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
立
で
開
講
し
て
い
た
が
、
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
全
面

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
切
り
替
え
て
い
る
。
開
講
日

は
土
曜
日
だ
。

受
講
生
は
１
期
あ
た
り
10
〜
20
人
。
男
女
比
は
７
：

３
で
、
平
均
年
齢
は
49
・
８
歳
、
年
齢
分
布
は
33
〜
65

歳
と
幅
広
い
が
、
40
〜
50
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。
受
講
生
が
所
属
す
る
企
業
は
、
メ
ー

カ
ー
、
商
社
、
金
融
、
物
流
、
外
資
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
り
、
会
社
で
の
役
割
は
人
事
担
当
者
が

や
や
多
く
、
総
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
グ
ル
ー
プ
統
括
と

い
っ
た
管
理
職
層
も
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
海
外
の
赴

任
先
か
ら
受
講
し
て
い
る
人
も
い
る
。

修
了
要
件
は
、
必
修
科
目
69
時
間
、
選
択
科
目
54
時

間
の
合
計
１
２
３
時
間
以
上
の
修
得
で
あ
る
。
多
摩
大

学
大
学
院
の
単
科
を
１
講
座
受
講
で
き
る
コ
ー
ス
を

毎
期
５
人
ほ
ど
が
受
講
し
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学

び
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
大
学
で
学
び
直
し
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
受
講
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
と
、
30
代
は
「
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
」、「
営
業
職
に
お
け
る
自
分
の
弱
い
部
分
で
あ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
た
い
」、「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
学
び
た
い
」
と
実
学
的
・
実
践
的
な
学
び
を

求
め
る
人
が
い
る
一
方
、
40
代
は
「
終
身
雇
用
モ
デ
ル

を
漠
然
と
期
待
し
て
働
い
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
学

び
直
す
機
会
を
得
よ
う
と
思
っ
た
」、「
将
来
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
具
体
的
な
人
生
設
計
を
立
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図表　80歳まで現役を叶える「変身資産」五つの要素

※資料提供：ライフシフト大学
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企
業
内
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始

企
業
内
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始

「
高
齢
社
員
の
活
躍
促
進
」
の
講
義
を
実
施

「
高
齢
社
員
の
活
躍
促
進
」
の
講
義
を
実
施

２
０
２
１
年
10
月
か
ら
は
「
企
業
内
ラ
イ
フ
シ
フ
ト

大
学
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
社
会
人
を
対
象
に
し
た
個

人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
つ
ち
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
企

業
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
個
人
向
け
で
は
５
カ
月
間
か
け

て
学
ぶ
科
目
を
３
カ
月
間
に
凝
縮
し
て
、
社
員
の
キ
ャ

リ
ア
自
律
に
向
け
た
意
識
改
革
を
う
な
が
す
。
社
外
に

通
用
す
る
社
会
人
基
礎
力
の
ア
ッ
プ
ス
キ
リ
ン
グ
は
も

ち
ろ
ん
、
業
種
や
企
業
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
吟
味

し
、
企
業
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
特
別
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
提
供
す
る
。
企
業
は
体
系
的
で
実
践
的
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
と
し
て
活
用
で
き
る
。

企
業
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
な
か
に
は
、
高
齢
者
雇
用
に
積
極
的
な
企
業
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
社
内
で
引
続
き
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
の
「
高
齢
社
員
の
活
躍
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

行
っ
た
例
も
あ
る
。
講
義
の
内
容
は
、
役
職
定
年
後
か

ら
60
歳
、
65
歳
の
定
年
ま
で
、
あ
る
い
は
再
雇
用
の
70

歳
ま
で
高
齢
社
員
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
も

ら
う
た
め
に
職
場
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
高
齢
社
員

に
期
待
す
る
こ
と
、
高
齢
社
員
の
職
場
で
の
課
題
な
ど

を
デ
ー
タ
で
示
し
、
問
題
状
況
の
解
決
策
を
示
し
た
。

ま
た
、
高
齢
社
員
の
価
値
を
見
出
す
に
は
、
若
年
層

と
高
齢
社
員
が
と
も
に
創
造
す
る
環
境
づ
く
り
の
整
備

が
大
事
と
し
、
青
（
若
年
層
）
と
銀
（
高
齢
社
員
）
が

共
存
す
る
「
青
銀
共
創
」
実
現
の
た
め
に
、
高
齢
社
員

に
い
か
に
「
い
ぶ
し
銀
」
を
つ
け
て
も
ら
う
か
と
い
う

講
義
も
行
っ
て
い
る
。

「
当
校
で
は
、
高
齢
社
員
の
活
躍
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

を
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
持
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

『
実
践
知
』
と
し
て
何
が
必
要
か
、
突
破
力
、
場
づ
く
り

力
を
ど
う
つ
け
る
か
、
企
業
か
ら
の
要
請
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
」（
藤
田
学
長
）

聴
講
の
対
象
は
企
業
の
方
針
に
よ
り
、
30
代
の
若
年

層
か
ら
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
会
社
も
あ
る
一

方
、
40
〜
50
代
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
と
し
て
行
う
会

社
も
あ
る
そ
う
だ
。

「『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
』
と
い
っ
て
も
転
職
を
す
す
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
社
に
残
っ
て
活
躍
し
て
い
く

た
め
に
も
、
あ
る
い
は
社
外
に
出
て
能
力
を
発
揮
し
て

い
く
た
め
に
も
、
い
ま
の
ま
ま
の
力
で
は
足
り
な
い
も

の
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
自
分
自
身
に
対

す
る
認
識
が
大
事
で
あ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
変
え
て
い

く
に
あ
た
り
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
、
考
え
て
、
そ

れ
を
追
求
し
て
い
く
。
あ
る
い
は
追
求
す
る
う
え
で
必

要
な
知
識
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」（
藤
田
学

長
）い

ま
の
時
代
、
受
け
身
の
ま
ま
定
年
に
到
達
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
40
〜
50
代
か
ら
学
び
の

場
を
活
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
自
ら
を
見
つ
め
直
し
て
、

学
び
直
し
、
生
涯
現
役
で
働
く
力
を
蓄
え
て
い
き
た
い

も
の
だ
。

陣
を
招
い
て
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
非
常
に
内
容
が

よ
い
提
言
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
即
日
に
そ
の
提

言
を
実
施
し
た
と
い
う
企
業
も
あ
る
こ
と
で
、
受
講
生

た
ち
は
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
演
習
の
約
１
カ
月
半
の
間
、
と
も
に
学
ぶ
な
か
で
、

同
期
同
士
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
い
く
そ
う
だ
。

卒
業
後
は
同
期
だ
け
で
な
く
、
先
輩
や
後
輩
と
の
縦

の
つ
な
が
り
が
構
築
で
き
る
「
L
S
U
ア
ラ
ム
ナ
イ
」

と
い
う
同
窓
会
に
参
加
で
き
る
。
会
で
は
自
主
的
な
読

書
会
、勉
強
会
を
実
施
し
て
学
び
と
人
間
関
係
を
継
続
。

こ
れ
は
互
い
の
顔
が
わ
か
る
少
人
数
制
を
と
っ
て
い
る

同
校
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

同
校
の
卒
業
生
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
声
が
届
い

て
い
る
と
い
う
。

「
１
０
０
歳
人
生
・
80
歳
現
役
を
生
き
る
こ
と
が
現

実
と
な
っ
て
き
た
い
ま
、
同
校
で
学
ん
だ
と
い
う
非
日

常
（
通
常
の
生
活
範
囲
で
は
な
い
こ
と
）
は
、
固
定
概

念
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
私
に
、
新
し
い
人
生
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
く
れ
ま
し
た
。
最
高
の
場
所
で

し
た
」（
50
代
男
性
・
金
融
機
関
）

「
所
属
す
る
業
界
は
大
変
革
期
に
突
入
し
、
会
社
も

私
も
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
や
や
保
守
的
な

私
で
し
た
が
『
変
化
は
チ
ャ
ン
ス
』
と
、
い
ま
の
環
境

を
前
向
き
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
成
長
で
き
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
び
直
し
、
学
び
を
継
続

す
る
喜
び
を
得
た
こ
と
は
、
今
後
の
人
生
に
お
け
る
新

た
な
楽
し
み
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」

（
40
代
女
性
・
外
資
系
メ
ー
カ
ー
）
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日本史にみる長寿食

食文化史研究家●永山久夫

やっぱり鯛
た い

ですよ

鯛のアスタキサンチン
鯛は、赤い長寿の魚です。
鯛といったら、一般的には真鯛のことで、いま

でも「海魚の殿さま」と称賛されるのも、姿、色、
味の三拍子が整っているからにほかなりません。
あの美しい鮮紅色を醸し出しているのは、餌と

してエビを好むからで、エビの色素物質であるア
スタキサンチンが、体内で濃縮されているためで
す。
アスタキサンチンは、ニンジンなどの色素成分

であるカロテンと同じ抗酸化成分で、体の老化を
防ぐ長寿物質です。しかし、その抗老化作用は、
カロテン以上であることが判明しています。
「おめでたい

4 4

」にあやかって、お祝いの席に鯛
は欠かせません。赤い色、姿に加えて長寿効果が
あるためで、七福神のえびすさまも、大きな鯛を
抱えて、ニコニコしています。
鯛は高タンパク質で、代表的な白身魚。
鯛は最近では養殖物が多く、市場に出回って

いる真鯛の場合、80％近くが人工飼育のものだ
そうです。タンパク質の含有量は、あまり変わ

りませんが、養殖物の方が、脂質もビタミン類も
多いそうです。

天下一品の鯛茶漬け
鯛には、うま味成分のイノシン酸やグルタミン
酸など、各種のアミノ酸がバランスよく含まれて
おり、血圧を安定させる働きもあります。
心臓や血管を丈夫にしたり、脳の機能向上と
関係のあるタウリンも豊富です。鯛の脂質には、
必須脂肪酸の DHA（ドコサヘキサエン酸）や
EPA（エイコサペンタエン酸）も多く含まれて
おり、記憶力アップや、血液サラサラ効果でも
注目されています。
さらに、ウイルス感染を防ぐといわれるミネラ
ルの亜鉛、それにビタミンDも含まれており、
免疫力の向上にも役立ちそうです。
おいしいのが鯛茶漬け。鯛の切り身を、ひと
口大のそぎ切りにして、醤油、みりん、生卵、
すりゴマ少々のたれ汁にひたし、ご飯の上にの
せ、熱々のだし汁、または熱湯をかけ、すりワ
サビを添えてかっこみ食い。いやー、とっても
美味なんです。

349
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教えてエルダ先生！ こんなときどうする？
最終回

集中連載
マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用 高齢社員が介護を理由に「辞めたい」といっています高齢社員が介護を理由に「辞めたい」といっています

※　 このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです
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教えてエルダ先生！ こんなときどうする？
集中連載

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

※１　 総務省「人口推計」（令和 4年 10 月 1 日現在〈概算値〉）より
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仕事と介護の両
立についてや制
度の詳細は、厚
生労働省のホー
ムページをご覧
ください
「仕事と介護の両立
～介護離職を防ぐために～」
https://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
koyoukintou/ryouritsu/index.html
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教えてエルダ先生！ こんなときどうする？
集中連載

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用
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教えてエルダ先生！こんなときどうする？解  説
集中連載集中連載

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

高齢社員とのコミュニケーションを深め事情の把握に努めるとともに
“辞めなくても働き続けることができる”仕組みの整備を

今回のテーマは「介護」ですが、高齢社員はさまざまな事情で仕事を続けることがむずかしくなる
ことがあります。健康を害する、体力や意欲が低下するといった本人の事情もあれば、介護以外でも
孫の世話や自治会などの地域活動を期待され、本人に働く意思や能力があっても仕事を断念せざる
を得ないこともあるのです。
突然の退職は会社の想定を変えてしまいます。定年までに、または定年後の継続雇用の間に後継者

を育ててもらう、顧客を引き継いでもらうといった計画が頓挫しかねません。退職を余儀なくされる
高齢社員も無念さと申し訳なさに悩むでしょう。これでは高齢社員にも会社にも損失です。
そこで「辞めなくても働き続けることができる」方法を用意します。通院や介護と仕事を両立でき

るように短時間勤務や在宅勤務、休暇の有効活用、担当職務の変更で工夫します。介護休暇や介護
休業をはじめ、いくつかの実例はマンガでご紹介した通りです。
問題を抱える高齢社員は「どうしたらよいか」と一人で悩み、切羽詰まってから会社に相談するの

ではないでしょうか。高齢社員と日常からコミュニケーションを深め、プライバシーに配慮しな
がらも個人的事情の把握に努めましょう。「みなさんが困ったとき、会社にはこんな制度があります」
と日ごろから周知することが安心感を生みます。定期健康診断の要再検査者には必ず再検査を受けさ
せることも大事な取組みです。
社内規程にない運用で解決を図る場合、その前例をノウハウとしてこれからの制度整備に活かし

ます。一方、ほかの高齢社員はもちろん、若手でも将来は起こりうることですので、職場の同僚が理
解し助け合う風土づくりも進めます。
退職しても病気や介護から復帰すれば復職できる制度を持つ会社もあります。社員を大事にし、強

みを持つ高齢社員にはいつまでも働いてもらいたいという会社の姿勢が表われています。

　高齢社員は、若手や中堅世代と比べて、自身や家庭で抱える事情が多様化していくといわれ
ています。今回のマンガでは、家族の介護に悩む高齢社員をご紹介しましたが、自身が病気を
患い治療を続けながら働くケースや、家庭内における役割が変わることで、仕事に影響が出て
くるケースもあるでしょう。こうしたさまざまな事情を抱える高齢社員に仕事を続けてもらう
ためのポイントについて、東京学芸大学の内田賢教授に解説していただきました。

プ ロ フ ィ ー ル

内 田 教 授 に 聞 く 高 齢 者 雇 用 の ポ イ ン ト

最終回 高齢社員が介護を理由に「辞めたい」といっています

解  説解  説解  説

内田 賢（うちだ・まさる）
東京学芸大学教育学部教授。
「高年齢者活躍企業コンテスト」審査委員（2012年度～）のほか、「70歳までの就業機会確保に係る
マニュアル作成・事例収集委員会」委員長（2020年度～）を務める。
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［第121回］

門も

司じ

の
イ
ル
カ

北
九
州
の
門
司
は
〝
古
き
よ
き
レ
ト

ロ
街
〞
を
復
元
し
て
、
フ
ァ
ン
や
オ
タ

ク
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
脇
の
岡
に

大
き
な
石
塀
を
据
え
て
、
こ
の
地
域
の

歴
史
を
絵
で
伝
え
て
い
ま
す
。〝
壇だ

ん

の

浦う
ら

の
合
戦
〞
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
絵
の
下
の
ほ
う
で
、
数
頭
の
イ
ル
カ

が
泳
い
で
い
ま
す
。
案
内
人
に
訊
き
ま

し
た
。

「
イ
ル
カ
が
何
か
、
か
か
わ
り
を
？
」

「
ハ
イ
、
大
い
に
」

と
答
え
た
案
内
人
は
こ
ん
な
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
辺
の
イ
ル
カ
に
は
超
能
力
が

あ
っ
て
、
船
の
底
に
張
り
つ
く
と
そ
の

船
は
必
ず
沈
む
こ
と
。
壇
の
浦
の
合
戦

時
、
源

み
な
も
と
の

義よ
し

経つ
ね

は
、
こ
の
伝
承
を
大
い

に
活
用
し
ま
し
た
」

以
下
は
案
内
人
が
演
じ
て
く
れ
た
そ

の
話
で
す
。

「
お
ー
い
、
イ
ル
カ
ァ
？
」

と
、
義
経
が
叫
ぶ
と
、

「
お
り
ま
す
」

「
ど
こ
に
？
」

「
白
い
旗
を
か
か
げ
た
船
の
底
で
す
」

「
白
い
旗
だ
と
？
」

「
ハ
イ
、
仲
間
も
み
な
張
り
つ
い
て

い
ま
す
」

「
バ
カ
者
！　

オ
レ
が
頼
ん
だ
の
は

赤
い
旗
の
船
だ
。
白
い
旗
は
源
氏
の
船

だ
。
お
前
は
味
方
の
船
を
沈
め
る
気

か
？
」

「
そ
う
で
し
た
か
。
す
ぐ
移
動
し
ま

す
。
ス
ミ
マ
セ
ン
」

「
す
ぐ
潮
の
流
れ
が
逆
に
な
る
。
利

用
し
て
早
く
平
家
の
船
に
追
い
つ
け
」

「
そ
う
し
ま
す
。
だ
れ
だ
？　

張
り

つ
く
の
は
白
い
旗
の
船
だ
と
い
っ
た
ヤ

ツ
は
！
」

イ
ル
カ
の
群
は
大
急
ぎ
で
潮
流
の
変

わ
っ
た
海
で
平
家
の
船
団
を
追
い
ま
し

た
。

［第



エルダー35

そ
れ
だ
け
に
、

「
敗
れ
し
者
へ
の
同
情
」

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

「
平
家
の
落お

ち

人う
ど

が
、
か
く
れ
住
ん
で

子
孫
が
地
域
を
守
っ
て
き
た
」

と
い
う
、
悲
し
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
〝
平
家
の
落
人
ば
な
し
〞
は
、
い
ま

で
も
日
本
の
各
地
に
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
壇
の
浦
の
イ
ル
カ
の

話
は
傑
作
で
す
。発
想
が
面
白
い
で
す
。

お
そ
ら
く
イ
ル
カ
に
衝
突
さ
れ
て
舟
を

沈
め
ら
れ
た
漁
夫
が
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

平
家
の
船
団
の
な
か
に
は
安あ

ん

徳と
く

天
皇

が
お
ら
れ
ま
し
た
。
守
っ
て
い
る
の
は

故
平た

い
ら
の

清き
よ

盛も
り

の
妻
徳と

く

子こ

で
す
。
天
皇
の

印
で
あ
る
三
種
の
神
器
も
守
っ
て
い
ま

し
た
。
宝ほ

う

剣け
ん

・
宝ほ

う

鏡き
ょ
う

・
宝ほ

う

珠じ
ゅ

で
す
。

味
方
の
船
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
沈
み
は
じ

め
た
の
で
、
徳
子
は
、

「
天
皇
と
神
器
を
抱
い
て
海
に
身
投

げ
し
よ
う
」

と
心
を
決
め
ま
し
た
。
天
皇
は
ま
だ

五
歳
か
六
歳
の
幼
帝
で
す
。

「
陛
下
、
竜
宮
へ
参
り
ま
し
ょ
う
」

と
誘
う
と
、
天
皇
は
よ
ろ
こ
び
ま
し

た
。「

乙お
と

姫ひ
め

に
会
え
る
の
だ
な
？　

行
こ

う
」と

び
こ
み
ま
し
た
。
気
づ
い
た
義
経

が「
掬す

く

え
！
」

と
い
い
ま
し
た
が
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
神
器
の
宝
鏡
は
ど
う
に

か
掬
い
ま
し
た
が
、
宝
剣
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
で
も
こ
の
近
辺

合
戦
の
始
末

の
海
底
に
あ
る
は
ず
で
す
。

沈
ん
だ
平
家
の
武
士
た
ち
は
み
な
河か

っ

童ぱ

に
な
り
、
近
く
の
川
に
棲す

み

家か

を
得
ま

し
た
。
徳
子
と
侍
女
た
ち
は
久く

留る

米め

の

水
天
宮
の
巫み

女こ

に
な
り
ま
し
た
。

徳
子
の
夫
平
清
盛
は
先
に
死
ん
で
、

筑ち
く

後ご

川
の
支
流
を
も
ら
っ
て
大
河
童
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ

て
徳
子
に
、

「
オ
レ
も
そ
こ
へ
行
っ
て
い
い
か
？
」

と
訊
き
ま
し
た
が
、
徳
子
は
、

「
ダ
メ
。
平
家
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
の
は

あ
な
た
で
す
か
ら
。
絶
対
に
こ
な
い
で

く
だ
さ
い
」

と
拒
み
ま
し
た
。
清
盛
は
怒
っ
て
暴

れ
ま
し
た
。
川
に
大
波
が
立
っ
て
流
域

に
住
む
人
々
が
た
い
へ
ん
迷
惑
を
し
た

そ
う
で
す
。

宝
剣
を
拾
え
な
か
っ
た
義
経
を
兄
の

頼よ
り

朝と
も

は
憎
み
ま
し
た
。義
経
は
兄
が〝
日

本
一
の
大
天
狗
〞
と
呼
ぶ
後ご

白し
ら

河か
わ

法ほ
う

皇お
う

を
頼
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
見
放
さ
れ
ま

し
た
。
東
国
・
東
北
・
エ
ゾ
（
北
海
道
）

と
逃の

が

れ
、
大
陸
へ
渡
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
に

行
き
、
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
に
な
っ
た
、

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
話
が
義
経
と
同
族
の

源み
な
も
と
の

為た
め

朝と
も

に
も
あ
り
ま
す
。〝
弓
の
名
人
〞

と
い
わ
れ
た
為
朝
は
、
父
為た

め

義よ
し

と
と
も

に
平
家
に
そ
む
い
て
敗
れ
ま
し
た
。

捕
え
ら
れ
て
伊
豆
の
島
に
流
さ
れ
ま

し
た
。
が
、
不
屈
の
か
れ
は
そ
ば
を
流

れ
る
黒
潮
を
利
用
し
、

「
運
を
天
に
ま
か
せ
よ
う
」

と
、
小
舟
に
乗
っ
て
島
を
脱
出
し
ま

し
た
。

流
れ
つ
い
た
の
が
琉
球
（
沖
縄
県
）

で
す
。
沖
縄
本
島
に
〝
運
天
港
〞
と
い

う
標
識
が
立
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま

す
。〝
運
を
天
に
ま
か
せ
た
為
朝
が
漂

着
し
た
所
〞
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
利
用
し
た
琉
球
の
政
治

家
が
、

「
日
琉
（
日
本
と
琉
球
）
の
祖
は
同

じ
で
あ
る
」

と
し
て
、

「
流
れ
つ
い
た
為
朝
は
琉
球
王
に

な
っ
た
」

と
、歴
史
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

源
氏
に
は
敗
れ
て
も
こ
う
い
う
話

（
王
に
な
る
）
が
あ
り
ま
す
が
、
平
家

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
。〝
運
を
天
に
ま
か
せ
た
為
朝
が
漂

こ
の
こ
と
を
利
用
し
た
琉
球
の
政
治

「
日
琉
（
日
本
と
琉
球
）
の
祖
は
同

「
流
れ
つ
い
た
為
朝
は
琉
球
王
に

と
、歴
史
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

源
氏
に
は
敗
れ
て
も
こ
う
い
う
話

（
王
に
な
る
）
が
あ
り
ま
す
が
、
平
家
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第126回
島根県

70歳以降も適した役割で能力を発揮
ポイントスタッフとして専門職を支える

社会福祉法人静
せい

和
わ

会
かい

（島根県出
いず

雲
も

市）
▶創業　1982（昭和57）年
▶業種　 介護事業

（特別養護老人ホームなど）
▶職員数　 148人

（うち正職員数78人）
（60歳以上男女内訳）男性（10人）、女性（31人）
（年齢内訳） 60～64歳 1５人 （10.1％）
 65～69歳 1５人 （10.1％）
 70歳以上 11人 （7.4％）
▶定年・継続雇用制度
定年60歳。67歳まで希望者全員を再雇用。
67歳以降、個別契約によりポイントスタッフ
として働くことができる。最高年齢者は77歳

島
根
県
は
、
日
本
海
を
望
む
中
国
地
方
北
部
に
あ
り
、

東
京
か
ら
は
飛
行
機
で
約
１
時
間
の
距
離
で
す
。
縁
結
び

の
神
様
で
有
名
な
出
雲
大
社
や
世
界
遺
産
の
石い

わ

見み

銀ぎ
ん

山ざ
ん

、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
隠お

岐き

諸
島
、
国
宝
の
松

江
城
な
ど
が
あ
る
日
本
有
数
の
観
光
地
で
す
。

当
機
構
の
島
根
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
関
口
勉つ

と
む

課
長
は
、
県
の
産
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
県
東
部
に
は
、
特
殊
鋼
や
農
業
機
械
、
鋳い

物も
の

、
西
部
に
は

窯よ
う

業ぎ
ょ
う

（
石せ

き

州し
ゅ
う

瓦が
わ
ら

）
や
水
産
加
工
な
ど
の
業
種
が
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
以
降
は
、
島
根

発
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
『
Ｒ
ｕ
ｂｙ
（
ル
ビ
ー
）』
を

中
心
に
し
た
産
業
振
興
施
策
が
推
進
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の

誘
致
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
は
全
国

で
２
番
目
に
少
な
く
、
高
齢
化
率
は
全
国
で
第
５
位
の
高

さ
で
す
。
現
在
、
県
内
企
業
の
約
４
割
が
人
手
不
足
を
課

題
に
あ
げ
て
お
り
、
事
業
主
か
ら
の
相
談
は
、
高
齢
者
の

活
用
に
関
す
る
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
」

慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
む
企
業
も
多
く
、
同
支
部
で

は
そ
う
し
た
企
業
に
対
し
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専

門
知
識
を
持
ち
、
経
験
豊
か
な
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
高
齢
者
雇

用
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
支
部
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
佐
藤
良り

ょ
う

一い
ち

さ
ん
は
、

社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
ナ
ー

活
動
を
通
じ
て
、「
休
み
方
改
革
」
に
よ
る
私
生
活
の
充

実
と
十
分
な
休
養
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
、
さ
ら
に
、
業
務
の
効
率
化
や
総
労
働
時
間
の
削
減
と

い
っ
た
、
人
手
不
足
対
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
企
業
の
先

を
見
す
え
た
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
機
構
の

就
業
意
識
向
上
研
修
※
を
紹
介
す
る
な
ど
、
従
業
員
教
育

を
重
視
し
た
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
佐
藤
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
案
内
で
、
社
会
福
祉
法
人
静
和
会
を
訪
れ
ま
し

た
。

島根県出雲市

★

静和会が運営する「特別養護老人
ホーム清流園」

※　  「就業意識向上研修」の詳細は、当機構ホームページをご覧ください　
https://www.jeed.go.jp/elderly/employer/startwork_services.html
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［佐藤プランナーから］
「高齢社員の活用促進に取り組む際は、一人
ひとりの経験、技能を活かし、生涯現役を
目標にしていただけるような情報提供や相

談・助言ができるように心がけています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆島根支部高齢・障害者業務課の関口課長は佐藤プランナーについ
て、「温厚・誠実な人柄で、プランナーとして長年活躍されています。
常に、研鑽を怠らず、最新の労働関係法令をわかりやすい形で事
業主へ発信し続けるとともに、事業主向けの啓発セミナーでの講
演も積極的に実施しています。相談・援助業務においても、事業
主の立場に立って親身な助言を行っており、その姿勢はプランナー
の手本になっています」と話します。
◆島根支部高齢・障害者業務課は、ＪＲ松江駅から徒歩約 20分。松
江市は、島根県の県庁所在地であり、江戸時代には幕府親藩越前
松平家の城下町として栄えました。なかでも「松平不

ふ
昧
まい
公
こう
」の別

名を持つ松
まつ
平
だいら
治
はる
郷
さと
は、江戸時代の代表的な茶人の 1人といわれて

います。
◆同県では、4人の 65歳超雇用推進プランナーが活動し、専門的な
知識を活かし、高年齢者雇用に関する相談・援助業務を行ってい
ます。2021 年度は、238件の相談・助言に取り組み、55件の制
度改善のための提案を行いました。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●島根支部高齢・障害者業務課
住所：島根県松江市東朝日町267島根職業能力開発促進センター内
電話：0852-60-1677

アドバイザー・プランナー歴 :13年

佐藤良一 プランナー  （66歳）
心
の
こ
も
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
40
年

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清

流
園
お
よ
び
清
流
園
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

運
営
を
は
じ
め
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
訪
問
介

護
、障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
展
開
。理
念
に
、

「
明
る
い
元
気
な
あ
い
さ
つ
」
を
掲
げ
、
地
域
に
密
着
し
た

心
の
こ
も
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、２
０
２
２
（
令

和
４
）
年
に
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
９
８
２（
昭
和
57
）年
に
開
園
し
た
清
流
園
に
は
、

介
護
が
必
要
で
、
家
族
に
よ
る
介
護
が
む
ず
か
し
い
方
が

入
所
し
て
い
ま
す
が
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
体

操
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
取
組
み
を
推
進
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制
限
さ
れ
る
な
か
で
も
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
花
植
え
、
季
節
の
お
楽
し
み
会

な
ど
を
行
い
、
入
所
者
の
自
己
実
現
と
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
の
支
援
に
励
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
、働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
注
力
し
て
お
り
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
に
よ
る
研
修
体
制
の
強
化
、
資
格
取

得
支
援
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
は「
く
る
み
ん
」の
認
定
を
受

け
て
、
女
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
１
０
０
％
、
完
全

職
場
復
帰
率
１
０
０
％
の
ほ
か
、
出
産
時
に
父
親
が
育
児

休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境
整
備
と
休
暇
取
得
の
定
着
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
職

員
の
定
着
率
が
向
上
し
、
人
手
不
足
が
解
消
で
き
た
と
い

い
ま
す
。

1
時
間
か
ら
働
け
る
ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍

同
法
人
の
定
年
年
齢
は
60
歳
、
希
望
者
全
員
を
67
歳
ま

で
再
雇
用
し
、
以
降
は
本
人
と
話
合
い
の
う
え
、
個
別
契

清流園の中山昭美園長 (左 ) と
静和会の人事を担当する佐々木麻美さん
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た
ス
キ
ル
を
発
揮
し
て
活
躍
し
て
い
る
２
人
の
方
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
担
当

榧か
や

野の

員か
ず

雄お

さ
ん（
75
歳
）は
、
72
歳
の
と
き
に
入
職
し
、

勤
続
3
年
。
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
利
用
者
の
依
頼
を
受
け

て
、
病
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
送
迎
す
る

仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
持
病
が
あ
る
人
、
身
体
の
ど
こ
か
に
痛
み
を
抱
え
て

い
る
人
な
ど
も
い
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
、
事
故
防
止
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
さ
ま
に
伝
わ
る
振

助
か
っ
て
い
ま
す
」（
中
山
園
長
）

個
別
契
約
に
よ
り
高
齢
職
員
の
柔
軟
な
働
き
方
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
や
、
働
き
方
の
希
望
な
ど
を
聴
く
工
夫
に

つ
い
て
、人
事
担
当
の
佐さ

さ々

木き

麻ま

美み

さ
ん
に
た
ず
ね
る
と
、

「
日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
、

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
話
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
『
通
院
の
た
め
に
短
時
間
勤
務
に
し
た
い
』、『
家
族
の

介
護
の
た
め
の
休
業
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
』

と
い
う
こ
と
も
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
返
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
２
０
１
６
年
に
初
め
て
静
和
会

を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
は「
60
代
に
加
え
、
50
代
の
比
率

も
高
く
、
高
齢
化
対
策
が
待
っ
た
な
し
」と
感
じ
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
40
歳
以
上
の
希
望
者

全
員
に
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
半
額
を
事
業
者
負
担
で
行
う

こ
と
を
提
案
し
、
静
和
会
で
は
す
ぐ
に
こ
れ
を
実
現
。
実
際

に
制
度
を
活
用
す
る
職
員
が
多
く
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。

「
健
康
管
理
の
強
化
や
、
私
生
活
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
働
き
方
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
注

力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
定
着
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
」と
佐
藤
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
静
和
会
の
取

組
み
を
評
価
し
ま
す
。

今
回
は
、
70
代
で
入
職
し
、
仕
事
や
趣
味
で
つ
ち
か
っ

約
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
「
ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、
身
体
介
護
以
外
を
担
当
し
、

専
門
職
を
支
え
た
り
、
入
所
者
の
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
や

イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
た
り
、
多
様
な
場
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
1
時
間
か
ら
勤
務
可
能
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
て
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

定
年
以
降
の
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
清
流
園
の
中な

か

山や
ま

昭あ
き

美み

園
長
は
、「
64
歳
こ
ろ
ま
で
は
定
年
前
と
同
じ
働

き
方
を
す
る
職
員
が
多
く
、
以
降
は
、
短
時
間
勤
務
に
し

た
り
、
夜
間
勤
務
を
な
く
す
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い

き
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。
高
齢
職
員
に
で
き
る
か
ぎ
り

長
く
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
契

約
の
際
は
本
人
と
十
分
に
話
し
合
い
、
ふ
さ
わ
し
い
役
割

を
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ

な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、
シ
ー
ツ
交
換
の
み
、
イ
ベ
ン

ト
の
み
の
役
割
と
い
う
人
も
い
て
、
採
用
に
あ
た
っ
て
は

仕
事
経
験
に
加
え
、
趣
味
な
ど
も
た
ず
ね
て
、
そ
の
人
に

合
っ
た
役
割
を
見
出
し
て
任
せ
て
い
ま
す
。
70
代
の
採
用

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
高
齢
者
は
人
生
経
験
が
豊
富
で
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
高
い
方
が
多
く
、
ま
た
、
多
趣
味

だ
っ
た
り
、
入
所
者
や
利
用
者
と
年
齢
が
近
か
っ
た
り
し

て
、共
通
点
を
多
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

当
法
人
で
は
高
齢
職
員
の
力
が
必
要
で
す
し
、
た
い
へ
ん

ヘルパーとして
送迎サービスを担当する
榧野員雄さん
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動
が
な
る
べ
く
小
さ
く
な
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
車
に
乗
っ
て
ま
た
外
へ
出
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
榧
野
さ
ん
。

前
職
は
、
国
宝
・
松
江
城
の
お
堀
を
遊
覧
す
る
「
堀
川

め
ぐ
り
」の
船
頭
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
安
全
走
行
し
な

が
ら
、
観
光
案
内
や
唄
を
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
船

頭
も
、
い
ま
の
仕
事
も
、
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
や
り
が
い

に
な
り
ま
す
。
船
頭
の
経
験
を
こ
の
仕
事
に
活
か
せ
て
い

る
と
も
感
じ
ま
す
」（
榧
野
さ
ん
）

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
の
方
の
通
院
を
週
3
回

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
と
き
、
車
内
で
安や

す

来ぎ

節ぶ
し

を
歌
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
硬
か
っ
た
そ
の
方
の
表
情
が
だ
ん
だ
ん

や
わ
ら
ぎ
、
話
や
手
拍
子
ま
で
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。「
ご
家
族
か
ら
も
喜
ば
れ
ま
し
た
」

と
榧
野
さ
ん
は
笑
顔
に
な
り
、「
こ
の
歳
で
仕
事
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
事
故
な

く
、
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。『
や
る
ぞ
！
』
と
い
う
気

持
ち
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

入
所
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
力
に

清
流
園
の
ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
高
橋
明
美

さ
ん
（
76
歳
）
は
、
２
０
２
２
年
2
月
、
75
歳
で
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

理
容
師
免
許
を
持
ち
、約
40
年
間
、理
髪
店
を
経
営
し
、

60
歳
で
引
退
し
て
か
ら
は
、
長
年
の
趣
味
の
園
芸
な
ど
に

い
そ
し
む
か
た
わ
ら
、
寄
せ
植
え
教
室
の
講
師
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
再
び
仕
事
を
し
た
い

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。「
70
歳
を
過
ぎ
て
仕
事
を
見
つ
け

る
の
は
む
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
清
流
園
で

働
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
働
き
は
じ
め
て
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
に
こ
や
か
に
話
し
ま

す
。現

在
は
３
日
間
働
い
て
1
〜
２
日
休
む
と
い
っ
た
ペ
ー

ス
で
、
勤
務
時
間
は
9
〜
12
時
。
施
設
の
入
所
者
が
ラ
ジ

オ
体
操
後
に
行
う
運
動
系
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

と
お
茶
入
れ
、
園
内
放
送
の
Ｄ
Ｊ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
園
内
放
送
は
、
話
す
内
容
を
考
え
、
原
稿
を
書
い
て

マ
イ
ク
の
前
に
座
り
ま
す
。
８
人
ほ
ど
で
順
番
に
行
っ
て

い
ま
す
」（
高
橋
さ
ん
）。
高
橋
さ
ん
の
放
送
回
で
は
、
花

を
話
題
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
毎
回
そ
の
日
の
花
と
花
言

葉
を
語
り
、
誕
生
日
の
方
へ
お
祝
い
を
述
べ
て
、「
今
日
、

素
敵
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
っ
て
締
め
く
く

る
そ
う
で
す
。「
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、最
近
で
は『
だ

い
ぶ
上
手
に
な
っ
た
ね
』と
入
所
者
の
方
に
ほ
め
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
歳
で
も
ほ
め
て
も
ら
え

る
の
で
す
。
み
な
さ
ま
に
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
私
も
よ
い
言
葉
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
健
康
第
一
で
、
1
日
で
も
長
く
こ
の
仕
事
を
続

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
す
て
き
な
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
の
存
在
や
言
葉
が
、
高
齢
職
員
を
よ
り
元
気
づ

け
て
い
る
こ
と
が
2
人
の
お
話
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
佐
藤
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、「
す
ば
ら
し
い
働
き
方
で
す
」

と
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

同
法
人
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施

設
を
２
０
２
３
年
5
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
建
設
中
で

す
。
こ
れ
か
ら
多
世
代
の
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
て
い
く
見
込

み
の
な
か
、
中
山
園
長
は
高
齢
職
員
に
寄
せ
る
期
待
を
次

の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

「
健
康
で
、
毎
日
明
る
く
和
気
あ
い
あ
い
と
働
い
て
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
当
法
人
と
し
て
も
、
よ
り
働
き
や
す

い
職
場
を
目
ざ
し
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

自宅で育てて咲いた花を
清流園に飾る、
ポイントスタッフの
高橋明美さん
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看
護
の
道
か
ら
専
業
主
婦
の
世
界
に

私
は
福
島
県
い
わ
き
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。い
ま
、

テ
レ
ビ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
源
氏

ゆ
か
り
の
源
義
家
の
和
歌
で
名
高
い
勿な

来こ
そ

の
関せ

き

の
す

ぐ
近
く
で
す
。
上
京
し
て
世
田
谷
区
内
に
あ
っ
た
看

護
の
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
父
が
事
故
で
入

院
し
た
と
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
さ
ん
の
や

さ
し
い
姿
に
触
れ
た
こ
と
が
同
じ
道
に
進
む
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

２
年
間
学
ん
だ
後
、
都
内
の
病
院
に
就
職
し
ま
し

た
。
当
時
の
看
護
師
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
検

査
の
仕
事
な
ど
も
担
当
し
ま
し
た
。激
務
で
し
た
が
、

患
者
さ
ん
と
の
日
々
の
語
ら
い
や
病
気
が
癒い

え
て
退

院
さ
れ
て
い
く
と
き
の
笑
顔
に
出
会
う
た
び
、
看
護

の
道
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
た
も
の
で

し
た
。

し
か
し
、
人
生
に
は
転
機
が
あ
り
ま
す
。
縁
あ
っ

て
26
歳
で
結
婚
、
退
職
し
て
専
業
主
婦
と
な
り
ま
し

た
。
い
ま
、
私
の
娘
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
て
お
り
、
女
性
が
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
自
分
の

や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る
時
代
を
う
ら
や
ま
し
く
思

い
ま
す
が
、
当
時
の
私
は
家
庭
に
入
っ
た
こ
と
に
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か

り
向
き
合
う
時
間
を
重
ね
ら
れ
た
こ
と
は
何
物
に
も

代
え
が
た
い
大
切
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
も
積
極
的
に
引
き
受
け
、
そ
こ

で
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

「
娘
は
い
ま
、
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」と
小

須
賀
さ
ん
。
専
業
主
婦
の
道
に
悔
い
は
な
い
け
れ
ど
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
奮
闘
す
る
娘
さ
ん
に
エ
ー
ル

を
送
る
声
は
や
さ
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。

パ
ー
ト
と
し
て
四
半
世
紀

26
歳
で
出
産
し
た
後
、
一
時
期
故
郷
の
い
わ
き
市

に
戻
り
、
５
年
ほ
ど
暮
ら
し
ま
し
た
。
い
わ
き
市
は

と
て
も
よ
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
こ
れ
か
ら
の

生
活
を
考
え
る
と
都
会
に
出
る
べ
き
だ
と
考
え
、
縁

あ
っ
て
埼
玉
県
八や

潮し
お

市
に
転
居
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
八
潮
市
で
貨
物
運
送
事
業
を
手
が
け
て
い
た
大
熊

運
輸
株
式
会
社
の
大
熊
淳
社
長
と
従
弟
同
士
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
夫
は
大
熊
社
長
の
仕
事
を
手
伝
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

大
熊
運
輸
株
式
会
社
は
、
一
般
貨
物
運
送
事
業
を

展
開
す
る
一
方
、
会
社
の
敷
地
内
に
作
業
所
を
新
設

し
て
、
荷
主
企
業
さ
ん
か
ら
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
作
業
の

請
負
を
開
始
し
ま
す
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
作
業
と
は
、

す
で
に
包
装
さ
れ
た
食
品
な
ど
を
手
際
よ
く
化
粧
箱

に
詰
め
る
作
業
の
こ
と
で
、
食
品
な
ど
を
直
接
梱
包

す
る
「
一
次
包
装
」
に
対
し
、「
二
次
包
装
」
と
い

わ
れ
る
作
業
で
す
。
請
負
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
人

手
不
足
と
な
り
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
私
に
「
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
本
音

を
い
え
ば
夫
と
同
じ
職
場
は
避
け
た
か
っ
た
の
で
す

が
、体
を
動
か
す
こ
と
は
好
き
で
す
か
ら
、思
い
切
っ

オークマプラス
株式会社

パート従業員

小
こ  す  が

須賀ミイ子さん

77

小
こ

須
す

賀
が

ミイ子さん（71歳）は子育てを終えて現在の会社に入社。パート
従業員として現場の第一線に立ち続けている。女性中心の職場で、働く仲間
といたわり合いながらだれもが活き活きと、長く働き続けることができる
職場環境の創出に力を注ぐ小須賀さんが生涯現役の秘訣を語る。
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て
パ
ー
ト
と
し
て
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
46
歳
の

再
出
発
で
し
た
。

入
社
と
同
時
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
洋
菓
子
の

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
作
業
や
お
中
元
・
お
歳
暮
の
梱
包
作

業
現
場
の
責
任
者
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
軽
い
気
持
ち

で
働
き
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
が
つ
け
ば
四

半
世
紀
と
い
う
時
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

１
日
に
数
千
個
の
商
品
を
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、

「
朝
の
段
取
り
が
肝
心
だ
」
と
小
須
賀
さ
ん
。
少
し
早

め
に
出
勤
す
る
習
慣
は
い
ま
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

同
僚
た
ち
は
、
小
須
賀
さ
ん
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ

て
い
る
。

目
標
の
先
輩
た
ち
が
い
る
喜
び

私
は
い
ま
、
梱
包
事
業
を
分
社
化
し
た
オ
ー
ク
マ

プ
ラ
ス
株
式
会
社
の
パ
ー
ト
従
業
員
で
す
。
こ
の
会

社
で
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
作
業
や
委
託
梱
包
作
業
に
従

事
す
る
の
は
全
員
が
女
性
パ
ー
ト
従
業
員
で
す
。
現

在
29
人
が
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
が
、
最
高
齢
は

74
歳
の
鳥
山
か
つ
子
さ
ん
、
も
う
一
人
私
の
上
に
は

73
歳
の
佐
々
木
千
代
さ
ん
が
い
ま
す
。
鳥
山
さ
ん
は

勤
続
23
年
、
佐
々
木
さ
ん
は
21
年
と
そ
れ
ぞ
れ
長
く

働
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
66
歳
以
上
の
人
が
私
を
含

め
６
人
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
５
人
が
勤
続
20
年
を

超
え
て
い
ま
す
。
私
が
今
日
ま
で
が
ん
ば
っ
て
働
き

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
目
標
と
す
る
先
輩
た
ち
の

背
中
を
追
い
か
け
て
き
た
か
ら
で
す
。

会
社
の
定
年
は
60
歳
、
希
望
す
れ
ば
全
員
が
75
歳

ま
で
継
続
雇
用
さ
れ
ま
す
。
特
別
な
定
期
的
面
談
と

い
っ
た
も
の
は
な
く
、む
し
ろ
私
た
ち
の
方
か
ら「
そ

ろ
そ
ろ
辞
め
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と
社
長
に

相
談
す
る
と
、「
仕
事
し
て
い
な
い
と
早
く
ボ
ケ
ま

す
よ
」
と
引
き
止
め
ら
れ
ま
す
。
と
に
か
く
職
場
の

雰
囲
気
が
明
る
い
の
で
、
一
人
で
家
に
い
る
よ
り
、

み
ん
な
と
楽
し
く
働
き
た
い
と
い
う
の
が
本
音
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
食
品
を
扱
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
作
業
中
は
た
い
へ
ん
緊
張
し
ま
す
。
と
り
わ

け
詰
合
せ
作
業
で
は
化
粧
箱
に
髪
の
毛
一
本
で
も
落

と
さ
な
い
た
め
に
だ
れ
も
が
気
を
引
き
締
め
て
い
ま

す
。
緊
張
の
時
間
と
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
和

や
か
な
時
間
が
あ
る
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

就
業
時
間
は
９
時
30
分
か
ら
16
時
。
昼
休
み
に
は

食
堂
に
全
員
が
集
う
。「
昼
休
み
が
長
い
と
食
事
の

後
眠
く
な
る
か
ら
45
分
が
ベ
ス
ト
」
と
い
う
説
に
妙

に
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

い
た
わ
り
合
い
支
え
合
う
こ
と

比
較
的
年
齢
層
の
高
い
職
場
で
す
が
、
仲
間
の
な

か
に
は
30
代
の
若
い
世
代
も
い
ま
す
。
仲
間
29
人
の

年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
子
育
て
で
悩
む
若
い
人
が
お

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
人
生
の
ベ
テ
ラ
ン
の
話
に
耳
を

傾
け
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。
午
前
中
だ
け
の
勤
務

や
午
後
か
ら
の
出
社
も
可
能
で
柔
軟
に
働
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
い
ま
は
お
歳
暮
や
来
年
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
で
忙
し
い
の
で
す
が
、

こ
の
仕
事
は
閑
散
期
が
あ
り
、
長
く
休
め
る
時
期
も

あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
長
く
働
け
る
秘
訣
に
あ
げ

る
人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
突
発
的
な
こ
と
が
起
き

た
と
き
に
休
み
や
す
い
よ
う
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は

組
ん
で
い
ま
せ
ん
。
だ
れ
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
か
ら
、
い
た
わ
り
合
い
支
え
合
う
こ

と
で
働
き
や
す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
す
。
う
ち
の

作
業
は
流
れ
作
業
で
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
作
業
を
分

け
て
い
る
の
で
効
率
的
で
、
そ
の
日
の
目
標
を
達
成

す
る
よ
う
に
全
員
が
努
力
し
、
そ
の
結
果
得
る
達
成

感
は
働
く
喜
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

休
日
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
私
は
土
日
が
お
休
み
で

す
。
休
み
の
日
は
夫
や
仲
間
た
ち
と
買
い
物
に
出
か

け
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
鳥
山
さ
ん
は
歩
く

こ
と
が
大
好
き
で
近
隣
だ
け
で
な
く
都
内
ま
で
足
を

延
ば
し
て
散
策
し
て
い
る
の
で
、
と
き
ど
き
案
内
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

特
別
な
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
を
読
む
こ
と

は
大
好
き
で
す
。
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
瀬せ

戸と

内う
ち

寂じ
ゃ
く

聴ち
ょ
う

さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。
作
品
は

も
と
よ
り
、
最
後
ま
で
凛
と
し
て
い
た
生
き
方
に
も

憧
れ
ま
す
。
私
も
寂
聴
さ
ん
の
よ
う
に
背
筋
を
伸
ば

し
て
生
き
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
涯
現
役
の
人
生
も
な
か
な
か
楽
し
い
か
な
と
思

う
こ
の
ご
ろ
、
明
日
も
人
よ
り
ほ
ん
の
少
し
早
く
出

社
し
て
、
素
敵
な
仲
間
た
ち
を
笑
顔
で
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。



定
年
延
長
に
と
も
な
う

退
職
金
制
度
の
見
直
し
方
法

1雇
用
延
長
に
と
も
な
っ
て
人
事
制
度
（
等
級・評
価・

賃
金
制
度
）
の
見
直
し
を
行
う
際
、
企
業
に
よ
っ
て
は

退
職
金
制
度
の
見
直
し
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
特
に
、

定
年
延
長
に
と
も
な
っ
て
退
職
金
の
計
算
期
間
を
延
ば

す
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
は
企
業
側
に
と
っ
て
非
常
に

む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。

各
社
が
採
用
し
て
い
る
退
職
金
制
度
の
内
容
に
よ
っ

て
も
検
討
す
べ
き
課
題
は
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
退
職
一
時
金
制
度
を
例
に
と
る
と
、
大
半
の

企
業
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
最
終
給
与
比
例
方
式
」（
退

職
金
の
支
給
額
が
、
退
職
時
の
基
本
給
×
勤
続
年
数
に

応
じ
た
支
給
率
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
）
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
は
、
一
般
的
に
退
職
金
の
カ
ー

ブ
は
勤
続
年
数
が
長
く
な
る
ご
と
に
上
昇
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
仮
に
60
歳⇒

65
歳
へ
の
定
年

延
長
に
よ
っ
て
5
年
間
退
職
金
の
計
算
期
間
が
延
長
さ

れ
る
（
そ
の
間
に
基
本
給
が
増
加
し
、
勤
続
年
数
別
の

支
給
率
が
増
加
す
る
）
こ
と
に
な
る
と
、
会
社
の
想
定

以
上
に
退
職
金
の
負
担
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
（
図
表
１
）。

も
ち
ろ
ん
、
上
記
は
か
な
り
一
般
化
し
た
モ
デ
ル
で

あ
り
、
退
職
金
制
度
の
詳
細
、
設
計
方
針
は
各
企
業
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
仮
に
定
年
延
長
に
と
も
な
っ

て
退
職
金
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
高
齢
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
た
め
許
容
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
投
資
と
し
て
と
ら
え
る
企
業
も
存
在
す

る
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
総
額
人
件
費
の
上
昇
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
企
業
が
大
半
で
し
ょ
う

し
、
退
職
金
制
度
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
定
年
延

長
の
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
企
業
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
社
の
退
職
金
制
度
の
運
用
方
法
と
し
て
企

業
年
金
制
度
（
こ
こ
で
は
、
確
定
給
付
企
業
年
金
＝

D
B
お
よ
び
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
＝
D
C
を
想

定
）
を
採
用
し
て
い
る
企
業
に
お
い
て
は
、
見
直
し
に

あ
た
っ
て
法
令
上
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
よ
り
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント

制度、
仕組みづくり生涯現役時代生涯現役時代のの

退
職
金
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
よ
う
！

株式会社新経営サービス 人事戦略研究所　マネージングコンサルタント　森中 謙介
　高齢社員活用施策の一環として雇用延長を行うにあたり、一般的に退職金制度の見直し
は大きな課題となります。例えば 60 歳から 65 歳へ定年延長を行う場合で、退職金の計
算を 5 年間延長すれば、退職金が大幅に増加する企業が増えるでしょう。社員にとっては
メリットが大きい反面、会社側としては経営に与える影響を慎重に考える必要があります。
　第５回では、定年延長のケースを中心に、定年再雇用の場合も含めて、退職金制度の 
見直しを行う際のポイントについて解説を行います。

5第 回



定
年
延
長
に
と
も
な
う

退
職
一
時
金
制
度
の
見
直
し

2ま
ず
、
定
年
延
長
に
と
も
な
う
退
職
一
時
金
制
度
の

見
直
し
方
法
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
前

提
と
し
て
、
定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
延
長
す
る

ケ
ー
ス
を
考
え
ま
す
。中
心
と
な
る
検
討
ポ
イ
ン
ト
は
、

60
歳
以
降
の
部
分
に
つ
い
て
退
職
金
の
増
額
を
行
う
か

ど
う
か
で
あ
り
、
基
本
方
針
と
し
て
は
大
き
く
以
下
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
表
2
）。

①�

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
増
額
し
、
65
歳
時
点
で
退
職

金
を
確
定
す
る

②�

60
歳
時
点
で
退
職
金
を
確
定
し
、
60
歳
以
後
の
５
年

間
は
据
え
置
き
と
す
る

③�

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
増
額
し
、
65
歳
時
点
で
退
職

金
を
確
定
す
る
が
、
60
歳
以
前
の
退
職
金
カ
ー
ブ
を

改
定
す
る
こ
と
で
、
定
年
延
長
前
と
同
じ
水
準
を
維

持
す
る

①
～
③
の
各
方
式
の
特
徴
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う

い
っ
た
企
業
に
適
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
簡
単
に
み
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

①�

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
増
額
し
、
65
歳
時
点
で
退
職

金
を
確
定
す
る

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
積
み
増
す
方
法
に
な
り
ま

す
。定
年
延
長
に
と
も
な
っ
て
、高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
高
い
確
率
で
見
込
め
ま
す
が
、
一
方

で
総
額
人
件
費
の
上
昇
が
経
営
を
圧
迫
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
こ
の
方
法
を
選
択
す
る
企
業
は
相
対
的
に

少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
元
々
の
退
職
金
水
準
が
低
い
こ
と
を
課

題
視
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
高
齢
社
員
の
戦
力
化
を
実

現
す
る
た
め
の
短
期
的
な
投
資
と
と
ら
え
る
企
業
で

あ
っ
て
、
コ
ス
ト
増
加
分
を
賄
え
る
だ
け
の
原
資
を
捻

出
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
方
法
を
選
択
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
の
方
法
に
よ
る
場
合
、
退
職
金
の
算
定
方
式
に
つ

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
設
計
上
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
般
的
な
最
終
給
与
比
例
方
式
で
あ
れ
ば
、
単
純

に
旧
制
度
の
適
用
期
間
を
延
長
す
る
だ
け
だ
と
、
定
年

延
長
に
よ
り
勤
続
年
数
別
支
給
率
が
大
き
く
引
き
上
が

り
、
会
社
が
想
定
し
て
い
る
以
上
に
退
職
金
負
担
が
上

昇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
60
歳
以
後
も
昇
給
を
行

う
場
合
は
、
さ
ら
に
増
加
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
避
け
る
た
め
に
、
既
存
の
給
与
制
度
を
含
め
て
退
職

金
制
度
を
変
更
し
、
例
え
ば
「
60
歳
以
後
は
昇
給
を
行

わ
な
い
」、「
60
歳
以
後
は
勤
続
年
数
別
支
給
率
を
マ
イ

ナ
ス
調
整
す
る
」
と
い
っ
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、

定
年
延
長
に
よ
る
過
度
な
退
職
金
の
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

い
わ
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金
制
度
（
退
職
金
の
支

給
額
が
、
勤
続
年
数
、
等
級
、
役
職
等
の
要
素
に
つ
い

て
一
定
期
間
ご
と
に
社
員
に
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の

エルダー43

図表1　定年延長にともなう退職一時金の増加イメージ（最終給与比例方式）

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料

旧制度（60歳定年）

年齢 基本給 勤続年数 支給率 退職金額

55 380,000 30 19.0 7,220,000

56 385,000 31 20.5 7,892,500

57 390,000 32 22.0 8,580,000

58 395,000 33 23.5 9,282,500

59 400,000 34 25.0 10,000,000

60 405,000 35 26.5 10,732,500

61 ー ー ー ー

62 ー ー ー ー

63 ー ー ー ー

64 ー ー ー ー

65 ー ー ー ー

新制度（65歳定年）

年齢 基本給 勤続年数 支給率 退職金額

55 380,000 30 19.0 7,220,000

56 385,000 31 20.5 7,892,500

57 390,000 32 22.0 8,580,000

58 395,000 33 23.5 9,282,500

59 400,000 34 25.0 10,000,000

60 405,000 35 26.5 10,732,500

61 408,000 36 28.0 11,424,000

62 411,000 37 29.5 12,124,500

63 414,000 38 31.0 12,834,000

64 417,000 39 32.5 13,552,500

65 420,000 40 34.0 14,280,000

高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント生涯現役時代生涯現役時代のの



累
計
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
）
の
場
合
は
、
最
終
給
与
比

例
方
式
よ
り
も
柔
軟
な
設
計
が
し
や
す
い
側
面
が
あ
り

ま
す
。
勤
続
年
数
や
等
級
、
役
職
な
ど
、
ど
う
い
っ
た

要
素
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
設
定
し
て
い
る
か
に
も
よ
り

ま
す
が
、「
60
歳
以
後
は
勤
続
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
な

い
」、「
60
歳
以
後
は
等
級
ポ
イ
ン
ト
を
70
%
水
準
に

す
る
」
と
い
っ
た
方
法
に
よ
り
、
退
職
金
の
上
昇
幅
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

②�

60
歳
時
点
で
退
職
金
を
確
定
し
、
60
歳
以
後
の
５
年

間
は
据
え
置
き
と
す
る

定
年
延
長
を
行
う
前
と
同
じ
退
職
金
水
準
を
維
持
す

る
方
法
で
す
。
残
り
５
年
間
分
の
退
職
金
の
増
加
を
抑

制
で
き
る
た
め
、
こ
の
方
法
を
選
択
す
る
企
業
は
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
社
員
側
と
し
て
は
定
年
延

長
に
よ
り
退
職
金
が
増
加
す
る
こ
と
を
当
然
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
の
点
が
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
説
明
方
法
に

は
工
夫
が
必
要
で
す（
例
え
ば
、定
年
延
長
に
と
も
な
っ

て
退
職
金
自
体
は
増
加
し
な
い
が
、
給
与
水
準
が
増
加

す
る
た
め
生
涯
賃
金
ベ
ー
ス
で
は
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
）。

③�

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
増
額
し
、
65
歳
時
点
で
退
職

金
を
確
定
す
る
が
、
一
方
で
60
歳
以
前
の
退
職
金

カ
ー
ブ
を
改
定
す
る
こ
と
で
、
定
年
延
長
前
と
同
じ

水
準
を
維
持
す
る

60
歳
以
後
も
退
職
金
を
増
額
し
ま
す
が
、
60
歳
以
前

の
退
職
金
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定

年
延
長
後
の
65
歳
時
点
の
退
職
金
を
定
年
延
長
前
と
同

水
準
に
す
る
方
法
で
す
。
会
社
と
し
て
は
退
職
金
負
担

の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

ベ
ー
ス
と
な
る
退
職
金
制
度
を
大
幅
に
見
直
す
こ
と
に

な
る
た
め
制
度
設
計
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

や
、
制
度
導
入
時
に
一
時
的
に
退
職
金
が
減
額
に
な
る

社
員
（
退
職
金
カ
ー
ブ
を
寝
か
せ
る
た
め
、
60
歳
時
点

の
退
職
金
水
準
は
旧
制
度
時
よ
り
下
が
る
）
に
対
す
る

経
過
措
置
の
設
定
な
ど
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
な
事
項

も
多
く
な
り
ま
す
。
定
年
延
長
に
と
も
な
っ
て
全
社
的

な
人
事
制
度
を
一
か
ら
見
直
す
（
退
職
金
だ
け
で
な
く

給
与
カ
ー
ブ
も
見
直
す
）
予
定
が
あ
り
、
か
つ
制
度
設

計
に
十
分
な
期
間
を
設
け
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
企
業
で

あ
れ
ば
選
択
肢
に
入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
限
定
的

で
あ
り
、
こ
の
方
法
を
選
択
す
る
企
業
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。定

年
後
再
雇
用
制
度
で
活
用
で
き
る

第
２
退
職
金
制
度

3こ
こ
ま
で
見
て
き
た
定
年
延
長
の
場
合
と
は
異
な

り
、
一
般
的
な
定
年
後
再
雇
用
制
度
（
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
に
定
め
る
継
続
雇
用
制
度
）
を
採
用
し
て
い
る

企
業
に
お
い
て
も
退
職
金
制
度
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る

例
が
あ
り
ま
す
。

60
歳
定
年
の
企
業
が
定
年
後
再
雇
用
制
度
を
採
用
し

て
い
る
場
合
、
厳
密
に
は
60
歳
時
点
で
一
度
退
職
と
な

2022.12 44

入社

現行制度水準 現行制度水準

据置

現行制度水準

60歳 65歳 入社 60歳 65歳 入社 60歳 65歳

1 2 3

図表2　定年延長にともなう退職一時金制度の見直し方針

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料



り
、
退
職
金
も
確
定
し
て
支
払
い
が
ス
タ
ー
ト
す
る
た

め
、
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
期
間
に
つ
い
て
は
別
途
退
職

金
が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
は
、

会
社
側
は
定
年
延
長
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
退
職
金
負
担

の
上
昇
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
雇
用

期
間
に
関
し
て
は
別
途
退
職
金
制
度
を
設
け
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
高
齢
社
員
の
再
雇

用
期
間
に
対
す
る
勤
続
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
定
年
再
雇
用
期
間
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
別

枠
の
退
職
金
制
度
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、「
第

２
退
職
金
制
度
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

図
表
3
の
よ
う
な
運
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。

メ
イ
ン
の
退
職
金
制
度
と
は
異
な
り
柔
軟
な
制
度
設

計
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
会
社
側
に
と
っ
て
は
運
用
が

行
い
や
す
い
制
度
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
退
職
金
の
水

準
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
水
準
を
設
定
す
る
必
要

は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
社
員
側
と
し
て
も
、
再
雇
用
期
間
に
関
し
て
の

人
事
評
価
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
す
る
た
め
、
再
雇
用

期
間
中
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
再
雇
用
期
間
を

満
了
す
る
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
仕

組
み
で
す
。

自
社
に
お
け
る
高
齢
社
員
活
用
方
針
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

4以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
雇
用
延
長
に
と
も

な
う
退
職
金
制
度
の
見
直
し
方
法
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
ま
し
た
。

各
社
で
の
実
際
の
取
組
み
に
お
い
て
は
、
制
度
設
計

の
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
と
も
す

る
と
技
術
論
が
先
行
し
て
し
ま
い
、
自
社
に
お
け
る
高

齢
社
員
活
用
の
方
針
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
懸

念
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
定
年
延
長
を
考
え
る
企
業
の
大
半
は
、
給
与

水
準
の
引
き
上
げ
は
行
っ
た
と
し
て
も
、
退
職
金
ま
で

引
き
上
げ
る
余
裕
の
あ
る
企
業
は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
、
今
回
紹
介
し
た
パ
タ
ー
ン

の
な
か
で
は
、
60
歳
時
点
で
退
職
金
の
計
算
は
据
え
置

き
に
す
る
方
法
が
多
く
選
択
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。も

ち
ろ
ん
そ
の
方
法
自
体
は
現
実
的
な
選
択
肢
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
自
社
に
お
け
る
短
期
～

中
長
期
の
高
齢
社
員
活
用
の
方
針
に
沿
っ
た
決
断
が
求

め
ら
れ
ま
す
（
高
齢
社
員
活
用
方
針
の
検
討
方
法
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
２
年
８
月
号
〈
本
連
載
第
１
回
〉
を

参
照
※
）。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
少
し
で
も

実
現
す
る
た
め
に
、
少
額
で
も
60
歳
以
後
の
退
職
金
の

積
み
増
し
を
戦
略
的
に
行
う
企
業
が
あ
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
を
検
討
の
土
台
に
上
げ

て
最
適
な
方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
常
に
「
自
社
に
お
け
る
高
齢
社
員
活
用
の
方
針
に

立
ち
返
る
」
と
い
う
姿
勢
は
崩
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

※　�本連載の第 1 回は当機構ホームページからもご覧いただけます　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/202208.html
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＜ポイント表＞

図表3　第２退職金制度事例の概要

※ 新経営サービス人事戦略研究所作成資料

制度概要

・ポイント積み上げ方式の退職金制度
・再雇用期間中、契約更新時にポイントを算出し、退職時まで積み上げる
・ポイント単価：１万円
・ポイント表：下記参照
・計算式：ポイント（再雇用後の勤続年数分）×１万円

計算式 ・累計ポイント（再雇用期間の勤続年数分）×ポイント単価

計算例
・�再雇用期間（５年間）の評価ランクが「Ｂ、Ａ、Ｂ、Ｓ、Ｂ」の場合�
10 ｐ＋ 15ｐ＋ 10ｐ＋ 20ｐ＋ 10ｐ＝ 65ｐ

・再雇用期間（５年間）の第２退職金合計：65ｐ×１万円＝ 65万円

評価ランク S A B C D

ポイント 20 15 10 5 0

高齢社員活躍支援高齢社員活躍支援ののポイントポイント生涯現役時代生涯現役時代のの



自
動
車
通
勤
の
制
限

1通
勤
は
、
労
働
者
に
よ
る
労
務
提
供
の
前
提
と
な

る
義
務
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は
原
則
と
し
て
自
由
で

す
。
た
だ
し
、
通
勤
手
段
を
就
業
規
則
に
お
い
て
定

め
て
お
く
場
合
、
そ
の
内
容
が
合
理
的
な
内
容
で
あ

れ
ば
、
労
働
契
約
の
内
容
と
な
り
、
労
働
者
に
は
そ

れ
に
し
た
が
っ
て
通
勤
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。
例

え
ば
、
公
共
交
通
機
関
を
用
い
る
よ
う
に
規
定
し
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
し
た
が
う
義
務
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
在

宅
勤
務
に
適
さ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
65
歳
の
社
員

が
自
動
車
通
勤
を
希
望
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
就
業

規
則
に
お
い
て
、
自
動
車
通
勤
を
認
め
て
お
り
、
こ

れ
を
許
可
す
る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
特
段
の
制
限

を
設
け
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
許
容
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
適
さ
な
い
状
態
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
会
社
は
在
宅
勤
務
用
に
自
宅
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
て
お
ら
ず
、
社
員
が
自
宅

に
用
意
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
利
用
さ
せ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
改

善
を
求
め
る
こ
と
は
、
私
的
な
契
約
関
係
や
費
用
を

当
該
社
員
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
変化するうえ、ときには重要な判例も出されるため、日々情報収集することは欠かせません。
本連載では、こうした法改正や重要判例の理解をはじめ、人事労務担当者に知ってもらいたい
労働法などを、Q＆A形式で解説します。
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知っておきたい
労働法

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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年
齢
に
よ
り
一
律
に
通
勤
方
法
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
不
合
理
な
労
働
条
件
の
変
更
ま
た
は

差
別
的
取
扱
い
と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
就
労
継
続
が
可
能
な
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
前
提
に
、
自
動
車
通
勤
に
よ
る
危
険
性
と
比
較
考
量
し
た
う
え
で
個
別
に

許
可
し
な
い
方
法
を
と
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

A
自
動
車
通
勤
に
年
齢
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か

当
社
で
は
通
勤
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
在
宅
勤
務
も
し
く
は
自
動
車
に
よ
る
通
勤
を
認
め

て
い
ま
す
。「
自
宅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
在
宅
勤
務
に
適
さ
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
65

歳
の
あ
る
社
員
か
ら
自
動
車
通
勤
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
通
勤
に
一
定
年
齢
の
制
限

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
を
含
む
自
動
車
通
勤
を
許
可
す
る
た
め
に

必
要
な
管
理
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 1



た
と
え
、
労
働
契
約
関
係
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、
こ

の
よ
う
な
私
的
な
契
約
関
係
ま
で
変
更
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
が
不
適
切
な
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
作
業
効
率
が

低
下
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
な
ど
へ
の
参
加
も
困
難
ま
た

は
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
が
で
き
な
い
な
ど
の
支
障

が
生
じ
、
そ
の
こ
と
が
自
身
の
人
事
評
価
に
直
結
す

る
お
そ
れ
も
あ
る
以
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整

わ
な
い
ま
ま
、
自
動
車
通
勤
で
は
な
く
、
在
宅
勤
務

を
行
う
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
就
業
規
則
に
お
い
て
自
動
車
通
勤

を
認
め
な
が
ら
特
段
の
制
限
も
行
っ
て
い
な
い
と
き

は
、
当
該
社
員
の
み
自
動
車
通
勤
を
拒
み
、
労
務
提

供
の
方
法
を
在
宅
勤
務
に
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の

自
動
車
通
勤
の
一
律
制
限

2一
定
の
年
齢
を
基
準
と
し
て
、
自
動
車
通
勤
を
行

わ
せ
る
こ
と
を
一
律
に
制
限
す
る
こ
と
は
可
能
で

し
ょ
う
か
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
報
道
さ
れ

る
機
会
も
あ
り
、
運
転
免
許
証
の
返
納
な
ど
の
話
題

も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故

の
程
度
が
大
き
け
れ
ば
、
在
籍
し
て
い
る
会
社
も
報

道
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
運
転
免
許

証
の
返
納
制
度
を
利
用
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
高

齢
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
加
齢
と

と
も
に
動
体
視
力
や
判
断
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
動
車
事
故
の
発
生
確
率
が
上
昇
す
る
関
係
に

あ
る
以
上
、
年
齢
に
よ
る
制
限
の
必
要
性
自
体
は
肯

定
で
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
不

利
益
の
程
度
が
大
き
け
れ
ば
、
就
業
規
則
に
お
い
て

自
動
車
通
勤
の
年
齢
制
限
を
設
け
る
変
更
は
、
就
業

規
則
の
不
利
益
変
更
と
し
て
無
効
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

高
齢
者
に
一
律
の
自
動
車
通
勤
制
限
を
設
け
る
こ

と
は
、
労
働
者
に
ど
の
よ
う
な
不
利
益
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
通
勤
が
困
難
な

場
所
に
会
社
が
所
在
し
て
い
る
場
合
は
、
事
実
上
、

在
宅
勤
務
以
外
に
選
択
肢
が
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
在
宅
勤
務
に
適
し
た
環
境
で
は
な
い
高
齢

者
に
と
っ
て
は
、
労
務
提
供
自
体
が
困
難
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
運
転
の
能
力
が
一
定
年
齢
で
一
律

に
喪
失
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
免
許
の
返
納
制
度
を
見
て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
返
納
を
自
主
的
に
判
断
す
る
も
の

と
さ
れ
、
一
定
年
齢
に
到
達
し
た
際
の
義
務
と
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
一
定
の
年
齢
の
み
を
基
準
と
し
て
、

一
律
に
自
動
車
通
勤
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
そ
の
不

利
益
の
程
度
が
大
き
く
、
就
業
規
則
の
変
更
に
合
理

性
が
肯
定
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
変
更
は
無
効
に
な

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
に
よ
る

自
動
車
通
勤
に
対
す
る
安
全
管
理

3高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
の
お
そ
れ
を
根
拠
と

し
た
自
動
車
通
勤
の
制
限
の
必
要
性
自
体
は
肯
定
で

き
る
も
の
の
、
年
齢
に
よ
る
一
律
の
制
限
は
不
利
益

の
程
度
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
に
よ

る
自
動
車
通
勤
の
リ
ス
ク
も
ふ
ま
え
た
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
許
可
の
条
件
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

抽
象
的
な
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
の
危
険
性

を
根
拠
と
す
る
一
律
の
年
齢
制
限
で
は
な
く
、
具
体

的
な
自
動
車
事
故
の
危
険
性
ま
で
把
握
し
た
う
え

で
、
個
別
に
自
動
車
通
勤
を
制
限
す
る
こ
と
は
可
能

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
年
齢
で
は
な
く
、
持
病
の
治
療
な
ど
の

た
め
に
服
用
し
て
い
る
薬
と
そ
の
副
作
用
の
内
容
な

ど
を
把
握
し
て
、
副
作
用
に
よ
る
危
険
運
転
の
リ
ス

ク
が
な
い
こ
と
を
許
可
の
要
件
と
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
と
な
っ
て
か
ら
交
通
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
場
合
や
、
視
力
や
動
体
視
力
な
ど
の

運
転
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
を
テ
ス
ト
し

た
う
え
で
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
場
合
な
ど
、
自

動
車
事
故
の
危
険
性
を
具
体
的
に
根
拠
づ
け
る
事
情

に
基
づ
い
て
許
可
要
件
を
定
め
る
と
い
っ
た
方
法
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
該
当
す
る
労
働

者
（
高
齢
者
に
か
ぎ
ら
ず
、
雇
用
形
態
の
相
違
も
問

う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
に
つ
い
て
は
、
個
別
に

自
動
車
通
勤
の
許
可
を
出
さ
な
い
と
い
う
制
限
を
行
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う
こ
と
は
、
年
齢
に
よ
る
一
律
の
制
限
で
は
な
く
、

具
体
的
な
危
険
性
を
基
に
し
た
も
の
と
し
て
有
効
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
自
動
車
事
故
歴
や
薬
の
服
用
歴
は
、
個

人
情
報
（
薬
の
服
用
歴
は
要
配
慮
個
人
情
報
）
に
該

当
す
る
た
め
、
社
員
に
対
し
て
業
務
上
の
必
要
性
を

説
明
し
て
、
利
用
目
的
を
通
知
し
た
う
え
で
（
薬
の

服
用
歴
は
本
人
の
同
意
を
得
て
）
取
得
し
て
、
利
用

す
る
こ
と
が
適
切
で
す
。

業
務
命
令
お
よ
び

懲
戒
権
の
根
拠
に
つ
い
て

1業
務
命
令
お
よ
び
懲
戒
権
を
実
行
す
る
た
め
に

は
、
労
働
契
約
お
よ
び
就
業
規
則
に
根
拠
を
求
め
る

こ
と
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
社
内
に

お
け
る
飲
食
を
禁
止
す
る
」
と
い
っ
た
個
別
具
体
的

な
禁
止
規
定
を
服
務
規
律
に
定
め
て
い
な
い
場
合
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
個
別
具
体
的
な
禁
止
規
定
が
な
け
れ

ば
、
業
務
命
令
や
懲
戒
権
の
行
使
は
ま
っ
た
く
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
の
モ

デ
ル
就
業
規
則
に
は
「
そ
の
他
労
働
者
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
を
し
な
い
こ
と
」
な
ど
の
抽
象
的

な
服
務
規
律
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
今
回
の
よ
う
な
行
為

を
業
務
命
令
や
懲
戒
権
行
使
の
対
象
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
服
務
規

律
や
企
業
秩
序
の
維
持
、
会
社
に
帰
属
す
る
施
設
管

理
の
権
限
が
懲
戒
権
の
根
拠
と
な
る
こ
と
を
複
数
の

事
件
で
肯
定
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
労
働
者
は
、
労
働
契
約
を
締
結
し
て

企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、企
業
に
対
し
、

労
務
提
供
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
付
随
し

て
企
業
秩
序
遵
守
義
務
そ
の
他
の
義
務
を
負
う
」
と

判
示
し
、
労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
の
企
業
秩

序
遵
守
義
務
を
肯
定
し
て
い
る
事
件
（
最
高
裁
昭
和

52
年
12
月
13
日
判
決
。
富
士
重
工
業
事
件
）
や
、
企

業
の
施
設
管
理
に
関
し
て
「
職
場
環
境
を
適
正
良
好

に
保
持
し
規
律
の
あ
る
業
務
の
運
営
態
勢
を
確
保
す

る
た
め
、
そ
の
物
的
施
設
を
許
諾
さ
れ
た
目
的
以
外

に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
、
一
般
的
な
規
則
を

も
っ
て
定
め
、
又
は
具
体
的
に
指
示
、
命
令
す
る
こ

と
」
が
で
き
、
こ
れ
に
違
反
す
る
者
が
あ
る
場
合
に

は
制
裁
と
し
て
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨

を
判
示
し
て
い
る
事
件
（
最
高
裁
昭
和
54
年
10
月
30

日
判
決
。
国
鉄
札
幌
運
転
区
事
件
）
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
判
例
に
お
け
る
判
断
を
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当
該
社
員
の
飲
食
に
よ
り
執
務
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
企
業
秩
序
の
維
持

お
よ
び
施
設
管
理
権
の
行
使
と
し
て
、
業
務
命
令
お
よ
び
当
該
命
令
に
違
反
に
対
す
る
懲
戒
処

分
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
該
社
員
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
社
員
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
問
題
と
な
り
え
ま
す
が
、
デ
ス
ク
周
り
の
汚
損
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
汚
損
な

ど
の
状
況
が
顕
著
で
あ
れ
ば
、
企
業
秩
序
の
維
持
お
よ
び
施
設
管
理
の
観
点
か
ら
合
理
性
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
懲
戒
権
の
濫
用
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

A
飲
食
で
デ
ス
ク
周
り
を
汚
し
て
し
ま
う
社
員
に
困
っ
て
い
ま
す

当
社
で
は
社
内
で
の
飲
食
を
特
に
禁
止
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
あ
る
社
員
の
食
べ
方
が
汚

く
、
ゴ
ミ
や
食
べ
か
す
が
常
に
デ
ス
ク
周
り
に
散
乱
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
該
社
員
に
対
し
て
の
み
、業
務
命
令
と
し
て
飲
食
を
禁
止
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
の
懲
戒
処
分
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
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前
提
に
す
る
と
、
労
働
契
約
や
就
業
規
則
に
個
別
具

体
的
に
明
記
さ
れ
た
規
定
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
企
業
秩
序
の
維
持
や
企
業
の
施
設
管
理
に
必
要

な
範
囲
に
お
い
て
、
業
務
命
令
や
当
該
命
令
へ
の
違

反
に
対
す
る
懲
戒
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
、
個
別
具
体
的

な
根
拠
な
く
業
務
命
令
や
懲
戒
権
行
使
の
対
象
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
労
働
者
の
予
測
可
能
性
を
失
わ
せ
、

労
働
者
の
行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
し

て
、
批
判
的
な
見
解
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
個
別
具
体
的

に
想
定
し
て
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
現
実
的
に
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、就
業
規
則
に
お
い
て
、

少
な
く
と
も
「
そ
の
他
労
働
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
行
為
を
し
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
抽
象
的
で
あ

る
と
は
い
え
、
企
業
秩
序
の
維
持
が
労
働
者
の
義
務

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
業
務
命
令

や
懲
戒
処
分
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら

れ
ま
す
。業

務
命
令
や
懲
戒
権
の
限
界
に
つ
い
て

2企
業
秩
序
の
維
持
や
施
設
管
理
を
根
拠
と
し
て
、

業
務
命
令
お
よ
び
懲
戒
処
分
が
可
能
で
あ
る
と
し
て

も
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
業
務
命
令
お
よ

び
懲
戒
処
分
が
で
き
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
業
務
命
令
に
つ
い
て
、
企
業
秩
序
の
維
持

と
の
関
連
性
や
施
設
管
理
の
必
要
性
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
、
懲
戒
処
分
に
関

し
て
は
、
労
働
契
約
法
15
条
に
お
い
て
、「
使
用
者

が
労
働
者
を
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
懲
戒
が
、
当
該
懲
戒
に
係
る
労
働
者
の
行

為
の
性
質
及
び
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、

客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
権
利

を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
、
当
該
懲
戒
は
、
無
効
と

す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
懲
戒
権

を
行
使
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、「
客
観
的
に
合
理

的
な
理
由
お
よ
び
社
会
通
念
上
の
相
当
性
」
が
備

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
社
会
通
念
上
の

相
当
性
と
の
関
係
か
ら
、
ほ
か
の
労
働
者
と
の
公
平

性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

当
該
社
員
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
公
平
性

の
確
保
の
観
点
か
ら
問
題
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

懲
戒
手
続
に
至
る
ま
で
に
本
人
の
弁
明
の
機
会
を
与

え
る
べ
き
と
い
っ
た
手
続
的
な
相
当
性
や
懲
戒
処
分

に
よ
り
生
じ
る
不
利
益
の
程
度
と
違
反
事
由
の
重
大

性
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
、
懲
戒
処
分
の

有
効
性
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
処
方
法
に
つ
い
て

3一
般
的
に
社
内
に
お
け
る
飲
食
を
禁
止
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
状
況
で
、
当
該
社
員
の
み
を
業
務
命

令
の
対
象
と
し
た
う
え
で
、
是
正
さ
れ
な
い
場
合
に

懲
戒
処
分
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

重
要
で
あ
る
の
は
、
企
業
秩
序
維
持
お
よ
び
施
設

管
理
と
の
関
連
性
お
よ
び
そ
の
具
体
的
な
必
要
性
が

肯
定
で
き
る
か
、
ま
た
、
客
観
的
な
根
拠
を
も
っ
て

こ
れ
ら
を
証
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
っ

た
点
に
あ
り
ま
す
。

社
内
に
お
け
る
飲
食
を
禁
止
し
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
が
当
然
に
企
業
秩
序
維
持
に
支
障
を
き

た
す
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
社
内
で
飲

食
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
飲
食
を
原
因
と
し
て
施

設
や
設
備
で
汚
損
が
生
じ
、
通
常
以
上
に
清
掃
す
る

時
間
を
要
し
た
、
汚
損
に
よ
っ
て
ほ
か
の
労
働
者
の

業
務
に
支
障
が
生
じ
た
と
い
っ
た
事
情
が
あ
れ
ば
、

企
業
秩
序
維
持
お
よ
び
施
設
管
理
と
の
関
連
性
お
よ

び
業
務
命
令
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
施
設
や
設
備
が
汚
損
し
て
い
た
と
き
は
、

懲
戒
処
分
の
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
数
日
分
の

状
況
を
写
真
撮
影
し
て
お
き
客
観
的
に
証
拠
を
確
保

し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の
程
度
が
ほ
か
の
従

業
員
と
の
相
違
が
明
白
で
あ
る
こ
と
も
示
す
こ
と
が

適
切
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
客
観
的
に
確
認
で
き
れ
ば
、

業
務
命
令
に
よ
り
是
正
す
る
必
要
性
が
肯
定
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
業
務
命
令
を
行
っ
た
う
え

で
、
当
該
命
令
違
反
に
対
す
る
懲
戒
処
分
も
有
効
に

行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
懲
戒
処
分
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
違
反

に
よ
る
損
害
が
甚
大
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
か

ぎ
り
は
、
戒
告
な
ど
の
軽
微
な
懲
戒
処
分
に
と
ど
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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ポ
ッ
ク
リ
型
と
ジ
ッ
ク
リ
型

若
い
こ
ろ
は
夏
は
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
冬
は
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
元
気
だ
っ
た
人
も
、
仕
事

を
始
め
て
か
ら
定
期
的
に
運
動
す
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
30
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
お
腹
が
出
て
き
て
、
40

代
に
な
る
と
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
を
指
摘
さ
れ
る
。
や

が
て
血
圧
な
ど
心
血
管
疾
患
の
危
険
因
子
も
少
し
ず
つ

高
く
な
り
、
身
体
の
な
か
で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
定
年

後
に
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
を
発
症
し
、
そ
の
結
果

介
護
が
必
要
と
な
る
人
が
い
ま
す
（
図
表
１
）。

外
来
で
患
者
さ
ん
の
話
を
き
い
て
い
る
と
、「
特
に

長
生
き
は
し
た
く
な
い
。
ポ
ッ
ク
リ
と
逝
き
た
い
」
と

い
わ
れ
る
方
が
増
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し

か
し
、「
普
段
の
生
活
は
ど
う
か
」と
た
ず
ね
て
み
る
と
、

ポ
ッ
ク
リ
で
は
な
く
、
だ
れ
か
の
お
世
話
に
な
る
ジ
ッ

ク
リ
型
の
不
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

健
康
で
、
よ
り
長
く
働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
元
気

で
い
ら
れ
る
寿
命
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、「
あ
な
た
は
ポ
ッ
ク
リ
型
？
そ
れ
と
も

ジ
ッ
ク
リ
型
？
」
と
題
し
て
、
健
康
寿
命
の
基
礎
知
識

と
健
康
寿
命
に
か
か
わ
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

平
均
寿
命
、
平
均
余
命
と
健
康
寿
命

平
均
寿
命
と
は
、「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
0
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
が
、
あ
と
何
年
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
最
新
の
デ
ー
タ
（
厚
生
労
働
省
「
令

和
３
年
簡
易
生
命
表
」）
で
は
、
男
性
の
平
均
寿
命
は

81
・
47
歳
、
女
性
は
87
・
57
歳
に
な
り
ま
す
（
図
表
２
）。

60
歳
の
人
が
そ
の
数
値
を
み
て
、「
81
歳
ま
で
生
き
る

の
が
平
均
」
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。
60
歳
の
平

均
余
命
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
60
歳
ま
で
生
き
た
男
性

　70歳までの就業機会確保が企業の努力義務となり、時代はまさに「生涯現役時代」を迎えようと
しています。高齢者に元気に働き続けてもらうためには、何より「健康」が欠かせません。
　働く高齢者の「健康」について、坂根直樹先生が解説します。

健康ライフ
活 活き き 齢高 者働くための働くための のの

健康ライフ健康ライフ
Healthy Life for the elderly

新連載

第1回 あなたはポックリ型？ それともジックリ型？

独立行政法人国立病院機構京都医療センター臨床研究センター予防医学研究室室長 坂根 直樹

図表１　延命ではなく、健康寿命を延ばそう！

※ 筆者作成

元
気
度

20代
入社

90代

健康寿命

80代70代
セカンドライフ

60代
定年

50代
管理職

40代
働き盛り

肥満
運動不足
喫煙
飲酒
ストレス

要介護
寝たきり
認知症

脳卒中
心筋梗塞
骨折

メタボ
高血糖
高血圧
脂質異常

30代
結婚

寿命
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の
平
均
余
命
は
あ
と
24
・
02
歳
、
女
性
は
29
・
28
歳
に

な
り
ま
す
。
あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
長
く
生
き
れ

ば
生
き
る
ほ
ど
、
寿
命
は
長
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

元
気
で
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
の
お
世
話

健康ライフ
活 活き き 齢高 者働くための働くための のの

に
な
ら
ず
に
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
の
が
健
康
寿
命

な
の
で
す
。
こ
れ
に
は
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
の
デ
ー
タ
を

み
る
と
、
男
性
の
平
均
寿
命
は
81
・
41
歳
、
健
康
寿
命

は
72
・
68
歳
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
の
平
均
寿
命
は

87
・
45
歳
、
健
康
寿
命
は
75
・
38
歳
。
そ
れ
か
ら
計
算

す
る
と
、
男
性
は
８
・
73
年
、
女
性
は
12
・
07
年
の
間
、

だ
れ
か
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
表
３
）。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
健
康
習
慣

そ
れ
で
は
、
元
気
度
や
寿
命
と
関
連
す
る
健
康
習
慣

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
有
名
な
の
は
「
ブ
レ
ス
ロ
ー
の

７
つ
の
健
康
習
慣
」
で
す
。
こ
れ
は
１
９
８
０
年
に
ア

メ
リ
カ
の
ブ
レ
ス
ロ
ー
博
士
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

ア
ラ
メ
ダ
郡
に
住
む
約
７
０
０
０
人
を
対
象
に
生
活
習

慣
と
死
亡
率
の
関
係
を
調
べ
た
研
究
結
果
か
ら
得
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
7
つ
の
生
活
習
慣
と
は
、
①
禁
煙
、

②
定
期
的
な
運
動
、
③
節
酒
ま
た
は
禁
酒
、
④
１
日

７

-８
時
間
の
睡
眠
、
⑤
適
正
体
重
を
維
持
、
⑥
朝
食

を
摂
る
、
⑦
間
食
を
し
な
い
、
で
す
。
例
え
ば
、
45
歳

の
男
性
で
は
6
つ
以
上
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
し
て
い

る
人
の
平
均
余
命
は
33
年
だ
っ
た
の
対
し
て
、
3
つ
以

下
の
人
の
場
合
の
平
均
余
命
は
22
年
と
11
年
の
開
き
が

あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
貝か

い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

※
は
『
養
生
訓
』
の
な
か
で
「
腹

八
分
目
」
な
ど
身
体
の
養
生
だ
け
で
な
く
、
精
神
の
養

生
や
居
住
環
境
な
ど
に
つ
い
て
も
説
い
て
い
ま
す
。
逆

に
、
不
健
康
な
健
康
習
慣
と
寿
命
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ョ
ー
ク
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
に
当
時
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
栄
養
学
教
授

だ
っ
た
ジ
ー
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
が
フ
ロ
リ
ダ
の
新
聞
で
発

表
し
た
の
が「
あ
な
た
の
夫
を
早
死
に
さ
せ
る
10
か
条
」

で
す
（
図
表
４
）。

読
者
の
み
な
さ
ん
は
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
い
く
つ

し
て
い
ま
す
か
？

【
参
考
文
献
】

1.

 Breslow
 L, Enstrom

 JE. Persistence of health habits and 
their relationship to m

ortality. Prev M
ed. 1980;9(4):469-83.

2.

坂
根
直
樹
．
ま
る
ご
と
わ
か
る
生
活
習
慣
病
、
南
山
堂
、
２
０
１
８

※　 江戸時代の本草学者、儒学者

図表2　主な年齢の平均余命

男性 女性

0 歳 81.47 歳 87.57 歳

40 歳 42.40 歳 48.24 歳

50 歳 32.93 歳 38.61 歳

60 歳 24.02 歳 29.28 歳

70 歳 15.96 歳 20.31 歳

80 歳 9.22 歳 12.12 歳

90 歳 4.38 歳 5.74 歳

厚生労働省「令和 3年簡易生命表」より

図表４　あなたの夫を早死にさせる10か条

(Ten Quick Ways to Kill Your Husband)

 1.  夫を太らせなさい。

 2.  夫を座りっぱなしにしておきなさい。

 3.   夫に飽和脂肪酸をたくさん与え
なさい。

 4.  塩分の濃い食事に慣れさせなさい。

 5.  コーヒーをがぶ飲みさせなさい。

 6.  アルコールをうんと飲ませなさい。

 7.  タバコを勧めなさい。

 8.  リラックスさせないようにしなさい。

 9.  夜遅くまで起こしていなさい。

10.  終始がみがみいいなさい。

81.41歳

87.45歳

8.73年

図表3　平均寿命と健康寿命の関係（令和元年データ）

※ 筆者作成

72.68歳

75.38歳

女性

男性

12.07年
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第30回

終
身
雇
用
は
制
度
で
な
く〝
慣
行
〞で
あ
る

今
回
は
終
身
雇
用
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

通
常
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
の
用
語
が
多
い
で
す

が
、
終
身
雇
用
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
す
。
終
身

と
は
本
来
「
命
を
終
え
る
ま
で
の
間
」（
デ
ジ
タ
ル
大

辞
林
）
を
さ
し
ま
す
が
、
多
く
の
企
業
で
は
定
年
退
職

な
ど
に
よ
り
一
定
年
齢
で
雇
用
関
係
を
終
了
さ
せ
、
従

業
員
が
生
涯
に
わ
た
り
雇
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
一
般

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
終
身
雇
用
は
〝
制
度
〞

と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律
上
も

会
社
の
就
業
規
則
上
も
生
涯
に
わ
た
り
雇
用
を
保
証
す

る
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。〝
終
身
〞

も
〝
制
度
〞
も
大
げ
さ
な
表
現
で
、終
身
雇
用
と
は
「
同

一
企
業
で
の
長
期
的
な
雇
用
〝
慣
行
〞」
と
い
う
の
が

本
来
意
図
す
る
こ
と
に
近
い
表
現
と
い
え
ま
す
。

終
身
雇
用
と
い
う
用
語
で
す
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア

ベ
グ
レ
ン
と
い
う
経
営
学
者
が『
日
本
の
経
営（
邦
訳
）』

の
な
か
で
「
日
本
の
経
営
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し

てlife-tim
e com

m
itm
ent

（
終
身
雇
用
）
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
こ
と
が
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
書

で
は
こ
の
ほ
か
に
日
本
の
経
営
の
特
徴
と
し
て
「
企
業

内
労
働
組
合
（
本
連
載
２
０
２
２〈
令
和
４
〉
年
９
月

号
掲
載
）※
」と「
年
功
序
列
（
次
回
解
説
予
定
）」を
あ

げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
は
ま
と
め
て
日
本
的

経
営
の
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

終
身
雇
用
の
歴
史
は
長
く
な
い

終
身
雇
用
の
慣
行
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
太
平
洋
戦
争
前
後
が
起
点
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
工
場
の
労
働
者
を
中
心
に
賃

金
の
高
い
企
業
に
移
動
す
る
な
ど
比
較
的
転
職
が
多
い

労
働
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
３
８（
昭

和
13
）年
に
戦
争
遂
行
の
た
め
国
内
す
べ
て
の
人
的
資

源
・
物
的
資
源
を
国
家
が
管
理
・
統
制
で
き
る
国
家
総

動
員
法
の
成
立
を
皮
切
り
に
、
軍
需
産
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
転
職
が
制
限
さ
れ
、
１
９
４
０
年
に
は
「
従

業
者
移
動
防
止
令
」
に
よ
り
労
働
者
の
転
職
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
労
働
者
の
意

欲
向
上
に
向
け
、
昇
給
や
退
職
金
、
福
利
厚
生
な
ど
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
終
戦
後
、
移
動
の
制
限

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
主
に
三
つ
の
要
因
に
よ
り
雇
用

の
長
期
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
戦
後
復
興
期（
１
９
４
５
年
ご
ろ
〜
）

労
働
力
の
供
給
過
剰
に
よ
り
大
量
解
雇
が
発
生
し
た
こ

と
に
対
し
て
労
働
組
合
が
雇
用
の
安
定
を
求
め
た
こ
と

で
す
。
二
つ
目
は
、
高
度
経
済
成
長
期
（
１
９
５
５
年

ご
ろ
〜
）
の
労
働
力
の
需
要
ひ
っ
迫
に
よ
り
、
社
員
を

長
期
的
に
雇
用
し
業
務
遂
行
能
力
を
高
め
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
覚
え
さ

「終身雇用」

※　本連載の過去の記事は当機構ホームページでご覧いただけます。https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/202209.html
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せ
る
こ
と
で
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る
部
分
を
補
お
う

と
し
た
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク（
１

９
７
３
年
ご
ろ
〜
）の
経
済
悪
化
に
よ
る
大
量
解
雇
に

対
し
て
、
法
律
で
は
解
雇
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
実
質

的
に
は
企
業
の
解
雇
権
を
規
制
す
る
解
雇
権
濫
用
法
理

が
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
労
働
力
の
供

給
過
剰
・
需
要
ひ
っ
迫
と
い
う
反
対
の
事
象
を
経
な
が

ら
も
長
期
雇
用
の
慣
行
が
成
立
し
て
き
た
と
こ
ろ
が

少
々
興
味
深
い
点
で
も
あ
り
ま
す
。

全
労
働
者
が
終
身
雇
用
に

当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い

　
と
は
い
え
、
実
際
に
は
転
職
経
験
者
が
い
る
な
か
で

終
身
雇
用
は
ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑

問
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
は『
我

が
国
の
構
造
問
題
・
雇
用
慣
行
等
に
つ
い
て
』（
２
０

１
８〈
平
成
30
〉年
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
）
と
い

う
資
料
に
「
生
え
抜
き
社
員
割
合
の
推
移
」
と
い
う
グ

ラ
フ
が
あ
り
実
態
が
把
握
で
き
ま
す
。
若
年
期
に
入
社

し
て
そ
の
ま
ま
同
一
企
業
に
勤
め
続
け
る
者
を
生
え
抜

き
社
員
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
割
合
は
２
０
１
６
年

に
は
大
卒
正
社
員
５
割
、
高
卒
正
社
員
３
割
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
産
業
別
に
見
る
と
金
融
業
・
保
険
業

が
８
割
近
く
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
医
療
・
福
祉
と
宿

泊・飲
食
業
は
４
割
程
度
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
終
身
雇
用
は
日
本
経
営
の
特
徴
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
先
述
し
ま
し
た
が
、
国
際
比
較
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
違
っ
た
側
面
も
見
え
て
き
ま
す
。

『
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
国
際
労
働
比
較
２
０
２
２
』（
独
立
行

政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）の
勤
続
年
数
別

雇
用
者
割
合
を
参
照
す
る
と
、
勤
続
年
数
10
年
以
上
の

雇
用
者
割
合
は
日
本
が
45
・
７
％
の
一
方
で
、
イ
タ
リ

ア
50
・
９
％・
フ
ラ
ン
ス
44
・
５
％・
ス
ペ
イ
ン
44
・
０
％・

ド
イ
ツ
40
・
６
％
と
い
う
数
値
が
並
ん
で
い
ま
す
。

28
・
０
％
の
ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
る
と
長
期
雇
用
の
傾

向
が
日
本
は
強
い
と
い
え
ま
す
が
、
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
比
較
す
る
と
必
ず
し
も
長
期
雇
用
は
日
本
に
か

ぎ
っ
た
特
徴
と
ま
で
は
い
え
な
さ
そ
う
で
す
。

終
身
雇
用
の
今
後
は
不
透
明

　
終
身
雇
用
対
象
者
の
実
態
は
半
数
程
度
と
し
て
も
、

終
身
雇
用
へ
の
問
題
提
起
は
近
年
多
く
な
さ
れ
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
２
０
１
９
年
５
月
、
一
般
社
団
法
人
日
本

経
済
団
体
連
合
会
の
中な

か

西に
し

宏ひ
ろ

明あ
き

会
長（
当
時
）は
定
例

記
者
会
見
で
「
働
き
手
の
就
労
期
間
の
延
長
が
見
込
ま

れ
る
な
か
で
、
終
身
雇
用
を
前
提
に
企
業
運
営
、
事
業

活
動
を
考
え
る
に
は
限
界
が
き
て
い
る
」
と
述
べ
、
同

月
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
豊と

よ

田だ

章あ
き

男お

社
長
が

日
本
自
動
車
工
業
会
の
会
長
会
見
で
「
雇
用
を
続
け
る

企
業
な
ど
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
も
う
少
し
出
て
こ

な
い
と
、
終
身
雇
用
を
守
る
の
は
む
ず
か
し
い
局
面
に

入
っ
て
き
た
」
と
述
べ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
官
の
側
か
ら
も
、
終
身
雇
用
か
ら
の
脱
却
を

目
ざ
す
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
が
産

業
構
造
の
転
換
を
見
据
え
た
人
材
政
策
に
つ
い
て
ま
と

め
た
『
未
来
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
』（
２
０
２
２
年
５
月
）

で
は
、
長
期
雇
用
に
つ
い
て
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
成

長
の
も
と
で
の
長
期
的
な
視
点
の
人
材
育
成
・
組
織
の

一
体
感
の
醸
成
・
企
業
特
殊
能
力
の
蓄
積
へ
の
寄
与
は

あ
っ
た
も
の
の
、
今
後
は
就
業
期
間
の
長
期
化
や
経
済

成
長
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
等
の
観
点

か
ら
、
働
き
手
と
組
織
の
関
係
を
「
選
び
、
選
ば
れ
る
」

関
係
へ
と
変
化
さ
せ
、
新
卒
一
括
採
用
だ
け
で
は
な
い

多
様
な
複
線
化
さ
れ
た
採
用
の
入
り
口
を
増
や
し
て
い

く
方
向
へ
転
換
す
る
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
労
働
者
側
の
意
識
は
異
な
る
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
「
働
く

１
０
０
０
０
人
の
就
業
・
成
長
定
点
調
査
２
０
２
２
」

で
は
、
転
職
意
向
に
つ
い
て
、
２
０
２
２
年
時
点
で
20

―
24
歳
の
回
答
が
も
っ
と
も
多
く
44
％
、
も
っ
と
も
少

な
い
の
が
40
代
で
21
％
、
２
０
１
７
年
か
ら
の
毎
年
の

推
移
を
見
て
も
30
代
が
右
肩
上
が
り
（
２
０
１
７
年

29
％
、
２
０
２
２
年
35
％
）
の
傾
向
が
あ
る
以
外
は
、

特
筆
す
べ
き
傾
向
は
な
い
状
態
で
す
。

＊　
＊　
＊　
＊　

次
回
は
、「
年
功
序
列
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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高年齢者活躍企業コンテスト
～ 生涯現役社会の実現に向けて ～～ 生涯現役社会の実現に向けて ～

　高年齢者活躍企業コンテストでは、高年齢者が長い職業人生の中でつちかってきた知識や経験を職場等で有効に活
かすため、企業等が行った創意工夫の事例を広く募集 ･ 収集し、優秀事例について表彰を行っています。
　優秀企業等の改善事例と実際に働く高年齢者の働き方を社会に広く周知することにより、企業等における雇用・就
業機会の確保等の環境整備に向けて具体的な取組の普及・促進を図り、生涯現役社会の実現に向けた気運を醸成する
ことを目的としています。多数のご応募をお待ちしています。

取組内容 内　容（例示）

高年齢者の
活躍のための
制度面の改善

① 定年制の廃止、定年年齢の延長、65歳を超える継続雇用制度
　（特殊関係事業主に加え、他の事業主によるものを含む）の導入
②創業支援等措置（70歳以上までの業務委託・社会貢献）の導入（※1）
③賃金制度、人事評価制度の見直し
④多様な勤務形態、短時間勤務制度の導入
⑤各制度の運用面の工夫（制度改善の推進体制の整備、運用状況を踏まえた見直し）　等

高年齢者の
意欲・能力の維持向上
のための取組

①高年齢者のモチベーション向上に向けた取組や高年齢者の役割等の明確化
② 高年齢者による技術・技能継承の仕組み
③高年齢者が活躍できるような支援の仕組み（IT化へのフォロー、危険業務等からの業務転換）
④ 高年齢者が活躍できる職場風土の改善、従業員の意識改革、職場コミュニケーションの推進
⑤ 新職場の創設・職務の開発 
⑥中高年齢者を対象とした教育訓練、キャリア形成支援の実施（キャリアアップセミナーの開催）　等

高年齢者が
働き続けられるための
作業環境の改善、 
健康管理、

安全衛生、福利厚生
の取組

①作業環境の改善
　 （高年齢者向け設備の改善、作業姿勢の改善、配置・配属の配慮、創業支援等措置対象者への作
業機器の貸出）

②従業員の高齢化に伴う健康管理・メンタルヘルス対策の強化
③従業員の高齢化に伴う安全衛生の取組（体力づくり、安全衛生教育、事故防止対策）
④福利厚生の充実（休憩室の設置、レクリエーション活動、生涯生活設計の相談体制）　等

　働くことを希望する高年齢者が、年齢にかかわりなく生涯現役でいきいきと働くことができるようにするため、各企
業等が行った雇用管理や職場環境の改善に関する創意工夫の事例を募集します。なお、創意工夫の具体的な例示として、
以下の取組内容を参考にしてください。

1．応募書類等
イ．指定の応募様式に記入していただき、写真・図・イラスト等、改善等の内容を具体的に示す参考資料を添付し
てください。また、定年制度、継続雇用制度及び創業支援等措置並びに退職事由及び解雇事由について定めて
いる就業規則等の該当箇所の写しを添付してください（該当箇所に、引用されている他の条文がある場合は、
その条文の写しも併せて添付してください）。なお、必要に応じて当機構から追加書類の提出依頼を行うこと
があります。

ロ．応募様式は、当機構の各都道府県支部高齢・障害者業務課（※2）にて、紙媒体または電子媒体により配付します。
また、当機構のホームページ（※3）からも入手できます。

ハ．応募書類等は返却いたしません。
2．応募締切日　　令和5年 2月 28日（火）当日消印有効
3．応　募　先　　各都道府県支部高齢・障害者業務課（※2）へ提出してください。

※1「創業支援等措置」とは、以下の①・②を指します。
① 70歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
②  70歳まで継続的に、「a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業」または「b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業」に従事できる制度の導入

※ 2　連絡先は本誌65ページをご参照ください
※3　https://www.jeed.go.jp/elderly/activity/activity02.html

高年齢者がいきいきと働くことのできる
創意工夫の事例を募集します

主催　厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

応募方法Ⅱ

取組内容Ⅰ

高年齢者活躍企業高年齢者活躍企業
令和5 年度

ホームページはこちら
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当機構が収集した高年齢者の雇用事例をインターネット上で簡単に検索できるWeb サイトです。「高年齢者活躍
企業コンテスト表彰事例（エルダー掲載記事）」、「雇用事例集」で紹介された事例を検索できます。今後も、当機
構が提供する最新の企業事例情報を随時公開します。 70歳雇用事例サイト 検 索

１．原則として、企業からの応募とします。グループ企業単位での応募は不可とします。
２．応募時点において、次の労働関係法令に関し重大な違反がないこととします。
（１）令和2年 4月 1日～令和4年 9月 30日の間に、労働基準関係法令違反の疑いで送検され、公表されていないこと。
（２）「違法な長時間労働や過労死等が複数の事業場で認められた企業の経営トップに対する都道府県労働局長等による指導の

実施及び企業名の公表について」（平成29年１月 20日付け基発0120第１号）及び「裁量労働制の不適正な運用が複
数の事業場で認められた企業の経営トップに対する都道府県労働局長による指導の実施及び企業名の公表について」（平
成31年１月 25日付け基発0125第１号）に基づき公表されていないこと。

（３）令和4年 4月以降、職業安定法、労働者派遣法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法に基づく勧告又は改善命令等
の行政処分等を受けていないこと。

（４）令和４年度の障害者雇用状況報告書において、法定雇用率を達成していること。
（５）令和４年4月以降、労働保険料の未納がないこと。

３． 高年齢者が65歳以上になっても働ける制度等を導入（※4）し、高年齢者が持つ知識や経験を十分に活かし
て、いきいきと働くことができる環境となる創意工夫がなされていることとします。
※4  平成24年改正の高年齢者雇用安定法の経過措置として継続雇用制度の対象者の基準を設けている場合は、当コンテストの趣旨に

鑑み、対象外とさせていただきます。

４． 応募時点前の各応募企業等における事業年度において、平均した１月あたりの時間外労働時間が60時間
以上である労働者がいないこととします。

過去の入賞企業事例を公開中！ ぜひご覧ください！

※5 上記は予定であり、各審査を経て入賞の有無・入賞編数等が決定されます。

最優秀賞　１編
優秀賞　　２編
特別賞　　３編

独立行政法人高齢・
障害・求職者雇用
支援機構理事長表彰

　学識経験者等から構成される審査委員会を設置し、審査します。
　なお、応募を行った企業等または取組等の内容について、労働関係法令上または社会通念上、事例の普及及び表彰にふさ
わしくないと判断される問題（厚生労働大臣が定める「高年齢者就業確保措置の実施及び運用に関する指針」等に照らして
事例の普及及び表彰にふさわしくないと判断される内容等）が確認された場合は、この点を考慮した審査を行うものとします。

　令和5年9月中旬をめどに、厚生労働省および当機構において各報道機関等へ発表するとともに、入賞企業等には、
各表彰区分に応じ、厚生労働省または当機構より直接通知します。
　また、入賞企業の取組み事例は、厚生労働省および当機構の啓発活動を通じて広く紹介させていただくほか、本誌およ
びホームページなどに掲載します。

　提出された応募書類の内容に係る著作権および使用権は、厚生労働省及び当機構に帰属することとします。

●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部　普及啓発課
　〒261-0014　千葉県千葉市美浜区若葉３丁目１番３号
　TEL：043-297-9527　　E-Mail：tkjyoke@jeed.go.jp
●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課
　連絡先は65頁をご参照ください。

「70歳雇用事例サイト」

賞（※5）Ⅳ

審査Ⅴ

審査結果発表等Ⅵ

著作権等Ⅶ

問合せ先Ⅷ みなさまからの
ご応募を

お待ちしています

応募資格Ⅲ

優秀賞　若干編
特別賞　若干編厚生労働大臣表彰
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

布施直春 著／
中央経済社／
2970 円

佐藤広一・
太田麻衣 著／
アニモ出版／
1980 円

Ｑ
＆
Ａ　
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
制
度
の
実
務

テ
レ
ワ
ー
ク
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
多
様
な
働
き
方
で
対
応

図
解
で
わ
か
る

労
働
法
の
基
本
と
し
く
み

「
労
働
法
」
は
、
労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
、
労

働
安
全
衛
生
法
、
職
業
安
定
法
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、労
働
者
派
遣
法
、高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
な
ど
、「
働

く
・
働
か
せ
る
」
た
め
の
決
ま
り
や
ル
ー
ル
な
ど
を
定

め
た
法
律
の
総
称
で
、
労
務
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
使
用
者
、
労
働
者
の
双
方
が
知
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
と
い
え
る
。

し
か
し
、
漢
字
ば
か
り
が
並
ん
で
い
て
読
み
づ
ら
い

印
象
が
あ
る
う
え
、
わ
か
り
に
く
い
表
現
も
少
な
く
な

い
。
本
書
は
、
そ
れ
ら
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
平
易
な
言
葉

と
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
な
が
ら
説
明
し
、
理
解
へ

と
導
く
入
門
書
で
あ
る
。

本
書
は
、
労
働
者
の
募
集
・
採
用
の
こ
と
、
労
働
契

約
の
こ
と
、
賃
金
支
払
い
５
原
則
、
休
日
・
休
暇
の
決

め
方
、
退
職
を
め
ぐ
る
手
続
き
の
こ
と
な
ど
、
一
つ
の

項
目
に
つ
き
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
解
説
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
知
り
た
い
こ
と
、
興
味
の
あ
る
項
目
か

ら
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
の
13
章
に

は
、
発
生
し
や
す
い
労
務
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
解
決
方
法

に
つ
い
て
の
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
た
に
配
属
さ
れ
た
人
事
労
務
担
当
者
、
部
下
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
新
任
の
管
理
職
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

新
入
社
員
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
よ
う
と
す
る
学
生
な

ど
に
お
す
す
め
し
た
い
。

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行
に
よ
り
、
２
０

２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会

の
確
保
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
就
業
意
欲
の

高
い
高
齢
者
を
戦
力
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
い
ま
や
多

く
の
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
課
題
と
い
え
る
。

本
書
は
、
企
業
と
し
て
遵
守
す
べ
き
改
正
法
の
基
本

的
な
内
容
か
ら
説
き
起
こ
し
、
対
応
す
る
取
組
み
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の
導
入

の
仕
方
や
、
就
業
規
則
、
改
正
法
で
新
設
さ
れ
た
創
業

支
援
等
措
置
と
社
会
貢
献
事
業
の
実
施
方
法
な
ど
に
つ

い
て
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
説
明
す
る
。

第
２
章
で
は
、
創
業
支
援
等
措
置
（
企
業
か
ら
高
年

齢
者
へ
の
業
務
委
託
な
ど
）
を
テ
ー
マ
に
、
元
社
員
が

個
人
事
業
者
と
し
て
働
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
や
、
委
託
・
注
文
者
（
企
業
）
と
就
業
者
（
個

人
事
業
者
）
に
適
用
さ
れ
る
法
律
、
企
業
の
個
人
事
業

者
へ
の
委
託
の
進
め
方
な
ど
を
詳
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
５
章
で
は
、
高
齢
者
の
労
務
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
職
業
能
力
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
高
齢

者
を
含
む
要
員
計
画
の
作
成
手
順
な
ど
も
説
き
、
法
令

遵
守
と
経
営
の
視
点
に
加
え
、
高
齢
者
が
自
分
の
特
性

に
合
っ
た
働
き
方
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
雇
用

ス
タ
イ
ル
と
そ
の
考
え
方
も
示
し
て
い
る
。
人
事
労
務

担
当
者
の
手
引
き
と
な
る
一
冊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

改正高齢法に沿ったさまざまな雇用スタイルとその進め方などを提示

基本的な知識とそのしくみをわかりやすく解説した入門書
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榎本敬二 著／
海文堂出版／
1650 円

松浦常夫 著／
福村出版／
2640 円

安
あ

保
ぼ

雅博・
中山恭秀 著／
大和書房／
880円

要
支
援
、要
介
護
に
な
る
主
な
要
因
と
し
て
、「
骨
折
、

脳
卒
中
、
認
知
症
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
の
、
無
理
な
く
気
軽
に
で
き

る
運
動
や
、
脳
の
認
知
機
能
の
ア
ッ
プ
、
血
管
と
血
流

を
ケ
ア
す
る
食
事
の
心
が
け
な
ど
を
伝
授
す
る
。

脳
卒
中
に
は
発
症
さ
せ
や
す
い
危
険
因
子
が
あ
り
、

そ
れ
は
修
正
で
き
な
い
危
険
因
子
と
修
正
で
き
る
危
険

因
子
に
分
け
ら
れ
、
後
者
に
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
心
疾
患
、
肥
満
、
頸け
い

動ど
う

脈み
ゃ
く

狭き
ょ
う

窄さ
く

、
喫
煙
、
運
動
不
足
、
過
度
の
飲
酒
な
ど
が
あ

る
と
い
う
。
修
正
で
き
な
い
危
険
因
子
は
い
か
ん
と
も

し
が
た
い
も
の
だ
が
、
修
正
で
き
る
危
険
因
子
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
有
効
な
方
法
は
運
動
で
、

脇
汗
を
か
く
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
よ
い
そ
う

だ
。
そ
れ
に
よ
り
、血
流
が
よ
く
な
り
、筋
力
も
つ
き
、

運
動
量
を
増
や
せ
ば
持
久
力
も
つ
く
。

健
康
の
た
め
に
は
「
１
日
１
万
歩
」
と
よ
く
聞
く
が
、

後
の
研
究
な
ど
に
よ
り
、
た
と
え
ば
２
０
０
０
歩
で
寝

た
き
り
を
、
７
０
０
０
歩
で
が
ん
、
動
脈
硬
化
、
骨
折

な
ど
を
予
防
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
歩
く

こ
と
は
、
認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
情
報
が
満
載
で
、「（
そ
れ
ら
を
始
め
る
の

は
）
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
く
、
50
代
に
な
っ
た
ら

開
始
し
た
い
と
こ
ろ
」
と
は
著
者
の
言
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

目
立
つ
な
か
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
高
齢
者
が

増
え
て
い
る
。
一
方
で
、
交
通
空
白
地
域
を
は
じ
め
と

し
て
、
生
活
の
た
め
に
は
車
の
運
転
が
必
要
と
い
う
高

齢
者
も
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、
都
道
府
県
警
察
な
ど

が
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
す
す
め
て
い
る
「
補
償
運
転
」

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
加
齢
に
よ
り
心
身
の
機
能
が
低

下
し
て
、運
転
技
能
が
衰
え
る
の
を
補
償
す
る
よ
う
な
、

よ
り
安
全
な
運
転
方
法
の
こ
と
だ
が
、「
補
償
」
と
い

う
表
現
が
わ
か
り
に
く
い
と
さ
れ
、本
書
の
著
者
は「
安

全
ゆ
と
り
運
転
」
と
呼
ん
で
い
る
。

本
書
は
、
長
年
、
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
で
交
通

安
全
の
研
究
に
励
み
、
日
本
交
通
心
理
学
会
会
長
を
務

め
た
著
者
が
、
高
齢
者
が
安
全
運
転
を
続
け
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、「
安
全
ゆ
と
り
運
転
」
の
理
論
的
背
景
と

具
体
的
な
運
転
方
法
を
説
く
。
夜
間
や
雨
の
日
の
運
転

を
控
え
る
、
以
前
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
、
安
全

に
走
行
す
る
ル
ー
ト
を
選
ぶ
、
安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
車
を
運
転
す
る
な
ど
、
安
全
ゆ
と
り
運
転
の
20
項

目
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
と
実
行
す
る
た
め
の
工
夫

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

運
転
業
務
に
就
く
高
齢
者
や
車
通
勤
の
高
齢
社
員
が
多

い
事
業
所
の
管
理
監
督
者
に
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

社
内
で
安
全
管
理
業
務
を
担
当
し
な
が
ら
、
長
年
に

わ
た
り
業
界
の
垣
根
を
越
え
た
安
全
活
動
に
尽
力
し
て

い
る
著
者
は
、
多
様
な
産
業
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る

異
業
種
交
流
安
全
研
究
会
の
幹
事
と
し
て
、
専
門
家
と

現
場
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
る
。

異
業
種
交
流
安
全
研
究
会
で
は
、
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
技
術
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
て
伝
え
る
書
籍
な
ど

を
著
し
て
お
り
、本
書
は
そ
れ
ら
に
続
く
も
の
だ
が
、「
ひ

と
つ
の
物
語
を
読
む
こ
と
で
、
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
い
う
著
者
の
思
い
を

か
た
ち
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

主
人
公
は
、
発
電
所
に
勤
務
す
る
安
田
専
一
。
運
転

課
で
技
術
を
磨
い
て
き
た
が
、
あ
る
日
、
安
全
推
進
課

に
異
動
と
な
る
。
い
っ
た
い
何
か
ら
ど
う
始
め
た
ら
よ

い
の
か
、
苦
悩
の
日
々
が
始
ま
る
…
。

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅱ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

チ
ー
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
お
け
る
取
組
み
や

発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
こ
か
ら

の
学
び
と
著
者
自
身
の
経
験
も
盛
り
込
ま
れ
、
安
全
担

当
者
・
安
田
専
一
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
安
田
に
共
感
し
、
出
来
事
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
、
実
務
の
基
礎
が
理
解
で
き
る
。
安
全
管
理
に
た

ず
さ
わ
る
人
々
に
と
っ
て
大
い
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

70
歳
す
ぎ
て
も
歩
け
る
体
に
な
る
！

15
万
人
診
た
高
齢
者
医
療
の
名
医
が
教
え
る

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
革
命

安
全
ゆ
と
り
運
転
で
事
故
防
止

ス
ト
ー
リ
ー
で
学
ぶ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

あ
る
安
全
担
当
者
の
苦
悩
と
成
長

最後まで人生を楽しむための運動や認知症予防、食事方法を伝授

加齢などにともなう運転技能の低下を補う運転方法がよくわかる一冊

実例をもとにしたストーリーから安全マネジメントが自然と学べる
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行
政
・
関
係
団
体

２
０
２
１
年
「
雇
用
動
向
調
査
」
結
果

厚
生
労
働
省

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
１（
令
和
３
）年「
雇
用
動
向

調
査
」
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
は
、
全
国
の
主
要
産
業

に
お
け
る
産
業
別
な
ど
の
入
職
者
数・離
職
者
数
、入
職
者・

離
職
者
の
性
・
年
齢
階
級
別
、
離
職
理
由
別
な
ど
に
み
た

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
上
半
期
と
下
半

期
の
年
２
回
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、
５

人
以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
か
ら
1
万
５

２
０
０
事
業
所
を
抽
出
し
て
行
い
、９
０
３
０
事
業
所
（
上

半
期
）
と
８
９
２
２
事
業
所
（
下
半
期
）
か
ら
有
効
回
答
を

得
て
、
２
回
の
調
査
結
果
を
合
算
し
て
年
計
と
し
て
ま
と

め
た
。
回
答
を
得
た
事
業
所
の
入
職
者
５
万
４
６
９
３
人

（
上
半
期
と
下
半
期
の
計
）、離
職
者
６
万
９
９
３
７
人（
同
）

に
つ
い
て
も
集
計
し
て
い
る
。

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
１
年
間
の
入
職
者

数
は
約
７
２
０
万
人
（
前
年
約
７
１
０
万
人
）、
離
職
者
数

は
約
７
１
７
万
人
（
同
約
７
２
７
万
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
率
で
み
る
と
、
入
職
率
は
14
・
０
％
で
前
年

（
13
・
９
％
）
と
比
べ
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
離
職
率
は

13
・
９
％
で
前
年
（
14
・
２
％
）
と
比
べ
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

の
低
下
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
入
職
超
過
率
は
０
・
１

ポ
イ
ン
ト
と
入
職
超
過
と
な
っ
た
。

　
入
職
率
を
性
・
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に

入
職
率
は
24
歳
以
下
が
ほ
か
の
年
齢
階
級
に
比
べ
て
高
く

な
っ
て
い
る
。
入
職
率
と
離
職
率
の
大
小
関
係
を
み
る
と
、

男
女
と
も
に
24
歳
以
下
は
入
職
率
の
ほ
う
が
高
く
、
25
〜

29
歳
か
ら
55
〜
59
歳
ま
で
の
各
年
齢
階
級
で
お
お
む
ね
同

率
、
60
歳
以
上
で
離
職
率
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
令
和
４
年
版
厚
生
労
働
白
書
」

厚
生
労
働
省

　
厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
４
年
版
厚
生
労
働
白
書
」（
令

和
３
年
度
厚
生
労
働
行
政
年
次
報
告
）
を
公
表
し
た
。

　
白
書
は
２
部
構
成
で
、
そ
の
年
ご
と
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
る
第
１
部
で
は
「
社
会
保
障
を
支
え
る
人
材
の
確

保
」
と
題
し
、
現
役
世
代
の
人
材
不
足
の
加
速
化
と
、
今

後
必
要
と
な
る
医
療
・
福
祉
分
野
の
就
業
者
数
の
見
通
し
、

人
材
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
成
果
な
ど
を
整
理

し
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ
り
方
や
、
人
材

確
保
に
関
す
る
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
。

に
な
い
手
不
足
の
克
服
に
向
け
て
、
特
に
、
介
護
や
保
育

な
ど
の
現
場
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
子
育
て
経
験

者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
し
、
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
を
重
要
視
。
具
体
的

な
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
し

て
高
齢
者
の
就
業
を
促
進
す
る
「
生
涯
現
役
地
域
づ
く
り

環
境
整
備
事
業
」
を
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
こ
と
や
、
全
国
約
１
３
０
０
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
社
会
や
会
員
の
希
望
に
合
っ
た
職

域
開
拓
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
会
員
の
働

き
や
す
い
環
境
を
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
酒
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
２
部
は
、「
現
下
の
政
策
課
題
へ
の
対
応
」
と
題
し
、

雇
用
、
年
金
、
医
療
・
介
護
な
ど
、
厚
生
労
働
行
政
の
各

分
野
に
つ
い
て
、
最
近
の
施
策
の
動
き
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
白
書
は
、
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
統
計
情
報
・

白
書
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
全

国
の
政
府
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei_hakusho/

index.htm
l

２
０
２
２
年
度
「
地
域
雇
用
活
性
化
推
進

事
業
」の
採
択
地
域
、
10
地
域
を
決
定

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
は
、「
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
」（
令

和
４
年
度
開
始
分
）の
採
択
地
域
に
、10
地
域
を
決
定
し
た
。

　
同
事
業
は
、
雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
地
域
や
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
地
域
な
ど
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

て「
魅
力
あ
る
雇
用
」や「
そ
れ
を
に
な
う
人
材
」の
維
持・

確
保
を
図
る
た
め
に
創
意
工
夫
す
る
取
組
み
を
支
援
す
る

も
の
。
地
方
公
共
団
体
の
産
業
振
興
施
策
や
各
府
省
の
地

域
再
生
関
連
施
策
な
ど
と
連
携
し
た
う
え
で
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
市
町
村
や
経
済
団
体
な
ど
の
関
係

者
で
構
成
す
る
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
が
提
案
し
た
事
業

構
想
の
な
か
か
ら
、
雇
用
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
選
抜
し
、
そ
の
実
施
を
、

事
業
を
提
案
し
た
協
議
会
に
委
託
す
る
。

　
事
業
規
模（
委
託
費
上
限
）は
、各
年
度
４
０
０
０
万
円
。

複
数
の
市
区
町
村
で
連
携
し
て
実
施
す
る
場
合
、
１
地
域

あ
た
り
２
０
０
０
万
円
／
年
を
加
算
（
加
算
上
限
１
億
円

／
年
）。
実
施
期
間
は
３
年
度
以
内
。

　
採
択
さ
れ
た
地
域
は
、
次
の
10
地
域
。

①
北
海
道
茅か

や

部べ

郡ぐ
ん

鹿し
か

部べ

町ち
ょ
う

②
宮
城
県
気
仙
沼
市

③
愛
知
県
新し

ん

城し
ろ

市

④
滋
賀
県
長
浜
市

⑤
奈
良
県
宇う

陀だ

郡ぐ
ん

曽そ

爾に

村む
ら

⑥
香
川
県
小し

ょ
う

豆ず

郡ぐ
ん

地
域
（
土と

の

庄し
ょ
う

町ち
ょ
う

お
よ
び
小し

ょ
う

豆ど

島し
ま

町ち
ょ
う

）

⑦
高
知
県
高
知
市

⑧
福
岡
県
飯
塚
市

⑨
宮
崎
県
延
岡
市

⑩
鹿
児
島
県
薩さ

つ

摩ま

国の
く
に

地
域

　
（
阿
久
根
市
、
薩さ

つ

摩ま

川せ
ん

内だ
い

市
お
よ
び
さ
つ
ま
町
）

人
口
推
計
（
２
０
２
２
年
９
月
概
算
値

お
よ
び
４
月
確
定
値
）

総
務
省

　
総
務
省
は
、
人
口
推
計
の
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の

９
月
概
算
値
お
よ
び
４
月
確
定
値
を
公
表
し
た
。

　
２
０
２
２
年
９
月
1
日
現
在
の
総
人
口
（
概
算
値
）
は

1
億
２
４
７
５
万
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
81
万
人
（
０
・

６
５
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
４
月
１
日
現
在
の
総
人
口（
確
定
値
）は
、
１
億
２
５
０

７
万
１
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月（
1
億
２
５
８
５
万
４

０
０
０
人
）に
比
べ
78
万
３
０
０
０
人（
０
・
６
２
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
齢
階
層
別（
確
定
値
）に
み
る
と
、
15
歳
未
満
人
口
と

15
〜
64
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
人

口
は
増
加
し
て
い
る
。
15
歳
未
満
人
口
は
１
４
６
４
万
９

０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
25
万
９
０
０
０
人
（
１
・

７
４
％
）の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
15
〜
64
歳
人
口
は
７
４

１
８
万
４
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
62
万
７
０
０

０
人
（
０
・
８
４
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
65
歳
以

上
人
口
は
３
６
２
３
万
８
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比

べ
10
万
３
０
０
０
人
（
０
・
２
８
％
）
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

　
総
人
口
に
占
め
る
年
齢
階
層
別（
男
女
別
）の
割
合(

確

定
値)

を
み
る
と
、15
歳
未
満
人
口
は
全
体
の
11・７
％（
男

性
12
・
３
％
、
女
性
11
・
１
％
）、
15
〜
64
歳
人
口
は
同

59
・
３
％
（
男
性
61
・
８
％
、
女
性
57
・
０
％
）、
65
歳
以

上
人
口
は
同
29
・
０
％
（
男
性
25
・
９
％
、
女
性
31
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
75
歳
以
上
人
口
（
確
定
値
）
に

つ
い
て
み
る
と
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
15
・
２
％
（
男

性
12
・
３
％
、
女
性
17
・
９
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
85
歳

以
上
人
口
は
同
５・２
％
（
男
性
３・４
％
、女
性
６・９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

女
性
活
躍
推
進
取
組
事
例
集
『
Ｗ
の
キ
セ
キ

〜
女
性
が
輝
く
職
場
づ
く
り
〜
』
発
行

日
本
商
工
会
議
所・

東
京
商
工
会
議
所

日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工
会
議
所
は
、
女
性
活
躍

推
進
取
組
事
例
集
『
Ｗ
の
キ
セ
キ
〜
女
性
が
輝
く
職
場
づ

く
り
〜
』
を
発
行
し
た
。

同
事
例
集
は
、
女
性
活
躍
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
新
た
な
成
長
へ
の
原
動
力
を
得
て
、
業
績
の
向

上
に
つ
な
げ
た
中
小
企
業
６
社
を
取
材
し
、
各
社
の
取
組

み
の
「
キ
セ
キ
（
軌
跡
）」
を
ま
と
め
た
も
の
。
取
組
み
の

背
景
か
ら
、具
体
的
な
内
容
、プ
ロ
セ
ス
で
ぶ
つ
か
っ
た
壁
、

得
ら
れ
た
成
果
ま
で
、
実
際
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
営
者

と
社
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
が
活
用
し
や
す
い
よ
う
、

各
社
の
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
覧
化
し
た
「
逆
引
き
Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
や
、「
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
に
関
す
る
お
役

立
ち
情
報
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

６
社
の
事
例
に
は
、
従
業
員
の
高
齢
化
・
職
人
の
後
継

者
不
足
に
危
機
感
を
抱
い
て
、
産
休
・
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、「
ブ

ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま
り
職
人
の
応
募
者
数
が
以
前
の
80
倍

に
な
っ
た
と
い
う
老
舗
洋
傘
店
の
軌
跡
」
や
、「
慢
性
的
な

人
手
不
足
と
高
齢
化
に
よ
る
改
善
意
識
の
低
下
、
技
術
継

承
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
企
業
で
独
自
の
両
立
支
援
制
度

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
社
員

が
成
長
す
る
組
織
に
な
っ
た
軌
跡
」
な
ど
、
高
齢
者
雇
用

に
取
り
組
む
う
え
で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

事
例
集
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
で
無
料
配
布
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

https://w
w
w
.jcci.or.jp/sangyo2/20220907_

W
nokiseki.pdf
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人
口
推
計
（
２
０
２
２
年
９
月
概
算
値

お
よ
び
４
月
確
定
値
）

総
務
省

　
総
務
省
は
、
人
口
推
計
の
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の

９
月
概
算
値
お
よ
び
４
月
確
定
値
を
公
表
し
た
。

　
２
０
２
２
年
９
月
1
日
現
在
の
総
人
口
（
概
算
値
）
は

1
億
２
４
７
５
万
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
81
万
人
（
０
・

６
５
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
４
月
１
日
現
在
の
総
人
口（
確
定
値
）は
、
１
億
２
５
０

７
万
１
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月（
1
億
２
５
８
５
万
４

０
０
０
人
）に
比
べ
78
万
３
０
０
０
人（
０
・
６
２
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
齢
階
層
別（
確
定
値
）に
み
る
と
、
15
歳
未
満
人
口
と

15
〜
64
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
人

口
は
増
加
し
て
い
る
。
15
歳
未
満
人
口
は
１
４
６
４
万
９

０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
25
万
９
０
０
０
人
（
１
・

７
４
％
）の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
15
〜
64
歳
人
口
は
７
４

１
８
万
４
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比
べ
62
万
７
０
０

０
人
（
０
・
８
４
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
65
歳
以

上
人
口
は
３
６
２
３
万
８
０
０
０
人
で
、
前
年
同
月
に
比

べ
10
万
３
０
０
０
人
（
０
・
２
８
％
）
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

　
総
人
口
に
占
め
る
年
齢
階
層
別（
男
女
別
）の
割
合(

確

定
値)

を
み
る
と
、15
歳
未
満
人
口
は
全
体
の
11・７
％（
男

性
12
・
３
％
、
女
性
11
・
１
％
）、
15
〜
64
歳
人
口
は
同

59
・
３
％
（
男
性
61
・
８
％
、
女
性
57
・
０
％
）、
65
歳
以

上
人
口
は
同
29
・
０
％
（
男
性
25
・
９
％
、
女
性
31
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
75
歳
以
上
人
口
（
確
定
値
）
に

つ
い
て
み
る
と
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
15
・
２
％
（
男

性
12
・
３
％
、
女
性
17
・
９
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
85
歳

以
上
人
口
は
同
５・２
％
（
男
性
３・４
％
、女
性
６・９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

調
査
・
研
究

２
０
２
１
年
度

「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
結
果

介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
度
「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労
働
実
態

調
査
（
事
業
所
調
査
）」、「
介
護
労
働
者
の
就
業
実
態
と
就

業
意
識
調
査
（
労
働
者
調
査
）」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

事
業
所
調
査
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
の
過
不
足
状
況
を

み
る
と
、
不
足
感
（「
大
い
に
不
足
」
＋
「
不
足
」
＋
「
や

や
不
足
」）は
63・０
％
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度（
60・８
％
）

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
職
種
別
で
み
る
と
、
訪

問
介
護
員
の
不
足
感
が
80
・
６
％
（
前
年
度
80
・
１
％
）

で
最
も
高
く
、次
い
で
介
護
職
員
の
不
足
感
が
64・４
％（
同

66
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
労
働
者
（
有
期
職
員
、無
期
職
員
）
が
「
い

る
」
と
回
答
し
た
事
業
所
は
68
・
０
％
（
前
年
72
・
６
％
）

で
、「
い
な
い
」
は
30
・
６
％
（
前
年
26
・
２
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
勤
務
す
る
職
種
別
に
65
歳
以
上
の
労
働

者
が
い
る
事
業
所
の
割
合
を
み
る
と
、「
介
護
職
員
」
に
高

齢
者
が
い
る
事
業
所
の
割
合
が
最
も
高
く
45
・
２
％
と

な
っ
て
い
る
。

定
年
制
度
の
有
無
で
は
、「
定
年
な
し
」
の
事
業
所
が

21
・
３
％
、「
60
歳
の
定
年
を
定
め
て
い
る
」
が
34
・
８
％
、

「
61
歳
以
上
64
歳
以
下
の
定
年
を
定
め
て
い
る
」
が
３
・

５
％
、「
65
歳
以
上
の
定
年
を
定
め
て
い
る
」
が
32
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。
定
年
を
迎
え
た
職
員
を
引
き
続
き
雇
用

し
た
場
合
に
つ
い
て
、
雇
用
契
約
で
定
め
る
雇
用
上
限
年

齢
は
、「
65
歳
以
下
」
の
事
業
所
は
25・５
％
、「
66
〜
70
歳
」

は
19
・
９
％
、「
71
歳
以
上
」
は
５
・
８
％
、「
特
に
定
め

て
い
な
い
」
は
46
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
活
躍
推
進
取
組
事
例
集
『
Ｗ
の
キ
セ
キ

〜
女
性
が
輝
く
職
場
づ
く
り
〜
』
発
行

日
本
商
工
会
議
所・

東
京
商
工
会
議
所

日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工
会
議
所
は
、
女
性
活
躍

推
進
取
組
事
例
集
『
Ｗ
の
キ
セ
キ
〜
女
性
が
輝
く
職
場
づ

く
り
〜
』
を
発
行
し
た
。

同
事
例
集
は
、
女
性
活
躍
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
新
た
な
成
長
へ
の
原
動
力
を
得
て
、
業
績
の
向

上
に
つ
な
げ
た
中
小
企
業
６
社
を
取
材
し
、
各
社
の
取
組

み
の
「
キ
セ
キ
（
軌
跡
）」
を
ま
と
め
た
も
の
。
取
組
み
の

背
景
か
ら
、具
体
的
な
内
容
、プ
ロ
セ
ス
で
ぶ
つ
か
っ
た
壁
、

得
ら
れ
た
成
果
ま
で
、
実
際
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
営
者

と
社
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
企
業
が
活
用
し
や
す
い
よ
う
、

各
社
の
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
覧
化
し
た
「
逆
引
き
Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
」
や
、「
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
に
関
す
る
お
役

立
ち
情
報
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

６
社
の
事
例
に
は
、
従
業
員
の
高
齢
化
・
職
人
の
後
継

者
不
足
に
危
機
感
を
抱
い
て
、
産
休
・
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、「
ブ

ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま
り
職
人
の
応
募
者
数
が
以
前
の
80
倍

に
な
っ
た
と
い
う
老
舗
洋
傘
店
の
軌
跡
」
や
、「
慢
性
的
な

人
手
不
足
と
高
齢
化
に
よ
る
改
善
意
識
の
低
下
、
技
術
継

承
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
企
業
で
独
自
の
両
立
支
援
制
度

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
社
員

が
成
長
す
る
組
織
に
な
っ
た
軌
跡
」
な
ど
、
高
齢
者
雇
用

に
取
り
組
む
う
え
で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

事
例
集
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
で
無
料
配
布
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
・
東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

https://w
w
w
.jcci.or.jp/sangyo2/20220907_

W
nokiseki.pdf
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お知らせや

コーナー紹介などを
お届けします。

よりよい誌面づくり
のため、

みなさまの声を
お聞かせください。

@JEED_elder

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構

メールマガジン好評配信中！

回答はこちらから
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金沢　春康…… 一般社団法人

100年ライフデザイン・ラボ代表理事
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●
今
号
の
特
集
で
は
、
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
学
び

直
し
」
を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い

現
代
社
会
に
お
い
て
、
社
員
に
年
齢
に
関
係
な
く
、
会
社

の
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
時
代
や
社
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が

「
学
び
直
し
」
で
す
。

　
「
学
び
直
し
」
に
は
、
社
員
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
切
り

拓
い
て
い
く
た
め
に
、
自
主
的
に
資
格
取
得
に
励
ん
だ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
会

社
と
し
て
資
格
取
得
や
外
部
機
関
で
の
学
習
費
用
を
補
助

し
た
り
、
あ
る
い
は
知
識
や
技
術
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

た
め
の
研
修
を
主
催
す
る
こ
と
な
ど
も
「
学
び
直
し
」
の

一
つ
で
す
。

　

変
化
の
激
し
い
昨
今
、
高
齢
社
員
や
中
高
年
社
員
の
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
う
な
が
す
た
め
、
学
び
直
し
に
取
り
組

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
本
年
も
『
エ
ル
ダ
ー
』
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
も
、
み
な
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「日本史にみる長寿食」の内容に関する訂正について
「日本史にみる長寿食」（2020年１月号、8月号、
9月号）において、納豆などに含まれる成分を「ム
チン」と表記しておりましたが、誤りであるこ
とが判明しました。お詫びして訂正いたします。
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釣
り
人
た
ち
に
人
気
の

﹁
汐し
お
よ
し
﹂
ブ
ラ
ン
ド
の
和
竿

和
竿
と
は
、
竹
を
材
料
に
用
い
た
日

本
古
来
の
釣
り
竿
の
こ
と
。
江
戸
時
代

中
期
に
江
戸
で
生
ま
れ
た
「
江
戸
和

竿
」
は
、
国
の
「
伝
統
的
工
芸
品
」
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
和
竿
協
同
組

合
に
加
入
す
る
数
少
な
い
和
竿
師
の
一

人
が
、「
横
浜
竿
の
汐
よ
し
」
の
早
坂

良
行
さ
ん
だ
。
江
戸
和
竿
が
フ
ナ
や
タ

ナ
ゴ
、
ハ
ゼ
、
シ
ロ
ギ
ス
な
ど
を
得
意

と
す
る
の
に
対
し
て
、
横
浜
竿
は
漁
師

が
ス
ズ
キ
や
マ
ダ
イ
、
マ
ゴ
チ
な
ど
を

一
本
釣
り
す
る
た
め
に
、
江
戸
和
竿
を

厳
選
し
た
竹

よ
く
釣
れ
て

和わ

竿ざ
お

師し

早は

や

坂さ

か

良よ

し

行ゆ

き

さ
ん
（
72
歳
）

と「
火
入
れ
」で

丈
夫
な
竿
を
つ
く
る
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も
と
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ

う
だ
。

「
１
９
６
０
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
和

竿
づ
く
り
は
、
い
ま
の
I
T
産
業
に

匹
敵
す
る
く
ら
い
の
花
形
産
業
で
し

た
」
と
早
坂
さ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
軽
く
て

強
い
新
素
材
が
登
場
し
、
和
竿
は
す
っ

か
り
下
火
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
竿
師
と
な
っ
た
早
坂
さ
ん

が
手
が
け
る
和
竿
は
、
カ
ー
ボ
ン
竿
に

比
べ
て
高
価
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
長
く
使
え
る
」、「
体
が
疲
れ
な

い
」、「
ば
ら
し
※
が
少
な
い
」、「
釣
り

が
楽
し
い
」
な
ど
、
釣
り
人
た
ち
の
間

で
高
い
支
持
を
得
て
き
た
。
そ
の
卓
越

し
た
技
能
が
評
価
さ
れ
、２
０
１
５（
平

成
27
）
年
度
「
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

選
定
さ
れ
た
。

和
竿
の
品
質
を
左
右
す
る
竹

良
質
な
材
料
を
自
ら
探
し
歩
く

横
浜
で
育
っ
た
早
坂
さ
ん
は
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
釣
り
が
好
き
で
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
竿
づ
く
り
も
行
っ
て
い

た
。
大
学
受
験
に
失
敗
し
て
進
路
に

迷
っ
て
い
た
こ
ろ
、
竿
づ
く
り
の
道
具

を
買
い
に
た
ま
た
ま
入
っ
た
釣
具
店

で
、
竿
づ
く
り
の
師
匠
と
な
る
人
物
と

出
会
い
、竿
師
を
目
ざ
す
こ
と
を
決
意
。

師
匠
が
常
務
を
務
め
る
釣
具
店
に
就
職

し
て
竿
づ
く
り
の
修
業
に
励
み
、
26
歳

の
と
き
に
和
竿
師
と
し
て
独
立
し
た
。

早
坂
さ
ん
は
、
よ
く
釣
れ
て
長
持
ち

す
る
竿
づ
く
り
の
た
め
に
、
年
中
自
ら

試
作
し
た
竿
を
持
っ
て
釣
り
に
出
か

け
、
釣
れ
る
か
ど
う
か
を
試
し
て
改
良

を
重
ね
、
釣
り
人
に
喜
ば
れ
る
竿
を
つ

く
り
上
げ
て
き
た
。

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

釣
り
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
自
分

が
お
客
さ
ん
以
上
に
釣
り
を
し
て
、
答

え
を
出
し
て
き
ま
し
た
」

早
坂
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
和
竿
の
魅
力

は
材
料
で
あ
る
竹
の
性
質
に
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
竿
づ
く
り
で
も
っ
と
も
重

要
な
の
は
竹
の
選
定
だ
と
い
う
。

「
反
発
力
の
強
い
カ
ー
ボ
ン
に
比
べ

て
、
竹
は
引
っ
張
ら
れ
て
曲
が
る
と
、
※　ばらし……�針にかかった魚が外れて、逃げてしまうこと

自ら選定した竹を自然乾燥させた後、まっすぐに矯正するための火入れを行う。柔らかくなったタイミングを見計らい、絶妙の力加減でまっすぐにしていく

よく釣れて長持ちする和竿づくりは、良質な材料を見抜く力、熟練の
職人技、そして自ら釣りで試し改良する探究心に支えられている
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硬
く
な
り
ま
す
。
柔
ら
か
く
な
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に

し
ま
す
。
ど
こ
を
ど
う
曲
げ
れ
ば
最
短

の
手
数
で
ま
っ
す
ぐ
に
で
き
る
か
の
見

極
め
が
大
事
で
す
が
、
長
年
の
経
験
か

ら
体
で
覚
え
ま
し
た
」

汐
よ
し
の
竿
は
、
手
元
の
滑
り
止
め

の
た
め
に
籐と
う

と
糸
を
巻
い
て
漆う

る
し

を
塗
っ

た
「
籐
巻
き
」
や
、
螺ら

鈿で
ん
※
な
ど
を
取

り
入
れ
た
漆
の
「
変
わ
り
塗
り
」
な
ど

の
独
自
の
装
飾
も
特
徴
の
一
つ
。
漆
は

何
度
も
塗
り
重
ね
て
い
く
た
め
、
完
成

ま
で
早
く
て
も
１
カ
月
半
を
要
す
る
。

材
料
選
び
も
加
工
も
、
手
を
抜
か
な
い

こ
と
が
早
坂
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
だ
。

希
少
な
和
竿
づ
く
り
の
技
術
普
及
の

た
め
、工
房
で
竿
づ
く
り
教
室
を
開
き
、

１
５
０
人
以
上
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て

き
た
。
現
在
は
弟
子
を
1
人
迎
え
て
技

術
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
釣
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
１
本
で
も
多
く
、
よ

い
竿
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

そ
の
状
態
で
留
ま
ろ
う
と
す
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ば
ら
し
が
少

な
く
、
釣
り
人
の
疲
れ
も
少
な
い
。
竹

の
質
が
悪
い
と
、
数
回
の
釣
り
で
曲

が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
折
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。
耐
久
性
を
持
た
せ
る
に

は
、
で
き
る
だ
け
良
質
な
竹
を
選
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
10
年

や
15
年
も
使
え
る
竿
が
で
き
ま
す
」

昨
今
は
需
要
の
減
少
で
竹
を
扱
う
業

者
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
早
坂
さ
ん

自
ら
各
地
の
竹
林
へ
足
を
運
び
、
良
質

な
材
料
の
選
定・確
保
に
努
め
て
い
る
。

竹
を
ま
っ
す
ぐ
に
矯
正
し

強
度
を
高
め
る
﹁
火
入
れ
﹂

切
り
出
さ
れ
た
竹
は
1
年
以
上
か
け

て
自
然
乾
燥
さ
せ
た
後
、「
火
入
れ
」
と

い
う
作
業
を
行
い
、
ま
っ
す
ぐ
に
矯
正

す
る
。
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
焼
き
を
均

一
に
入
れ
る
こ
と
で
、強
度
も
高
ま
る
。

「
火
で
あ
ぶ
る
こ
と
に
よ
り
、
竹
に

含
ま
れ
る
水
分
が
沸
騰
す
る
と
竹
は
柔

ら
か
く
な
り
、
水
分
が
抜
け
る
と
再
び

※　螺鈿……�アワビや夜光貝など貝がらを用いた装飾

横
浜
竿
の
汐
よ
し

Ｔ
Ｅ
Ｌ
&
F
A
X：０
4
5（
7
1
5
）１
２
９
１

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

火入れ用こんろで竹をあぶり、水分を蒸発させて徐々に柔らかくする

漆の上に細工さ
れたカワハギの
形の螺

ら�でん
鈿

「変わり塗り」（左）や「籐巻
き」などの装飾も特徴の一つ

火入れでは「矯
た
め木
ぎ
」という道具を使って竹の曲がりを矯正する

柳葉きりをモーターに取りつけて回転させ、竹の節をくり抜く

和竿づくりの材料や道具も販売
独立以来愛用する50本組の柳葉きり
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。公
立諏訪東京理科大学医療介護健康工学
部門長。健康教育、脳科学が専門。脳計
測器多チャンネルNIRSを使って、脳活
動を調べている。『中高年のための脳ト
レーニング』（NHK出版）など著書多数。

2022.12 64

目標
00分

第66回
質問を隠して、写真を１分間見てください。
次に写真を隠して、質問に答えてください。

①白い帽子をかぶっているのは左の人でしたか？　右の人でしたか？
②飲み物を注いでいるのは左の人でしたか？　右の人でしたか？
③カップの色は何色でしたか？
④メガネをかけている人はいましたか？

写真の内容を記憶する

　今回は記憶問題です。「しっかりと覚えたはずなのに思い出せない」、そんな経験
はだれにでもあるのではないでしょうか。覚えようと意識すると案外うまくいかな
いものですが、声に出しながら覚えると意外とうまくいきます。そして、“覚えた
記憶を使う”ことが記憶力の強化につながります。声に出して覚え、覚えた記憶を
使って質問に回答してみましょう。

質 問

①右の人

②左の人

③赤色

④いない

覚えたらすぐに使う
　2011（平成23）年の科学雑誌『サ
イエンス』の記事を紹介します。
短い科学論文を大学生200人に
５分間読んでもらい、１週間後に、ど
れだけ覚えているかをテストするの
ですが、５分間読んだ直後に四つのグ
ループに分け、それぞれに次の指示
を10分間行ってもらいました。
①読後、何もしない。
②その後、何度もくり返し読む。
③ 読後、内容をまとめるコンセプト
マップをつくる。
④ 読後、読んだ内容に関する自由な
エッセイを書く。
そして１週間後に記憶のテストを
行ったところ、圧勝したのは④のグ

ループでした。④の行為は、読んだ
内容を思い出しながら、自分がすで
に持っている記憶とすり合わせて意
見を組み立て、アウトプットする行
為です。つまり、直後に内容を思い
出しただけでなく、思い出したこと
に別の想起を組み合わせて「使った」
ということです。「記銘↔保持↔想
起」の神経ネットワークが強化され、
「想起↔使う」の働きで、「使ったか
ら必要なこと」と記憶にかかわる脳
の器官である「海馬」が認識し、記
憶が強化されたのです。「覚えたら
すぐに使う」。これが記憶強化のカ
ギといえます。

【問題の答え】

目標
2分
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において
高齢者・障害者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に
基づく申告・申請の受付、啓発等）を実施しています。� 2022年12月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 ※ 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら

※ 2022年10月3日（月）より、上記住所へ移転
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　当コンテストでは、高年齢者が長い職業人生のなかでつちかってきた知識や経験を職場等で有効に活かすため、企業な
どが行った創意工夫の事例を広く募集･収集し、優秀事例について表彰を行います。
　優秀企業等の改善事例と実際に働く高年齢者の働き方を社会に広く周知することにより、企業などにおける雇用・就業
機会の確保等の環境整備に向けて具体的な取組みの普及・促進を図り、生涯現役社会の実現を目ざしていきます。多数のご
応募をお待ちしています。

詳しい募集内容、応募方法などにつきましては、本誌54～55頁をご覧ください。

　働くことを希望する高年齢者が、年齢にかかわりなく生涯現役でいきいきと働くことができるようにする
ために、各企業などが行った雇用管理や職場環境の改善に関する創意工夫の事例を募集します。なお、創
意工夫の具体的な例示として、以下の取組内容を参考にしてください。
１．高年齢者の活躍のための制度面の改善
２．高年齢者の意欲・能力の維持向上のための取組
３．高年齢者が働きつづけられるための作業環境の改善、健康管理、安全衛生、福利厚生の取組

お
問
合
せ
先

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
各都道府県支部 高齢・障害者業務課
※連絡先は65頁をご覧ください。

【厚生労働大臣表彰】
最優秀賞　1編
優秀賞　　2編
特別賞　　3編

【独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰】
　優秀賞　　若干編
　特別賞　　若干編

※上記は予定であり、各審査を経て入賞の有無・入賞編数などが決定されます。

高年齢者活躍企業コンテスト
～生涯現役社会の実現に向けて～～生涯現役社会の実現に向けて～

高年齢者がいきいきと働くことのできる
創意工夫の事例を募集します

主催　厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

取 組 内 容

主 な 応 募 資 格

各 　 　 賞

１．原則として、企業単位の応募とします。また、グループ企業単位での応募は不可とします。
２．応募時点において、労働関係法令に関し重大な違反がないこととします。
３． 高年齢者が65歳以上になっても働ける制度等を導入し、高年齢者が持つ知識や経験を十分に
活かして、いきいきと働くことができる環境となる創意工夫がなされていることとします。

４． 応募時点前の各応募企業等における事業年度において、平均した１カ月あたりの
時間外労働時間が60 時間以上である労働者がいないこととします。

令和5年2月28日（火）応　募
締切日

ご応募
お待ちしています

令和5 年度
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